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１－１　レーザー測量による屋島オルソ３Ｄ画像の展開例（上：俯瞰、中：西から、下：南から）
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２－１　山上からみた浦生地区と瀬戸内海（東から）

２－２　屋島オルソ３Ｄ画像で海からみた浦生地区
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３－１　屋嶋城跡浦生地区　城門推定地（西から）

３－２　屋嶋城跡浦生地区　雉城からみた城壁（北から）

　
巻
頭
写
真
図
版

　

２

２－１　山上からみた浦生地区と瀬戸内海（東から）

２－２　屋島オルソ３Ｄ画像で海からみた浦生地区
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４－１　屋嶋城跡浦生地区　雉城からみた城壁の石積み（北から）

４－２　屋嶋城跡浦生地区　城壁の城内側の石積み①（東から）
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５－１　屋嶋城跡浦生地区　城壁の城内側の石積み②（南東から）

５－２　屋嶋城跡浦生地区　城壁の城内側の石積み崩落状況（東から）
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４－１　屋嶋城跡浦生地区　雉城からみた城壁の石積み（北から）

４－２　屋嶋城跡浦生地区　城壁の城内側の石積み①（東から）
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６－１　屋嶋城跡浦生地区　城壁の城内側の石積み③（北東から）

６－２　屋嶋城跡浦生地区　城壁の城内側の石積み④（東から）
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７－１　屋嶋城跡浦生地区　Ｈ２１年度トレンチ完掘状況①（南東から）

７－２　屋嶋城跡浦生地区　Ｈ２１年度トレンチ完掘状況②（東から）
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６－１　屋嶋城跡浦生地区　城壁の城内側の石積み③（北東から）

６－２　屋嶋城跡浦生地区　城壁の城内側の石積み④（東から）
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８－１　屋嶋城跡浦生地区　Ｈ２１年度トレンチと城内側の石積み（東から）
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９－１　屋嶋城跡浦生地区　Ｈ２４年度トレンチ完掘状況（西から）

９－２　屋嶋城跡浦生地区　Ｈ２４年度トレンチ完掘状況（南から）
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８－１　屋嶋城跡浦生地区　Ｈ２１年度トレンチと城内側の石積み（東から）
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１０－１　屋嶋城跡浦生地区　Ｈ２５年度トレンチ完掘状況（北から）
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１１－１　屋嶋城跡浦生地区　Ｈ２５年度トレンチ　　
　　　　   石積み（東から）

１１－３　屋嶋城跡浦生地区　Ｈ２６年度トレンチ　石列検出状況（北東から）

１１－２　屋嶋城跡浦生地区　Ｈ２5 年度トレンチ
                  完掘状況（南から）
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１０－１　屋嶋城跡浦生地区　Ｈ２５年度トレンチ完掘状況（北から）
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１２－１　屋嶋城跡浦生地区　Ｈ２７年度トレンチ完掘状況（北から）
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１３－１　屋嶋城跡浦生地区　Ｈ２７年度トレンチ完掘状況（東から）

１３－２　屋嶋城跡浦生地区　Ｈ２８年度第１トレンチ完掘状況（北から）
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１２－１　屋嶋城跡浦生地区　Ｈ２７年度トレンチ完掘状況（北から）
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１４－１　屋嶋城跡浦生地区　Ｈ２９年度第１トレンチ完掘状況（北から）
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１５－１　北嶺山上地区　Ｈ２９年度第２トレンチ完掘状況①（北から）

１５－２　北嶺山上地区　Ｈ２９年度第２トレンチ完掘状況②（南から）
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１４－１　屋嶋城跡浦生地区　Ｈ２９年度第１トレンチ完掘状況（北から）
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１６－１　北嶺山上地区　Ｈ２９年度第２トレンチＳＫ１土層（西から）

１６－２　屋嶋城跡浦生地区出土平瓶
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１３－１　屋嶋城跡浦生地区 H21 年度 Tr 調査前の石積

み状況（東から）

１３－２　屋嶋城跡浦生地区 H21Tr 完掘時の石積み状況

①（東から）　

１３－３　屋嶋城跡浦生地区 H21Tr 完掘時の石積み状況

②（南から）　

１４－１　屋嶋城跡浦生地区 H21Tr 完掘状況①（南西か

ら）

１４－２　屋嶋城跡浦生地区 H21Tr 完掘状況②（南東か

ら）

１５－１　屋嶋城跡浦生地区 H21Tr 南壁土層詳細（北か

ら）

１５－２　屋嶋城跡浦生地区 H21Tr 北壁土層詳細①（南

から）

１５－３　屋嶋城跡浦生地区 H21Tr 北壁土層詳細②（南

から）

１５－４　屋嶋城跡浦生地区 H21Tr 北壁土層詳細③（南

から）

１６－１　屋嶋城跡浦生地区 H21Tr 遺物出土状況①（南

西から）

１６－２　屋嶋城跡浦生地区 H21Tr 遺物出土状況②（南

から）

１６－３　屋嶋城跡浦生地区 H21Tr 遺物出土状況③（南

から）

１７－１　屋嶋城跡浦生地区 H22Tr 検出状況（北から）

１７－２　屋嶋城跡浦生地区 H22Tr 北壁土層（南から）

１７－３　屋嶋城跡浦生地区 H22Tr 城外側崩落石状況①

（西から）

１７－４　屋嶋城跡浦生地区 H22Tr 城外側崩落石状況②

（南から）

１８－１　屋嶋城跡浦生地区 H22Tr 城外側崩落石状況③

（南西から）

１８－２　屋嶋城跡浦生地区 H22Tr 土層堆積状況（西か

ら）

１８－３　屋嶋城跡浦生地区 H22Tr 城外側崩落石状況④

（西から）

１９－１　屋嶋城跡浦生地区 H22Tr 状況①（東から）

１９－２　屋嶋城跡浦生地区 H22Tr 状況②（西から）

１９－３　屋嶋城跡浦生地区 H22Tr 城外側崩落石詳細状

況①（西から）

１９－４　屋嶋城跡浦生地区 H22Tr 城外側崩落石詳細状

況②（東から）

２０－１　屋嶋城跡浦生地区 H23Tr 調査前状況①（東か

ら）

２０－２　屋嶋城跡浦生地区 H23Tr 検出状況①（東から）

２０－３　屋嶋城跡浦生地区 H23Tr 調査前状況②（西か

ら）

２０－４　屋嶋城跡浦生地区 H23Tr 北壁土層①（南から）

２１－１　屋嶋城跡浦生地区 H23Tr 検出状況②（東から）

２１－２　屋嶋城跡浦生地区 H23Tr 検出状況③（西から）

２１－３　屋嶋城跡浦生地区 H23Tr 北壁土層②（南から）

２１－４　屋嶋城跡浦生地区 H23Tr 北壁土層③（南から）

２１－５　屋嶋城跡浦生地区 H23Tr 北壁土層④（南から）

２１－６　屋嶋城跡浦生地区 H23Tr 北壁土層⑤（南から）

２２－１　屋嶋城跡浦生地区 H23Tr 北壁土層⑥（南西か

ら）

２２－２　屋嶋城跡浦生地区 H23Tr 北壁土層⑦（南西か

ら）

２２－３　屋嶋城跡浦生地区 H23Tr 北壁土層⑧（南西か

ら）

２２－４　屋嶋城跡浦生地区 H23Tr 北壁土層⑨（南西か

ら）

２２－５　屋嶋城跡浦生地区 H23Tr 北壁土層⑩（南から）

２２－６　屋嶋城跡浦生地区 H23Tr 北壁土層⑪（南から）

２３－１　屋嶋城跡浦生地区 H24Tr 調査前状況 （北西か

ら）

２３－２　屋嶋城跡浦生地区 H24Tr 検出状況 （西から）

２４－１　屋嶋城跡浦生地区 H24Tr 城内側石積み検出状

況 （東から）

２５－１　屋嶋城跡浦生地区H24Tr検出状況① （西から）

２５－２　屋嶋城跡浦生地区H24Tr検出状況② （南から）

２５－３　屋嶋城跡浦生地区H24Tr検出状況③ （南から）

２５－４　屋嶋城跡浦生地区 H24Tr 北壁土層（南から）

２６－１　屋嶋城跡浦生地区 H24Tr 検出状況④（南から）

２６－２　屋嶋城跡浦生地区 H24Tr 検出状況⑤（南から）

２６－３　屋嶋城跡浦生地区 H24Tr 石積み検出状況 （北

から）

２６－４　屋嶋城跡浦生地区 H25Tr 調査前状況（東から）

２６－５　屋嶋城跡浦生地区 H25Tr 石積み崩落状況（東

から）

２６－６　屋嶋城跡浦生地区 H25Tr 作業状況（北から）

２７－１　屋嶋城跡浦生地区 H25Tr 検出状況 （北から）

２８－１　屋嶋城跡浦生地区H25Tr石積み検出状況①（東

から）

２８－２　屋嶋城跡浦生地区 H25Tr 北壁土層（南から）

２８－３　屋嶋城跡浦生地区H25Tr石積み検出状況②（東

から）

２８－４　屋嶋城跡浦生地区H25Tr石積み検出状況③（南

東から）

２９－１　屋嶋城跡浦生地区 H25Tr 北壁土層 （南から）

２９－２　屋嶋城跡浦生地区H25東西 Tr完掘状況 ①（北

東から）

２９－３　屋嶋城跡浦生地区H25東西 Tr完掘状況 ②（東

から）

２９－４　屋嶋城跡浦生地区 H25 東西 Tr 北壁土層（南

東から）

３０－１　屋嶋城跡浦生地区 H26-1Tr 調査前状況（南か

ら）

３０－２　屋嶋城跡浦生地区 H26-1Tr 検出状況遠景（南

から）

３０－３　屋嶋城跡浦生地区 H26-1Tr 上部検出状況（南

から）

３０－４　屋嶋城跡浦生地区H26-1Tr下部検出状況①（南



４６－５　北嶺山上地区 H26-1Tr 調査前状況（北から）

４６－６　北嶺山上地区 H26-1Tr 検出状況①（南東から）

４６－７　北嶺山上地区 H26-1Tr 東壁土層①（南西から）

４７－１　北嶺山上地区 H26-1Tr 検出状況②（北東から）

４７－２　北嶺山上地区 H26-1Tr 検出状況③（東から）

４７－３　北嶺山上地区 H26-1Tr 検出状況④（北東から）

４７－４　北嶺山上地区 H26-1Tr 検出状況⑤（南東から）

４８－１　北嶺山上地区 H26-1Tr 南壁土層（北西から）

４８－２　北嶺山上地区 H26-1Tr 東壁土層②（西から）

４８－３　北嶺山上地区 H26-2Tr 調査前状況（北から）

４８－４　北嶺山上地区 H26-2Tr 完了状況①（北から）

４８－５　北嶺山上地区 H26-2Tr 完了状況②（南から）

４８－６　北嶺山上地区 H26-2Tr 南壁土層（北から）

４８－７　北嶺山上地区 H26-2Tr 北壁土層（南東から）

４９－１　北嶺山上地区 H27Tr 検出状況①（北から）

４９－２　北嶺山上地区 H27Tr 検出状況②（南から）

４９－３　北嶺山上地区 H27Tr 完了状況（北から）

４９－４　北嶺山上地区 H27Tr 検出状況③（東から）

４９－５　北嶺山上地区 H27Tr 検出状況④（西から）

５０－１　北嶺山上地区 H27Tr 南壁土層（北から）

５０－２　北嶺山上地区 H27Tr 東壁土層（南西から）

５０－３　北嶺山上地区 H27Tr 北壁土層（南東から）

５０－４　北嶺山上地区 H27Tr 北端北壁土層（南から）

５０－５　北嶺山上地区 H27Tr ピット検出状況（西から）

５０－６　北嶺山上地区 H27Tr ピット完掘状況（西から）

５０－７　北嶺山上地区 H28-1Tr 調査前状況（西から）

５０－８　北嶺山上地区 H28-1Tr 完了状況①（北西から）

５１－１　北嶺山上地区 H28-1Tr 完了状況②（東から）

５１－２　北嶺山上地区 H28-1Tr 完了状況③（南東から）

５１－３　北嶺山上地区 H28-1Tr 完了状況④（東から）

５１－４　北嶺山上地区 H28-1Tr 完了状況⑤（南西から）

５１－５　北嶺山上地区 H28-1Tr 完了状況⑥（西から）

５１－６　北嶺山上地区 H28-1Tr 南壁土層①（北から）

５１－７　北嶺山上地区 H28-1Tr 南壁土層②（北から）

５１－８　北嶺山上地区 H28-1Tr 南壁土層③（北から）

５２－１　北嶺山上地区 H28-1Tr 南壁土層④（北から）

５２－２　北嶺山上地区 H28-1Tr 南壁土層⑤（北から）

５２－３　北嶺山上地区 H28-1Tr 東壁土層（北から）

５２－４　北嶺山上地区 H28-2Tr 調査前状況（東から）

５２－５　北嶺山上地区 H28-2Tr 完了状況①（北東から）

５２－６　北嶺山上地区 H28-2Tr 完了状況②（北から）

５２－７　北嶺山上地区 H28-2Tr 完了状況③（東から）

５２－８　北嶺山上地区 H28-2Tr 完了状況④（西から）

５３－１　北嶺山上地区 H28-2Tr 完了状況⑤（北から）

５３－２　北嶺山上地区 H28-2Tr 完了状況⑥（南東から）

５３－３　北嶺山上地区 H28-2Tr 完了状況⑦（北東から）

５３－４　北嶺山上地区 H28-2Tr 北壁土層①（南から）

５３－５　北嶺山上地区 H28-2Tr 北壁土層②（南東から）

５３－６　北嶺山上地区 H28-2Tr 北壁土層③（南から）

５３－７　北嶺山上地区 H28-2Tr 北壁土層④（南から）

５３－８　北嶺山上地区 H28-2Tr 北壁土層⑤（南から）

５４－１　北嶺山上地区 H28-2Tr 北壁土層⑥（南から）

５４－２　北嶺山上地区 H28-2Tr 土器出土状況①（北か

ら）

５４－３　北嶺山上地区 H28-2Tr 土器出土状況②（北か

ら）

５４－４　北嶺山上地区 H29-1Tr 調査前状況（西から）

５４－５　北嶺山上地区 H29-1Tr 完掘状況①（東から）

５４－６　北嶺山上地区 H29-1Tr 完掘状況②（北から）

５４－７　北嶺山上地区 H29-1Tr 完掘状況③（南から）

５４－８　北嶺山上地区 H29-1Tr 完掘状況④（南から）

５５－１　北嶺山上地区 H29-1Tr 完掘状況⑤（北から）

５５－２　北嶺山上地区 H29-1Tr 北壁土層①（南から）

５５－３　北嶺山上地区 H29-1Tr 北壁土層②（南から）

５５－４　北嶺山上地区 H29-1Tr 北壁土層③（南から）

５５－５　北嶺山上地区 H29-2Tr 調査前状況（南から）

５５－６　北嶺山上地区 H29-2Tr 検出状況①（北東から）

５５－７　北嶺山上地区 H29-2Tr 検出状況②（南から）

５５－８　北嶺山上地区 H29-2Tr 炭化材検出状況 （東か

ら）

５６－１　北嶺山上地区 H29-2Tr 炭化材集中範囲半裁状

況（東から）

５６－２　北嶺山上地区 H29-2Tr ＳＫ１検出状況①（北

西から）

５６－３　北嶺山上地区 H29-2Tr 調査完了状況（北東か

ら）

５６－４　北嶺山上地区 H29-2Tr ＳＫ１検出状況②（西

から）

５７－１　北嶺山上地区 H29-2Tr ＳＫ１検出状況③（南

から）

５７－２　北嶺山上地区 H29-2Tr ＳＫ１土層（西から）

５７－３　北嶺山上地区 H29-2Tr 南壁土層（北から）

５７－４　北嶺山上地区 H29-2Tr 東壁土層（北西から）

５８－１　北嶺山上地区 H29-2Tr ピット検出状況（南か

ら）

５８－２　北嶺山上地区 H29-2Tr ピット完掘状況（南か

ら）

５８－３　北嶺山上地区 H29-3Tr 完掘状況（南から）

５８－４　北嶺山上地区 H29-3Tr 土層状況（南から）

５８－５　北嶺山上地区 H29-4Tr 完掘状況①（南東から）

５８－６　北嶺山上地区 H29-4Tr 完掘状況②（南西から）

５８－７　北嶺山上地区 H29-4Tr 完掘状況③（東から）

５８－８　北嶺山上地区 H29-4Tr 完掘状況④（西から）

５９－１　北嶺山上地区 H29-4Tr 完掘状況⑤（南から）

５９－２　北嶺山上地区 H29-4Tr 完掘状況⑥（南西から）

５９－３　北嶺山上地区 H29-4Tr 完掘状況⑦（西から）

５９－４　北嶺山上地区 H29-4Tr 完掘状況⑧（南西から）

５９－５　北嶺山上地区 H29-4Tr 土層①（南から）

５９－６　北嶺山上地区 H29-4Tr 土層②（南から）

５９－７　北嶺山上地区 H29-4Tr 土層③（南から）

５９－８　北嶺山上地区 H29-4Tr 土層④（南から）

６０－１　屋嶋城跡浦生地区出土平瓶

６０－２　屋嶋城跡浦生地区出土石器

６０－３　屋嶋城跡浦生地区・北嶺山上地区出土青磁及

び須恵器

６０－４　屋嶋城跡浦生地区・北嶺山上地区出土かわら

投げのかわらけ
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史跡天然記念物屋島基礎調査事業調査報告書Ⅲ　2019

第１節　調査の経緯

　屋島は全域約 10 k㎡が昭和９年１１月１０日に下記

の指定理由によって国の史跡及び天然記念物に指定さ

れ、平成２６年度で指定８０周年を迎えた。また、同

年には、屋島を含む範囲が瀬戸内海国立公園に指定さ

れている。

　「瀬戸内海火山脈ノ特有熔岩トシテ知ラレ世界的ニ稀

有ナル古銅輝石安山岩ヨリ成レル南北ニ長キ熔岩臺地

ニシテ遠望屋根状ヲ成シ山容雄偉ナリ頂上ハ平夷ナレ

ドモ四周絶壁ヲ繞ラシ地形上『メサ』ノ標識的ナルモ

ノトシテ其ノ名ヲ知ラル又頂上近キ處ニ露出スル通称

『畳石』ハ板状節理ノ最モ美ナルモノトシテ著名ナリ

　山上ニ立チテ眼ヲ放テバ西方水邊ニ近ク高松市ノ城

櫓家屋ヲ望ミ海上ニハ大小ノ島嶼浮ベルヲ見ル其ノ一

帯ノ地ハ史蹟ニ富ミ天智天皇６年外寇防備ノ為メニ築

カレタル山城ノ一ナリ又唐僧鑑真ノ創建ト傳フル屋島

寺アリ壽永３年平宗盛等安徳天皇ヲ奉ジテ此ニ據リ源

氏二氏ノ接戦セシ所ニシテ古戦場トシテ世ニ知ラル」

　その後、昭和５１年に香川県教育委員会により屋島

保存管理計画が策定され、その後、本市へと引き継が

れ保存が図られてきた。

本市では、史跡を構成する屋嶋城跡、源平合戦の古

戦場、屋島寺に関する保存し活用すべき対象の明確化

とその適正な保存と活用に関する指針づくりを行うた

め、平成５年から「高松市史跡天然記念物屋島保存整

備等基本構想策定委員会」を設置し、議論が重ねられた。

その結果、『高松市史跡記念物屋島保存整備等基本構想』

としてまとめられ、その中で、屋島に所在する文化財

は歴史的価値の高いものが多く、これらを対象とした

調査の必要性が高まった。その後、平成７年３月に『史

跡天然記念物屋島保存整備等基本構想』を策定し、９

年には『史跡天然記念物屋島保存管理計画』を策定した。

前者の中で、屋島の歴史・文化・自然の保存と共生を

目指した自然歴史博物園の創造を掲げている。この構

想の方針の一つとして「継続的組織的な調査研究と恒

久的保存」を挙げ、屋島の文化財について現状を把握

することを目的として、史跡天然記念物屋島基礎調査

事業を平成７年度から開始することとなった。

これまで約２０年間にわたり、調査を実施した箇

所は第１図と第１・２表のとおりである。既に、長崎

鼻古墳の構造及び石棺の確認、千間堂跡の発見、屋嶋

城跡の城門の発見などの成果が上がっており、それら

の調査成果については平成１４、１９年度に『史跡天

然記念物屋島』Ⅰ、Ⅱとして調査報告書を刊行している。

特に、屋嶋城の確定に至った城門遺構の調査について

は、１２年度以降、調査を開始し、城門の確認をはじ

め多くの成果を得るとともに、平成１９～２７年度に

整備事業を実施し、現在、屋嶋城跡の歴史を伝える場

として整備されている。成果の詳細は、高松市教育委

員会 2016 刊行の『屋嶋城跡―城門遺構整備事業報告

書―』を参照いただきたい。

一方で、近年では、香川大学、京都府立大学と連携

し、新たな視点で天然記念物や名勝としての屋島の価

値の掘り起こしとそれらの成果の総合化が進んできて

いる（高松市・香川大学天然記念物調査団 2014、高

松市・京都府公立大学法人 2016）。また、史跡天然記

念物指定、国立公園への指定の経緯などについても明

らかにされつつある（高松市歴史資料館 2014、大久

保 2015）一方で、史跡の構成要素である屋嶋城、屋

島寺、源平合戦古戦場をはじめとし、その価値が明ら

かにされているものは未だ一部であり、今後のさらな

る調査研究が期待されている。

第２節　調査の経過

　本書は、以上の経緯の中で平成１９～２９年度に実

施した発掘調査の成果について報告するものである。

年度別の調査箇所については、第１・３図のとおりで

ある。調査成果については、第３章において詳述するが、

調査の経過について整理しておきたい。本書で報告す

る調査の成果は大きく３つに分かれており、①地形測

量、②分布調査（踏査）、③発掘調査である。これらの

項目における経過についてまず、個別に整理しておく。

Ａ．地形測量

　近年では、レーザー測量技術を用いて大規模遺跡の

第１章　経緯と経過
４６－５　北嶺山上地区 H26-1Tr 調査前状況（北から）

４６－６　北嶺山上地区 H26-1Tr 検出状況①（南東から）

４６－７　北嶺山上地区 H26-1Tr 東壁土層①（南西から）

４７－１　北嶺山上地区 H26-1Tr 検出状況②（北東から）

４７－２　北嶺山上地区 H26-1Tr 検出状況③（東から）

４７－３　北嶺山上地区 H26-1Tr 検出状況④（北東から）

４７－４　北嶺山上地区 H26-1Tr 検出状況⑤（南東から）

４８－１　北嶺山上地区 H26-1Tr 南壁土層（北西から）

４８－２　北嶺山上地区 H26-1Tr 東壁土層②（西から）

４８－３　北嶺山上地区 H26-2Tr 調査前状況（北から）

４８－４　北嶺山上地区 H26-2Tr 完了状況①（北から）

４８－５　北嶺山上地区 H26-2Tr 完了状況②（南から）

４８－６　北嶺山上地区 H26-2Tr 南壁土層（北から）

４８－７　北嶺山上地区 H26-2Tr 北壁土層（南東から）

４９－１　北嶺山上地区 H27Tr 検出状況①（北から）

４９－２　北嶺山上地区 H27Tr 検出状況②（南から）

４９－３　北嶺山上地区 H27Tr 完了状況（北から）

４９－４　北嶺山上地区 H27Tr 検出状況③（東から）

４９－５　北嶺山上地区 H27Tr 検出状況④（西から）

５０－１　北嶺山上地区 H27Tr 南壁土層（北から）

５０－２　北嶺山上地区 H27Tr 東壁土層（南西から）

５０－３　北嶺山上地区 H27Tr 北壁土層（南東から）

５０－４　北嶺山上地区 H27Tr 北端北壁土層（南から）

５０－５　北嶺山上地区 H27Tr ピット検出状況（西から）

５０－６　北嶺山上地区 H27Tr ピット完掘状況（西から）

５０－７　北嶺山上地区 H28-1Tr 調査前状況（西から）

５０－８　北嶺山上地区 H28-1Tr 完了状況①（北西から）

５１－１　北嶺山上地区 H28-1Tr 完了状況②（東から）

５１－２　北嶺山上地区 H28-1Tr 完了状況③（南東から）

５１－３　北嶺山上地区 H28-1Tr 完了状況④（東から）

５１－４　北嶺山上地区 H28-1Tr 完了状況⑤（南西から）

５１－５　北嶺山上地区 H28-1Tr 完了状況⑥（西から）

５１－６　北嶺山上地区 H28-1Tr 南壁土層①（北から）

５１－７　北嶺山上地区 H28-1Tr 南壁土層②（北から）

５１－８　北嶺山上地区 H28-1Tr 南壁土層③（北から）

５２－１　北嶺山上地区 H28-1Tr 南壁土層④（北から）

５２－２　北嶺山上地区 H28-1Tr 南壁土層⑤（北から）

５２－３　北嶺山上地区 H28-1Tr 東壁土層（北から）

５２－４　北嶺山上地区 H28-2Tr 調査前状況（東から）

５２－５　北嶺山上地区 H28-2Tr 完了状況①（北東から）

５２－６　北嶺山上地区 H28-2Tr 完了状況②（北から）

５２－７　北嶺山上地区 H28-2Tr 完了状況③（東から）

５２－８　北嶺山上地区 H28-2Tr 完了状況④（西から）

５３－１　北嶺山上地区 H28-2Tr 完了状況⑤（北から）

５３－２　北嶺山上地区 H28-2Tr 完了状況⑥（南東から）

５３－３　北嶺山上地区 H28-2Tr 完了状況⑦（北東から）

５３－４　北嶺山上地区 H28-2Tr 北壁土層①（南から）

５３－５　北嶺山上地区 H28-2Tr 北壁土層②（南東から）

５３－６　北嶺山上地区 H28-2Tr 北壁土層③（南から）

５３－７　北嶺山上地区 H28-2Tr 北壁土層④（南から）

５３－８　北嶺山上地区 H28-2Tr 北壁土層⑤（南から）

５４－１　北嶺山上地区 H28-2Tr 北壁土層⑥（南から）

５４－２　北嶺山上地区 H28-2Tr 土器出土状況①（北か

ら）

５４－３　北嶺山上地区 H28-2Tr 土器出土状況②（北か

ら）

５４－４　北嶺山上地区 H29-1Tr 調査前状況（西から）

５４－５　北嶺山上地区 H29-1Tr 完掘状況①（東から）

５４－６　北嶺山上地区 H29-1Tr 完掘状況②（北から）

５４－７　北嶺山上地区 H29-1Tr 完掘状況③（南から）

５４－８　北嶺山上地区 H29-1Tr 完掘状況④（南から）

５５－１　北嶺山上地区 H29-1Tr 完掘状況⑤（北から）

５５－２　北嶺山上地区 H29-1Tr 北壁土層①（南から）

５５－３　北嶺山上地区 H29-1Tr 北壁土層②（南から）

５５－４　北嶺山上地区 H29-1Tr 北壁土層③（南から）

５５－５　北嶺山上地区 H29-2Tr 調査前状況（南から）

５５－６　北嶺山上地区 H29-2Tr 検出状況①（北東から）

５５－７　北嶺山上地区 H29-2Tr 検出状況②（南から）

５５－８　北嶺山上地区 H29-2Tr 炭化材検出状況 （東か

ら）

５６－１　北嶺山上地区 H29-2Tr 炭化材集中範囲半裁状

況（東から）

５６－２　北嶺山上地区 H29-2Tr ＳＫ１検出状況①（北

西から）

５６－３　北嶺山上地区 H29-2Tr 調査完了状況（北東か

ら）

５６－４　北嶺山上地区 H29-2Tr ＳＫ１検出状況②（西

から）

５７－１　北嶺山上地区 H29-2Tr ＳＫ１検出状況③（南

から）

５７－２　北嶺山上地区 H29-2Tr ＳＫ１土層（西から）

５７－３　北嶺山上地区 H29-2Tr 南壁土層（北から）

５７－４　北嶺山上地区 H29-2Tr 東壁土層（北西から）

５８－１　北嶺山上地区 H29-2Tr ピット検出状況（南か

ら）

５８－２　北嶺山上地区 H29-2Tr ピット完掘状況（南か

ら）

５８－３　北嶺山上地区 H29-3Tr 完掘状況（南から）

５８－４　北嶺山上地区 H29-3Tr 土層状況（南から）

５８－５　北嶺山上地区 H29-4Tr 完掘状況①（南東から）

５８－６　北嶺山上地区 H29-4Tr 完掘状況②（南西から）

５８－７　北嶺山上地区 H29-4Tr 完掘状況③（東から）

５８－８　北嶺山上地区 H29-4Tr 完掘状況④（西から）

５９－１　北嶺山上地区 H29-4Tr 完掘状況⑤（南から）

５９－２　北嶺山上地区 H29-4Tr 完掘状況⑥（南西から）

５９－３　北嶺山上地区 H29-4Tr 完掘状況⑦（西から）

５９－４　北嶺山上地区 H29-4Tr 完掘状況⑧（南西から）

５９－５　北嶺山上地区 H29-4Tr 土層①（南から）

５９－６　北嶺山上地区 H29-4Tr 土層②（南から）

５９－７　北嶺山上地区 H29-4Tr 土層③（南から）

５９－８　北嶺山上地区 H29-4Tr 土層④（南から）

６０－１　屋嶋城跡浦生地区出土平瓶

６０－２　屋嶋城跡浦生地区出土石器

６０－３　屋嶋城跡浦生地区・北嶺山上地区出土青磁及

び須恵器

６０－４　屋嶋城跡浦生地区・北嶺山上地区出土かわら

投げのかわらけ



第 1 図 史跡天然記念物屋島基礎調査事業年度別調査箇所図（S= １／８００）
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第 1表 史跡天然記念物屋島基礎調査事業調査箇所及び調査次数一覧表①

3

史跡天然記念物屋島基礎調査事業調査報告書Ⅲ　2019

調査
次数

内　　　容

昭和 42 1 南嶺 水族館 土垣確認。瓦や土器が出土。

55 2 浦生 浦生の石塁 石積み確認。

3 北嶺 千間堂周辺 落ち込みを確認。

平成 元 4 北嶺 千間堂周辺 須恵器・土師器出土。

5 南嶺 屋島寺西側倉庫 池跡を確認。

6 南嶺 屋島寺鎮守社 江戸時代の遺物出土。

2 7 南嶺 屋島寺宝物館 江戸時代の遺構遺物を確認。７～８世紀の須恵器出土。

5 8 東麓 安徳天皇社 遺構遺物なし。

6 9 南嶺 駐車場北部 弥生土器出土。

7 10 南嶺 屋島寺北側 集石遺構を確認。

8 11 南嶺 屋島寺南 遺構遺物なし。

12 南嶺 屋島寺北側 土塁を確認。

13 長崎鼻 長崎鼻古墳 前方部で葺石確認。鯨の墓調査。

9 14 南嶺 屋島寺南東 弥生土器出土。古代から中世の柱穴確認。

15 長崎鼻 長崎鼻古墳 葺石確認。

10 16 北嶺 千間堂周辺 石列確認。

17 長崎鼻 長崎鼻古墳 墳丘及び石棺確認。

18 南嶺 屋島寺庫裏 江戸時代の遺物出土。

11 19 南嶺 北斜面 土塁確認。

20 北嶺 千間堂周辺 礎石建物、集石遺構確認。

12 21 南嶺 北斜面 土塁確認。

22 南嶺 南西斜面（城門） 石積み等確認。

23 北嶺 千間堂周辺 多口瓶が出土。

13 24 南嶺 南西斜面（城門） 城門確認。

25 南嶺 屋島寺周辺 落ち込み状遺構を確認。

26 北嶺 千間堂周辺 礎石建物を確認。

15 27 南嶺 南西斜面（城門） 甕城確認。

16 28 南嶺 屋島寺南側 南水門跡と考えられる石積み確認。

17 29 南嶺 南西斜面（城門） 城門背面列石確認。

18 30 南嶺 南西斜面（城門） 甕城範囲確認。

19 31 南嶺 南西斜面（城門） 石積み範囲確認。

20 32 南嶺 屋島寺南東 遺構遺物なし。

33 北嶺 西斜面 弥生土器出土。

34 南嶺 南西斜面（城門） 城門及び城壁確認。

21 35 南嶺 南西斜面（城門） 城門及び南側城壁構造確認。

36 浦生 浦生の石塁 城壁及び城内構造確認。須恵器平瓶出土。

22 37 南嶺 南西斜面（城門） 城門及び南側城壁構造確認。

38 浦生 浦生の石塁 城壁構造確認。

年度

表　史跡天然記念物屋島　調査箇所及び調査次数一覧表
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第 2表 史跡天然記念物屋島基礎調査事業調査箇所及び調査次数一覧表②

4

第１章　経緯と経過

調査
次数

内　　　容年度

23 39 南嶺 南西斜面（城門） 城門及び南側城壁積み直し。

40 浦生 浦生の石塁 城内側斜面部確認。

24 41 南嶺 南西斜面（城門） 城門及び南側城壁積み直し。

42 浦生 浦生の石塁 城壁城内側の石積み確認。

43 浦生 鵜羽神社境内遺跡 散布調査。

25 44 南嶺 獅子の霊巌 遺構遺物なし。

45 南嶺 南西斜面（城門） 城門及び北側城壁。

46 浦生 鵜羽神社境内遺跡 包含層等確認。

47 南嶺 西尾根 遺構遺物なし。

48 浦生 浦生の石塁 城壁城内側の石積み確認。

26 49 浦生 鵜羽神社境内遺跡 包含層及び焼塩炉確認。

50 南嶺 南西斜面（城門） 城門及び北側城壁。

51 北嶺 千間堂周辺 遺構なし。遺物わずかに出土。

52 浦生 浦生の石塁 雉城（張り出し部）の構造確認。

27 53 南嶺 南西斜面（城門） 甕城及び背面列石確認。

54 浦生 鵜羽神社境内遺跡 包含層及び焼塩炉確認。

55 北嶺 千間堂周辺 遺構なし。遺物わずかに出土。

56 浦生 浦生の石塁 雉城（張り出し部）の構造確認。

28 57 南嶺 潟元周辺 遺構なし。遺物わずかに出土。

58 浦生 浦生の石塁 雉城（張り出し部）の構造確認。

59 北嶺 千間堂周辺 遺物出土。屋島礫層確認。

29 60 南嶺 壇ノ浦地区 遺構遺物なし。

61 南嶺 北斜面地区 遺構なし。遺物わずかに出土。

62 浦生 浦生の石塁 城門周辺で石積みを確認。

63 北嶺 千間堂周辺 遺構なし。遺物わずかに出土。

30 64 南嶺 潟元周辺 遺構なし。遺物わずかに出土。

航空レーザー測量が実施されるケースが多くなってお

り、本市でも石清尾山古墳群で実施し、多くの成果を

上げていた。それらの成果を受けて、広大な史跡の中

に点在する遺構群／遺跡の正確な位置、旧地形の検討、

天然記念物としての価値である地形のより詳細な把握

等を目指して、平成２６～２７年度にかけて航空レー

ザー測量による地形測量を実施し、新たな詳細な地形

図を作成した。この地形測量は地形、遺跡の分布を正

確に把握すると同時に、地形や遺跡の分布の把握を通

じて、新たに得られた知見に基づき、これまでの調査

を見直すとともに、さらには今後の調査計画のための

分布調査の実施等において基礎資料とするものである。

実際に、測量成果に基づき、目的的な分布調査を実施

するとともに、後述するような屋嶋城跡をはじめとし

て地形と遺構の関係の検討に用いている。

Ｂ．分布調査（踏査）

平成７年度の事業開始以降、継続的に実施してい

るもので、本事業期間においても、平成１９、２０、

２５、２８～３０年度に重点的に実施している。特に、

１９年度には、後述するように、新たに江戸時代の花

崗岩の石切丁場跡を確認（高松市教育委員会 2009）

する成果を得た。この成果は史跡屋島にとどまらず、
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史跡高松城跡の築城や維持管理の問題にも関係するこ

ととなり、史跡間を横断する成果に結びついている。

また、既述のとおり、航空レーザー測量による地形

測量の後には、これらの成果をもとに、山上周辺の遺

構分布、麓周辺の地形復元、石切丁場跡周辺等を目的

として踏査を実施している。

Ｃ．発掘調査

平成１９年度以降、発掘調査は２箇所で重点的に実

施してきた。

１箇所は屋嶋城跡の浦生地区の城壁周辺の調査であ

る。当該地区は屋嶋城跡が学術的に調査研究された最

初の場所であり、昭和５５年には本市教育委員会によ

る最初の発掘調査を実施していた。石積み遺構を新た

に確認したものの、城壁の立地に関する理解や年代的

な裏付けが困難であったことから、その位置付けが不

明確なままであった。その中で、山上で屋嶋城跡の城

門が発見され、構造が明らかになるとともに、近年、

その他の古代山城における調査研究の進展によって、

当該地区の城壁の再調査の意義が高まった。それらの

経緯を踏まえ、２１～２９年度にかけて調査を実施し

た。

　もう１箇所は北嶺山上地区である。昭和５５年、平

成１０～１３年にかけて既に発掘調査を実施し、屋島

寺の縁起に残る北嶺の寺院跡を確認していた。その後、

本事業で２０年度に調査を実施していたが、新たな価

値の掘り起しや千間堂跡の構造や範囲の解明を目的と

して２５年度に現地踏査を実施し、建物跡などが存在

する可能性が高い箇所を選定しながら、２６～２９年

度にかけて実施した。

　なお、発掘調査としてはこのほかに、鵜羽神社境内

遺跡において、地元浦生自治会の協力を得て、２４～

２７年にかけて徳島文理大学と共同調査を実施してい

る（高松市教育委員会 2014・2015・2016）が、そ

の詳細な成果については別途報告予定である。

また、本事業に関する調査、特に浦生地区の調査に

ついては、文化庁、香川県教育委員会に現地指導をい

ただくとともに、平成２０～２７年度においては屋嶋

城跡調査整備検討委員会（平成２４年度に屋嶋城調査

整備会議（第５、６、８、１１、１４、２０、２４回））

において、調査成果について報告するとともに、現地

を確認いただき、調査計画及びその成果について指導

をいただいた。また、このほか、多くの研究者にも現

地指導をいただいた。

　また、浦生地区の調査については、２２、２５、

２６年度において地元を中心とした現地説明会を実施

し、多くの地元の方に屋嶋城跡の浦生地区の城壁につ

いて知っていただく機会となった。

屋嶋城跡調査整備会議

委 員 長（会　長）

　丹羽佑一（香川大学名誉教授　考古学）（～ 27 年度）

副委員長（副会長）

　亀田修一（岡山理科大学教授　考古学）（～ 27 年度）

委　   員　

　石松好雄（（元）九州歴史資料館副館長 考古学（ ～ 25.3））

　赤司善彦（福岡県教育庁総務部副理事兼文化財保護課長 

                                                       考古学（25.4 ～ 27 年度））

　狩野　久（（元）岡山大学教授　古代史（～ 27 年度））

　西田一彦（関西大学名誉教授　地盤工学（20.10 ～ 27 年度））

　箱崎和久  （奈良文化財研究所遺構研究室長　建築（～ 23.4））

　大林　潤

　　　（奈良文化財研究所遺構研究室研究員　建築（23.5 ～ 27 年度））

　吉田重幸（（元）香川大学教授　緑地環境）（～ 27 年度）

オブザーバー　　　

　小野健吉

 　　 （文化庁文化財部記念物課　文化財調査官（19 ～ 20 年度））

　内田和伸

 　　 （文化庁文化財部記念物課　文化財調査官（21 ～ 26 年度））

　五島昌也

    　   （文化庁文化財部記念物課　文化財調査官（27 年度））

　森 格也

   　 （香川県教育委員会　主任文化財専門員（19 ～ 21 年度））

　森下英治

  　  （香川県教育委員会　主任文化財専門員（22 ～ 24 年度））

　山下平重

  　  （香川県教育委員会　主任文化財専門員（25 ～ 27 年度））

Ｄ．整理作業

　平成１９～２８年度に実施した発掘調査の概要につ

いては、随時とりまとめ、実施年度の翌年度に本市内

遺跡発掘調査概報として報告してきた。さらに３０年

度には、２９年度に実施した調査の成果に関する整理

作業を実施するとともに、これまでの調査で出土した

遺物の整理作業、調査成果の総括的な見直し、検討作

業を実施し、本書の作成を行った。

第 2表 史跡天然記念物屋島基礎調査事業調査箇所及び調査次数一覧表②
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調査
次数

内　　　容年度

23 39 南嶺 南西斜面（城門） 城門及び南側城壁積み直し。

40 浦生 浦生の石塁 城内側斜面部確認。

24 41 南嶺 南西斜面（城門） 城門及び南側城壁積み直し。

42 浦生 浦生の石塁 城壁城内側の石積み確認。

43 浦生 鵜羽神社境内遺跡 散布調査。

25 44 南嶺 獅子の霊巌 遺構遺物なし。

45 南嶺 南西斜面（城門） 城門及び北側城壁。

46 浦生 鵜羽神社境内遺跡 包含層等確認。

47 南嶺 西尾根 遺構遺物なし。

48 浦生 浦生の石塁 城壁城内側の石積み確認。

26 49 浦生 鵜羽神社境内遺跡 包含層及び焼塩炉確認。

50 南嶺 南西斜面（城門） 城門及び北側城壁。

51 北嶺 千間堂周辺 遺構なし。遺物わずかに出土。

52 浦生 浦生の石塁 雉城（張り出し部）の構造確認。

27 53 南嶺 南西斜面（城門） 甕城及び背面列石確認。

54 浦生 鵜羽神社境内遺跡 包含層及び焼塩炉確認。

55 北嶺 千間堂周辺 遺構なし。遺物わずかに出土。

56 浦生 浦生の石塁 雉城（張り出し部）の構造確認。

28 57 南嶺 潟元周辺 遺構なし。遺物わずかに出土。

58 浦生 浦生の石塁 雉城（張り出し部）の構造確認。

59 北嶺 千間堂周辺 遺物出土。屋島礫層確認。

29 60 南嶺 壇ノ浦地区 遺構遺物なし。

61 南嶺 北斜面地区 遺構なし。遺物わずかに出土。

62 浦生 浦生の石塁 城門周辺で石積みを確認。

63 北嶺 千間堂周辺 遺構なし。遺物わずかに出土。

30 64 南嶺 潟元周辺 遺構なし。遺物わずかに出土。

航空レーザー測量が実施されるケースが多くなってお

り、本市でも石清尾山古墳群で実施し、多くの成果を

上げていた。それらの成果を受けて、広大な史跡の中

に点在する遺構群／遺跡の正確な位置、旧地形の検討、

天然記念物としての価値である地形のより詳細な把握

等を目指して、平成２６～２７年度にかけて航空レー

ザー測量による地形測量を実施し、新たな詳細な地形

図を作成した。この地形測量は地形、遺跡の分布を正

確に把握すると同時に、地形や遺跡の分布の把握を通

じて、新たに得られた知見に基づき、これまでの調査

を見直すとともに、さらには今後の調査計画のための

分布調査の実施等において基礎資料とするものである。

実際に、測量成果に基づき、目的的な分布調査を実施

するとともに、後述するような屋嶋城跡をはじめとし

て地形と遺構の関係の検討に用いている。

Ｂ．分布調査（踏査）

平成７年度の事業開始以降、継続的に実施してい

るもので、本事業期間においても、平成１９、２０、

２５、２８～３０年度に重点的に実施している。特に、

１９年度には、後述するように、新たに江戸時代の花

崗岩の石切丁場跡を確認（高松市教育委員会 2009）

する成果を得た。この成果は史跡屋島にとどまらず、
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　そのため、これまでの知見の総合化やそれに基づく

遺構の見直し等を行ったことから、概報において示し

た遺構に関する所見や理解についても一部見直しを実

施し、修正している点もある。最終の調査成果につい

ては本書を参照いただきたい。

参考文献

大久保徹也 2015「屋島 1934 ～史蹟名勝天然紀念物保存法と国立公
　　　　　　　　 園法～」『徳島文理大学比較文化研究所 2014 年度
　　　　　　　　 公開講演会資料』
高松市 1995『高松市史跡天然記念物屋島保存整備等基本構想』
高松市 1995『高松市史跡天然記念物屋島保存整備等基本構想』  付録
高松市・香川大学天然記念物屋島調査団 2014『天然記念物屋島調査
                                                                            報告書』
高松市・京都府公立大学法人 2016『屋島名勝調査報告書』
高松市教育委員会 1997『史跡天然記念物屋島保存管理計画書』
高松市教育委員会 1981『屋島城跡』
高松市教育委員会 2003『史跡天然記念物屋島』史跡天然記
                                        念物屋島基礎調査事業報告書Ⅰ
高松市教育委員会 2007『屋島寺』
高松市教育委員会 2008『屋嶋城跡』Ⅱ　史跡天然記念物屋島基礎
                                         調査事業報告書Ⅱ
高松市教育委員会 2009『平成 20 年度高松市内遺跡発掘調査概報』
高松市教育委員会 2010『平成 21 年度高松市内遺跡発掘調査概報』
高松市教育委員会 2011『平成 22 年度高松市内遺跡発掘調査概報』
高松市教育委員会 2012『平成 23 年度高松市内遺跡発掘調査概報』
高松市教育委員会 2012『古代山城プレサミットシンポジウム』資
                                         料集
高松市教育委員会 2013『平成 24 年度高松市内遺跡発掘調査概報』
高松市教育委員会 2014『平成 25 年度高松市内遺跡発掘調査概報』
高松市教育委員会 2015『平成 26 年度高松市内遺跡発掘調査報』
高松市教育委員会 2016『平成 27 年度高松市内遺跡発掘調査概報』
高松市教育委員会 2016『屋嶋城跡－城門遺構整備事業報告書－』
高松市教育委員会 2017『平成 28 年度高松市内遺跡発掘調査概報』
高松市教育委員会 2018『平成 29 年度高松市内遺跡発掘調査概報』
高松市歴史資料館 2014『史跡・天然記念物屋島指定 80 周年記念企
                                        画展屋島―シンボリックな大地に刻まれた
                                        歴史―』
高松市歴史民俗協会 2009『屋嶋城が見えた ! 歴民シンポジウム古代
                                            讃岐のロマン』
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よって、『天然記念物屋島調査報告書』にまとめられて

おり、以下のような地質的特徴、形成過程がまとめら

れている。

基盤は領家複合岩（花崗岩・変成岩）の讃岐層群（新

第三紀中新世）が山頂部と山頂直下の急斜面を覆って

いる。構成する讃岐層群は下位から凝灰岩（玄武岩質

火山礫凝灰岩（北嶺）・流紋岩質凝灰岩（南嶺））、讃岐

岩質安山岩、流紋岩質凝灰岩（雪の庭凝灰岩）、屋島礫

層の順に区分される。

これらに加えて、近年の発掘調査によって、北嶺山

頂の千間堂広場周辺（北側）にも局所的に、安山岩形

成以後に屋島礫層と類似した別の経緯で堆積した土が

存在することが明らかになった。

　基盤に当たる花崗岩は、白亜紀後期（9,000 万年

前）の太平洋側のプレートの沈み込みによる火山活動

第１節　立地環境

　屋島は高松市域の北東部に位置し、瀬戸内海に面し

た島である。高松市中心市街地から東方約５km の所

に位置する。その面積は約１０㎢で高松市の面積の約

５％を占める。

　屋島は名前のとおり古代においても島であった。瀬

戸内海は複数の灘や瀬戸によって形成されているが、

その中でも屋島は備讃瀬戸の東限に位置する。

Ａ．地形

　瀬戸内海に突き出た南北幅約５km、東西幅約２km 

と南北に長い、台地状の孤立丘を呈する島である。標

高は２９２ m （南嶺） 及び２８３ m（北嶺）で、山上

部は平坦、中腹は急峻、山麓は緩傾斜、沿岸は平坦で、

メサ地形の標型である。

屋島の成り立ちについては、既に、長谷川修一氏に

第２章　地理的・歴史的環境
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史跡天然記念物屋島

第 2 図 史跡天然記念物屋島位置図

6

第１章　経緯と経過

　そのため、これまでの知見の総合化やそれに基づく

遺構の見直し等を行ったことから、概報において示し

た遺構に関する所見や理解についても一部見直しを実

施し、修正している点もある。最終の調査成果につい

ては本書を参照いただきたい。

参考文献

大久保徹也 2015「屋島 1934 ～史蹟名勝天然紀念物保存法と国立公
　　　　　　　　 園法～」『徳島文理大学比較文化研究所 2014 年度
　　　　　　　　 公開講演会資料』
高松市 1995『高松市史跡天然記念物屋島保存整備等基本構想』
高松市 1995『高松市史跡天然記念物屋島保存整備等基本構想』  付録
高松市・香川大学天然記念物屋島調査団 2014『天然記念物屋島調査
                                                                            報告書』
高松市・京都府公立大学法人 2016『屋島名勝調査報告書』
高松市教育委員会 1997『史跡天然記念物屋島保存管理計画書』
高松市教育委員会 1981『屋島城跡』
高松市教育委員会 2003『史跡天然記念物屋島』史跡天然記
                                        念物屋島基礎調査事業報告書Ⅰ
高松市教育委員会 2007『屋島寺』
高松市教育委員会 2008『屋嶋城跡』Ⅱ　史跡天然記念物屋島基礎
                                         調査事業報告書Ⅱ
高松市教育委員会 2009『平成 20 年度高松市内遺跡発掘調査概報』
高松市教育委員会 2010『平成 21 年度高松市内遺跡発掘調査概報』
高松市教育委員会 2011『平成 22 年度高松市内遺跡発掘調査概報』
高松市教育委員会 2012『平成 23 年度高松市内遺跡発掘調査概報』
高松市教育委員会 2012『古代山城プレサミットシンポジウム』資
                                         料集
高松市教育委員会 2013『平成 24 年度高松市内遺跡発掘調査概報』
高松市教育委員会 2014『平成 25 年度高松市内遺跡発掘調査概報』
高松市教育委員会 2015『平成 26 年度高松市内遺跡発掘調査報』
高松市教育委員会 2016『平成 27 年度高松市内遺跡発掘調査概報』
高松市教育委員会 2016『屋嶋城跡－城門遺構整備事業報告書－』
高松市教育委員会 2017『平成 28 年度高松市内遺跡発掘調査概報』
高松市教育委員会 2018『平成 29 年度高松市内遺跡発掘調査概報』
高松市歴史資料館 2014『史跡・天然記念物屋島指定 80 周年記念企
                                        画展屋島―シンボリックな大地に刻まれた
                                        歴史―』
高松市歴史民俗協会 2009『屋嶋城が見えた ! 歴民シンポジウム古代
                                            讃岐のロマン』



8

第２章　立地と環境

によって、花崗岩体（領家花崗岩類）が形成され、こ

れが隆起することで基盤岩を形成した。その後、1,600

万年前の瀬戸内火山活動によって基盤の花崗岩の上位

に凝灰岩（玄武岩質火山礫凝灰岩）の堆積が始まる。

これが現在の豊島、男木島、女木島、屋島北嶺の範囲

に堆積し、いわゆる豊島石と呼ばれている石材の母岩

で、後世において墓石や建材等の石材として利用され

ている（松田 2009、長谷川 2011）。

さらに 1,400 万年前の火山活動によってカルデラ

（高松クレーター）が形成され、ここから噴出した火砕

流が庵治半島の白粉石などと呼ばれる凝灰岩（流紋岩

質）を形成する。さらに、サヌキトイドをはじめとし

た多様な安山岩溶岩が屋島周辺に流れ込んだ。

以上の経緯の中で、安山岩溶岩が流れ込んだ箇所（凹

地）では、基盤の花崗岩の上部に凝灰岩、安山岩の順

に堆積することとなった。周辺の大半の地層が浸食さ

れた後も大規模に残り、メサ地形を形成することとなっ

た。また、山頂の讃岐岩質安山岩も少しずつ崩落し、

それらが崩積土となって斜面の浸食を妨げ、美しい寺

勾配を形成している。

　屋島の基盤岩は中生代白亜紀に形成された領家花崗

岩類（黒雲母花崗岩など）からなり、標高２００m 付

近より山頂部にかけて讃岐層群（凝灰岩、讃岐岩質安

山岩）がほぼ水平に重なっている。

　この屋島山上部を構成する讃岐層群は、玄武岩質火

山礫凝灰岩、流紋岩質凝灰岩、讃岐岩質安山岩、雪の

庭凝灰岩、屋島礫層からなっている。特に凝灰岩は北

嶺に多く分布し、南嶺の一部で認められる。また、雪

の庭凝灰岩、屋島礫層は南嶺の山頂部のみで認められ

る。

　屋島の基盤岩は中腹の標高２００ m までが、中生代

白亜紀の領家花崗岩類に属する黒雲母花崗岩が優勢で

あり、有色鉱物（角閃石など） を多く含み、閃緑岩質

の部分がみられる。基盤の黒雲母花崗岩は、新鮮部は

堅硬緻密な岩盤であるが、表層からの風化が進み深部

までマサ状に風化している。

　基盤岩の花崗岩上に不規則な浸食面をもって、凝灰

岩角礫岩が２～ ５０m の厚さでほぼ水平に重なってい

る。おもに塩基性安山岩の角礫を多く含み、基質は凝

灰岩よりなり、よく密着しており緑灰色や暗灰色を呈

する。

　この讃岐岩質安山岩は様々な節理が観察され、冷え

固まってできる柱状節理、溶岩が流れながら冷え固まっ

てできる板状節理、不規則な節理などが確認できる。

Ｂ．水系

　概ね南北に走る山頂尾根部が東西方向の分水界を形

成している。

　主な河川としては屋島の裾部の人工的に開削された

相引川や汐入川があり、その他は、屋島の南嶺と北嶺

を分け西へ延びる谷部を流れる浦生川が挙げられる。

ただ、全体に渡って小規模な谷が形成されている。こ

れらの谷を利用したため池が標高１００m 未満の山麓

部に多数分布している。

Ｃ．植生

　以前は全体的にマツ群落が優先しており、1970 年

代までは屋島全体の８０％を覆っていたが、1998 年

で１. ４％となり、現在は、わずかである。マツ林が一

定の広がりをもって分布しているのは北嶺北東部の海

岸付近で、南嶺山上の城門地区付近にもアカマツがわ

ずかに分布している。

　ウバメガシ林は屋島の特徴的な植生である。屋島北

端部、北嶺山頂部周辺、南嶺山頂部などの急傾斜地に

分布している。

　落葉広葉樹林は屋島全域に広く分布し、最も広い面

積を占めている。コナラ、アベマキが優勢で、ヤマザ

クラ、ハゼノキが混生する。低木層はヒサカキやネズ

ミモチが見られる。

　常緑広葉樹林はクスノキが優勢で北嶺北西側斜面、

東側斜面、南嶺南部に分布し、ハゼノキ、クロガネモチ、

ヤマモモなどが混生している。この他、東斜面に竹林、

ドライブウエイ沿いにツル類なども分布している。マ

ツ・落葉広葉樹混交林が北嶺西側斜面中腹、南嶺西側

斜面、南嶺山頂部に分布し、常緑・落葉広葉樹混交林

は北嶺東側斜面、南嶺西側斜面、南嶺南部野球場付近

に分布している。

　落葉広葉樹林が今後はしばらく拡大していく傾向が

強いと言われている。

Ｄ．動物

　哺乳類－小型哺乳類のみで、コウモリ類（主として

採石跡の洞窟に生息）、食虫類、野鼠が確認されている。

洞窟（ 採石跡地） に数多く生息しているコウモリ類は

県内でも最大規模を有しており、少なくとも 1,000 頭

程度のユビナガコウモリが生息している。この他にモ

モジロコウモリ、コキクガシラコウモリなども生息し

ているようである。
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ている（松田 2009、長谷川 2011）。
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た。また、山頂の讃岐岩質安山岩も少しずつ崩落し、

それらが崩積土となって斜面の浸食を妨げ、美しい寺

勾配を形成している。

　屋島の基盤岩は中生代白亜紀に形成された領家花崗
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固まってできる柱状節理、溶岩が流れながら冷え固まっ

てできる板状節理、不規則な節理などが確認できる。
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　概ね南北に走る山頂尾根部が東西方向の分水界を形

成している。

　主な河川としては屋島の裾部の人工的に開削された

相引川や汐入川があり、その他は、屋島の南嶺と北嶺

を分け西へ延びる谷部を流れる浦生川が挙げられる。

ただ、全体に渡って小規模な谷が形成されている。こ

れらの谷を利用したため池が標高１００m 未満の山麓

部に多数分布している。

Ｃ．植生

　以前は全体的にマツ群落が優先しており、1970 年

代までは屋島全体の８０％を覆っていたが、1998 年

で１. ４％となり、現在は、わずかである。マツ林が一

定の広がりをもって分布しているのは北嶺北東部の海

岸付近で、南嶺山上の城門地区付近にもアカマツがわ

ずかに分布している。

　ウバメガシ林は屋島の特徴的な植生である。屋島北

端部、北嶺山頂部周辺、南嶺山頂部などの急傾斜地に

分布している。

　落葉広葉樹林は屋島全域に広く分布し、最も広い面

積を占めている。コナラ、アベマキが優勢で、ヤマザ

クラ、ハゼノキが混生する。低木層はヒサカキやネズ

ミモチが見られる。

　常緑広葉樹林はクスノキが優勢で北嶺北西側斜面、

東側斜面、南嶺南部に分布し、ハゼノキ、クロガネモチ、

ヤマモモなどが混生している。この他、東斜面に竹林、

ドライブウエイ沿いにツル類なども分布している。マ
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は北嶺東側斜面、南嶺西側斜面、南嶺南部野球場付近

に分布している。

　落葉広葉樹林が今後はしばらく拡大していく傾向が

強いと言われている。

Ｄ．動物

　哺乳類－小型哺乳類のみで、コウモリ類（主として

採石跡の洞窟に生息）、食虫類、野鼠が確認されている。

洞窟（ 採石跡地） に数多く生息しているコウモリ類は

県内でも最大規模を有しており、少なくとも 1,000 頭

程度のユビナガコウモリが生息している。この他にモ

モジロコウモリ、コキクガシラコウモリなども生息し

ているようである。
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　また、近年はイノシシによる被害が目立ち、その影

響は農作物だけでなく埋蔵文化財にまで及んでいるこ

とから、喫緊の課題と言える。鳥類としては、山間部

約３７種、水辺・海岸域約５９ 種が確認されている。

　樹林環境を反映して、樹林性鳥類が多く、コゲラ、

ヤマゲラ、センダイムシクイ、キビタキ、オオルリな

どが挙げられる。環境省レッドリスト、香川県レッド

リストに掲載されている種はオオバン、イカルチドリ、

ハマシギ、サシバ、スグロカモメ、ミサゴ、ハイタカ、

ハヤブサ、サンショウクイ、セイタカシギの１０ 種で

ある。

第２節　歴史的環境

　既述のとおり、屋島は古くは島であり、メサ地形と

呼ばれる人々に視覚的印象を刻む特異な山としての形

は、急峻な断崖絶壁によって作り出された閉ざされた

空間：【山上】と海・外に開かれた空間：【山麓】とい

う異なる二つの位相を作り出している。現代に至るま

で人々は絶えず、この二つの位相を行き交いながら、

重層的で多様な歴史を刻んできた。

　現状で確認できる最も古い人々の活動は弥生時代中

期で、まとまった土器や石器が山上で確認されており、

山上での居住が想定でき、これは丘陵及び山頂に集落

が移動する中期中葉の高松平野における集落動態に一

致する現象である。

　また、浦生地区の鵜羽神社境内遺跡では後期初頭に

遡る製塩関連の遺物が確認されており、その後７世紀

まで塩生産の拠点として断続的に使用されていたこと

が近年の発掘調査で明らかになっている。特に、古墳

時代初頭の焼塩に関連すると想定される遺構も確認さ

れている。

　古墳時代初頭には西麓の尾根稜線上に浜北古墳群が

築かれる。発掘調査はなされていないので詳細は不明

であるが、最も山手に立地するのが１号墳で全長３０ 

m 程度の前方後円墳である。前方部を山側に向け、後

円部を斜面側に造るという古墳構築における讃岐特有

の特徴が認められる。２号墳は 1 号墳よりも下方に位

置し、現状では立体感に欠け、かろうじて南北約１０ 

m、東西約５～６m の範囲で墳丘状の高まりが認めら

れる程度である。小竹一郎氏の報告では長径約１５ 

m、短径約１２m、高さ２m と報告されている。採集

された土器によれば、古墳時代前期前半に位置づけら

れ、墳丘の立体感とも齟齬がない。３号墳は小竹一郎

氏作成資料によれば２号墳の北西下方約５０m 西側の

崖面において箱式石棺状の埋葬施設の残存が認められ、

墳丘は長径約８m、短径約７m であるというが、平成

１１年度の分布調査では、痕跡さえ見つけることがで

きなかったため流失した可能性もある。

　古墳時代中期初頭に、屋島の先端である長崎ノ鼻に

長崎鼻古墳が築かれる。平成８～１０年度の史跡天然

記念物屋島基礎調査事業による確認調査によって、全

長４５. ８m の３段築成の前方後円墳で、墳丘の表面に

は葺石が葺かれていることが明らかになっている。後

円部の埋葬施設は盗掘されており、その盗掘坑から、

阿蘇熔結凝灰岩製の舟形石棺を確認している。屋島に

は母体となる後背地がなく、屋島を含めた古・高松湾

を押さえながら、備讃瀬戸の四国側の制海権を掌握し

た豪族の存在を想定しなければならない。

　後期には数基からなる古墳群が認められているが、

いずれの古墳も発掘調査が実施されておらず詳細は不

明である。これらの古墳群は屋島南麓のやや小高い箇

所に点在している。これまでの資料に基づくと各古墳

の状況は次のようである。

　中筋北古墳は地蔵寺西方の小丘南端部にあり、南面

した緩やかな傾斜地にあって、墳丘は削平流失してそ

の跡をとどめていない。蓋石を失った長さ約２. ４m、

幅約０. ６m の箱式石棺が残存する。出土遺物がない

ことから詳細な時期は不明である。屋島中央東古墳は、

昭和４３年の宅地造成の際に破壊され、宅地内の庭園

の一隅に石が２石残存するのみであるが、石の大きさ

から横穴式石室であったと想定される。墳丘からは須

恵器が採集されている。屋島中央西古墳は屋島中央東

古墳の西方に位置し、天井石は除去され両側壁と奥壁

の基底部近くが残るのみである。残存石室の規模は幅

約２. ５m、長さ約５. ０m、残存高は約１. ２m で、出

土遺物はない。谷東古墳は農協学園グラウンドの上方

に位置する横穴式石室を内部主体とする古墳である。

金刀比羅宮社域古墳は屋島小学校の北東、四国電力高

松荘裏山に存在し、金刀比羅宮の小祠の東側約８m に

箱式石棺が認められる。箱式石棺は北側部分に小祠が

あり、状況は不明である。南半分は蓋石を失い、上縁

部が露出している。現存の墳丘の規模は長径約８. ０m、

短径約６. ０m、高さ１m である。

　東山地古墳は金刀比羅宮社域古墳の東方に位置し、

横穴式石室が開口する。湯の谷古墳群は３基からなる

古墳群で屋島の南東斜面に位置する。直径は５. ５～

８. ０m、高さ０. ５～１. ２m の規模で、主体部は盗掘
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を受けている。湯の谷古墳群も墳丘の規模等から金刀

比羅宮社域古墳と同様に箱式石棺を埋葬主体とする古

墳であったと想定される。既述の後期古墳は方本（潟

元）を中心とする南嶺の麓にまとまって分布している

が、これは島内の山麓で最も広い緩傾斜地が確保でき

る唯一の場所であり、小規模ではあるが、居住地を含

め屋島における拠点として機能していた可能性のある

場所である。

　古代における屋嶋城や屋島寺以外の関連資料として

は、平城宮出土木簡に「□（讃）岐山田郡海郷□葛木

部龍麻呂□□□（調塩一ｶ）斗」と記載されたものがあ

り、海郷の所在と屋島との関連が注目される。『倭名類

聚抄』には山田郡は１１郷が存在するが、海郷の記載

はなく、現在では山田郡のどの地域を指すものか不明

である。海の文字が示すとおり、海に面した郷である

ことは間違いなく、『倭名類聚抄』では山田郡の北端は

高松郷や喜多郷であることから、平安時代の初めまで

にはいずれかに吸収されたのかもしれない。いずれに

しても屋島を含む山田郡の海岸線では、調貢用の塩の

生産が行われていた可能性を想定できる非常に興味深

い資料である。また、赤牛崎では、屋嶋城築城頃の土

器も出土しており、今後の調査が期待される。

　さて、弥生時代以降の山頂における歴史は不鮮明で

あるが、屋嶋城築城は屋島山頂における最初の大規模

開発と位置付けることができる。屋嶋城の機能した期

間については今後の調査に期待せねばならないが、屋

島寺宝物館出土土器からすれば８世紀には廃城になっ

た可能性がある（第４章参照）。

　その後は宗教空間として利用されることとなる。断

崖絶壁が作り出す閉ざされた空間としての山上は神聖

な場として重要視され、霊山としての歴史が始まる。

現在の四国霊場８４番札所屋島寺は（山号は南面山）、

『屋嶋寺龍厳勧進帳』などの史料によれば、開基は鑑真

和上で、天平勝宝６年（754）唐から来朝した際に都

への中途で屋島に寄って、北嶺に堂宇（普賢堂）を建

立し、普賢菩薩を安置したとされる。その後、その弟

子空鉢恵雲律師が僧房を構え、初代の住持となって仏

教を広めたと『唐招提寺千歳録』は伝えている（香川

県 1959）。その後、弘仁年間には、弘法大師が自ら千

手観音像を作り、南嶺に寺院を移したとされる。

　北嶺には鑑真谷や千間堂跡の名称が残る。この千間

堂跡は、平成１１年度の分布調査で基壇をもつ礎石建

物跡が確認され、さらに１２年度に基壇内部を調査し

たところ仏具と考えられる須恵器の多口瓶が３点確認

されたことから、伝承のとおり北嶺に寺院跡が存在し

たことが判明した。

　初現は未だ明らかでないが、この建物が建立され

る前、９世紀頃から僧侶の修行場所として利用され、

１０世紀頃には礎石建物等の整備がなされ、１２世紀

頃まで機能していた。御本尊で重要文化財の千手観音

坐像は１０世紀の作とされ、北嶺での歴史を伝えるも

のと考えられる。

　既述の仏堂と考えられる一部瓦葺きの礎石建物、そ

の基壇及び周辺における出土遺物から１０世紀中頃に

北嶺に礎石建物（仏堂跡：山岳寺院）が建立された後、

遅くとも平安時代末には南嶺に移り、伽藍が整備され

始めた可能性が高い。ただし、北嶺の調査における出

土遺物では１０～１２世紀のものを中心として、１３

世紀頃までの遺物が確認でき、９～１３世紀の間、屋

島寺の関連施設が所在した可能性が想定される。

　一方、南嶺では、特に血の池の南側で、貯水池であっ

たと考えられる場所で平安時代末期の平瓦が多量に出

土しており、この頃大規模に寺院の造営若しくは修築

が実施されたと考えられ、南嶺に伽藍が移ってきた段

階と想定される。讃岐国分寺跡出土瓦（SKH19）と同

文瓦も出土しており、その関係性も注目される。また、

同時期の瓦として陶（十瓶山）窯跡群西ノ浦支群出土

瓦と同文瓦も出土しており、伽藍整備や修築に陶（十

瓶山）窯跡群の工人の関与が想定され、讃岐国内の他

の主要寺院と同様な状況と言え、国衙の関与が想定さ

れる。また、近隣に瓦窯が所在していた可能性もある。

　重要文化財である本堂は鎌倉時代末期（１４世紀頃）

と想定され、貞応２年（1223）に讃岐国住人沙門蓮阿

弥陀仏の勧進によって土師宗友が鋳造した銅鐘や連珠

文軒平瓦等の存在からも　再度、鎌倉時代後期頃に寺

院が大規模に整備されたことが明らかである。その後

の詳細はわからないが、明徳２１年（1391）の『大和

國西大寺諸國末寺帳』には屋嶋普賢寺と記載され、永

享８年（1436）の『大和國西大寺坊々寄宿諸末寺帳』

では「讃岐國屋嶋寺」となっている。平成８年度の屋

島寺本堂北側の調査ではこの頃と考えられる土塀を確

認しており、１５世紀段階には寺域が現在よりも北側

まで広がっていたと想定できる。このように再び勢い

を取り戻したようであるが、大永４年（1524）に先の

重要文化財の梵鐘が善通寺市金倉寺に一時的に移され

ていたことや、『屋嶋寺龍嚴勧進帳』の記載などによれ

ば、16世紀頃には衰退していたと推定される。

　江戸時代初期、龍厳上人によって勧進が行われ、大
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　また、近年はイノシシによる被害が目立ち、その影

響は農作物だけでなく埋蔵文化財にまで及んでいるこ

とから、喫緊の課題と言える。鳥類としては、山間部

約３７種、水辺・海岸域約５９ 種が確認されている。

　樹林環境を反映して、樹林性鳥類が多く、コゲラ、

ヤマゲラ、センダイムシクイ、キビタキ、オオルリな

どが挙げられる。環境省レッドリスト、香川県レッド

リストに掲載されている種はオオバン、イカルチドリ、

ハマシギ、サシバ、スグロカモメ、ミサゴ、ハイタカ、

ハヤブサ、サンショウクイ、セイタカシギの１０ 種で

ある。

第２節　歴史的環境

　既述のとおり、屋島は古くは島であり、メサ地形と

呼ばれる人々に視覚的印象を刻む特異な山としての形

は、急峻な断崖絶壁によって作り出された閉ざされた

空間：【山上】と海・外に開かれた空間：【山麓】とい

う異なる二つの位相を作り出している。現代に至るま

で人々は絶えず、この二つの位相を行き交いながら、

重層的で多様な歴史を刻んできた。

　現状で確認できる最も古い人々の活動は弥生時代中

期で、まとまった土器や石器が山上で確認されており、

山上での居住が想定でき、これは丘陵及び山頂に集落

が移動する中期中葉の高松平野における集落動態に一

致する現象である。

　また、浦生地区の鵜羽神社境内遺跡では後期初頭に

遡る製塩関連の遺物が確認されており、その後７世紀

まで塩生産の拠点として断続的に使用されていたこと

が近年の発掘調査で明らかになっている。特に、古墳

時代初頭の焼塩に関連すると想定される遺構も確認さ

れている。

　古墳時代初頭には西麓の尾根稜線上に浜北古墳群が

築かれる。発掘調査はなされていないので詳細は不明

であるが、最も山手に立地するのが１号墳で全長３０ 

m 程度の前方後円墳である。前方部を山側に向け、後

円部を斜面側に造るという古墳構築における讃岐特有

の特徴が認められる。２号墳は 1 号墳よりも下方に位

置し、現状では立体感に欠け、かろうじて南北約１０ 

m、東西約５～６m の範囲で墳丘状の高まりが認めら

れる程度である。小竹一郎氏の報告では長径約１５ 

m、短径約１２m、高さ２m と報告されている。採集

された土器によれば、古墳時代前期前半に位置づけら

れ、墳丘の立体感とも齟齬がない。３号墳は小竹一郎

氏作成資料によれば２号墳の北西下方約５０m 西側の

崖面において箱式石棺状の埋葬施設の残存が認められ、

墳丘は長径約８m、短径約７m であるというが、平成

１１年度の分布調査では、痕跡さえ見つけることがで

きなかったため流失した可能性もある。

　古墳時代中期初頭に、屋島の先端である長崎ノ鼻に

長崎鼻古墳が築かれる。平成８～１０年度の史跡天然

記念物屋島基礎調査事業による確認調査によって、全

長４５. ８m の３段築成の前方後円墳で、墳丘の表面に

は葺石が葺かれていることが明らかになっている。後

円部の埋葬施設は盗掘されており、その盗掘坑から、

阿蘇熔結凝灰岩製の舟形石棺を確認している。屋島に

は母体となる後背地がなく、屋島を含めた古・高松湾

を押さえながら、備讃瀬戸の四国側の制海権を掌握し

た豪族の存在を想定しなければならない。

　後期には数基からなる古墳群が認められているが、

いずれの古墳も発掘調査が実施されておらず詳細は不

明である。これらの古墳群は屋島南麓のやや小高い箇

所に点在している。これまでの資料に基づくと各古墳

の状況は次のようである。

　中筋北古墳は地蔵寺西方の小丘南端部にあり、南面

した緩やかな傾斜地にあって、墳丘は削平流失してそ

の跡をとどめていない。蓋石を失った長さ約２. ４m、

幅約０. ６m の箱式石棺が残存する。出土遺物がない

ことから詳細な時期は不明である。屋島中央東古墳は、

昭和４３年の宅地造成の際に破壊され、宅地内の庭園

の一隅に石が２石残存するのみであるが、石の大きさ

から横穴式石室であったと想定される。墳丘からは須

恵器が採集されている。屋島中央西古墳は屋島中央東

古墳の西方に位置し、天井石は除去され両側壁と奥壁

の基底部近くが残るのみである。残存石室の規模は幅

約２. ５m、長さ約５. ０m、残存高は約１. ２m で、出

土遺物はない。谷東古墳は農協学園グラウンドの上方

に位置する横穴式石室を内部主体とする古墳である。

金刀比羅宮社域古墳は屋島小学校の北東、四国電力高

松荘裏山に存在し、金刀比羅宮の小祠の東側約８m に

箱式石棺が認められる。箱式石棺は北側部分に小祠が

あり、状況は不明である。南半分は蓋石を失い、上縁

部が露出している。現存の墳丘の規模は長径約８. ０m、

短径約６. ０m、高さ１m である。

　東山地古墳は金刀比羅宮社域古墳の東方に位置し、

横穴式石室が開口する。湯の谷古墳群は３基からなる

古墳群で屋島の南東斜面に位置する。直径は５. ５～

８. ０m、高さ０. ５～１. ２m の規模で、主体部は盗掘
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規模な再建事業が実施される。『生駒一正寄進状』によ

れば、慶長１５年（1610）、住持龍厳上人が時の藩主

生駒一正に寺院の再興のため、本堂等の再建事業を願

い出て許可を得る。しかし、一正の逝去により中断し、

その後、正俊の援助を受け、勧進帳を携え、讃岐高松

はもとより、慶長１６～１８年（1611 ～ 1613）にか

けて江戸・京都等で勧進を行い、元和 9年（1623）ま

で続けられる。御本尊千手観音坐像光背裏墨書、建築

部材に記された墨書等から本堂の修理工事は元和４年

（1618）に実施されたようである。屋島寺に伝わる「源

平屋島檀浦合戦縁起」の奥書には慶長１７年（1612）

と記されており、双幅で伝わる「屋島寺縁起絵」とと

もにこの一連の再建事業の中で製作されたものと考え

られている（渋谷 2014）。その後、本堂は万治元年

（1658）、元禄２年（1689）、享保元年（1716）、安政

６年（1859）から万延元年（1860）、明治３９年（1906）、

昭和３２～３４年（1957 ～ 1959）に大小様々な修理

を経て、現在に至っている（香川県 1959）。

　本堂の他の寺院を構成する堂宇は、棟札や寺伝など

から、仁王門が万治元年（1658）以前、千体堂が万治

４年（1661）、四天門及び三体堂は１８世紀中頃、御

成門が文化９年（1812）に、鐘楼が１９世紀中頃に建

立されているようで（香川県教育委員会 1981）、江戸

時代を通じ、藩主であった生駒氏、松平氏等の庇護を

受けながら整備された。仁王門、四天門、千体堂など

多くの堂宇が境内地に現存しており、１９世紀中頃に

描かれた『讃岐国名勝図会』や『金毘羅参詣名所図絵』

との比較からも現在の寺観がほぼ江戸時代に整えられ

ていたことが分かる。現在は、四国霊場８４番札所と

して多くのお遍路さんが訪れており、仁和寺が総本山

である。

　この他の古代に関わる考古資料としては、経塚資料

があり、屋島山上南嶺の冠ヶ嶽にある屋島経塚と山麓

の大宮神社境内地で発見された大宮神社経塚である。

　屋島経塚については、『讃岐国名勝図会』の記載から

江戸時代に掘り出され、一切経が完全な状況で出土し、

再度埋め戻されたことが伝えられている。南に開けた

非常に見晴らしいの良い場所を選んで、石を方形に積

み上げており、上部には祠がのせられているが、造営

された年代や目的については不明である。

　大宮神社経塚は、境内において不時発見されたもの

で、現在、その出土状況を知ることはできない。出土

資料によれば、遺存状況は良好で、外容器は綾川町陶

の陶（十瓶山）窯跡産の瓦器で、安山岩を蓋石として

いる。経筒の中に銅板製の経筒、その中に法華経と考

えられる８巻分の経片が入っていた。このほか、輸入

陶磁器で、青白磁製の合子、小石が出土している。こ

れらの品々は、１２世紀後半のものと推定されており、

平安時代末から鎌倉時代初期の所産であると考えられ

る。

　また、屋島と言えば、元暦２年（1185）２月１９～

２１日にかけて起こった源平合戦屋島檀ノ浦の戦いで

あり、屋島東麓から牟礼町が舞台となったと考えられ

ている。合戦の内容は『吾妻鏡』、『平家物語』、『源平

盛衰記』などの中に詳しい。現在の屋島東町・牟礼町・

庵治町の各所には合戦関連の史跡（伝承地）が点在する。

さて、平氏は屋島に拠点を構えることで瀬戸内を押さ

え一時盛り返しを見せたことからも、屋嶋城の築城と

ともに、屋島が古代瀬戸内海において、重要な拠点と

して位置付けられていたことをうかがい知ることがで

きる。

　さて、現在に伝わる伝承や源平合戦に関する史跡（伝

承地）という場の保存は、高松初代藩主松平賴重の顕

彰活動（いわゆる現在の史跡整備）によるところが大

きく、江戸時代初期までに残されていた、記録や伝承

が一定程度保存されたと考えられる。その一方で、そ

の伝承等がどこまで遡ることのできる事柄であるのか

は不確定で、当時の合戦や平氏の陣地を直接的に示す

ものは未だなく、今後の調査研究が不可欠である。

　その後、屋島は、中世においては『太平記』、『兵庫

北関入船納帳』『さぬきの道者一円日記』などの文献に

登場し、古・高松の玄関口として機能し、方本（潟元）

は塩生産などをはじめとして流通の拠点として機能し

ていたことが知られている。

　室町時代から江戸時代にかけては屋島の西側から南

西にかけて相次いで塩田が作られ、文安２年（1445）

正月から同３年正月にわたる記録である『兵庫北関入

船納帳』には船籍地として方本（現在の屋島西町潟元）

の地名もみられ、港としても機能していたことがわか

る。方本を船籍地とする船は４００石以上の大型船で

あり、大型船の多くが塩の輸送に使われていたと考え

られ、屋島周辺の塩田で作られた塩が盛んに積み出し

されていたことがわかる。

　屋島南側の「高松」と呼ばれていた地名は生駒氏に

よる高松城築城と城下町の整備によって、野原の地（現

在の高松城周辺）へと移される。江戸時代になると陸

続きとなったが、旧地形を取り戻すために、松平賴重

によって相引川が掘られたことが知られている。その
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後は、河川による堆積作用によって新田開発が容易と

なるとともに、塩田開発によって室町時代から方本周

辺で行われていた塩作りが盛んとなるようである。高

松藩や梶原景山らによる新たな塩田開発・整備等によっ

て、古代から続く、塩生産に特化した空間利用となり、

主要な産業となる。その他、文化２年（1805）に、初

代三谷林叟によって屋島焼が開窯される。

　長崎鼻には、高松藩が海上警備や島々と船との連絡

のため、船奉行の配下に遠見番が置かれていた。番所

には見張り場や狼煙場が置かれ、連絡用の船が一艘配

置されていたと言われている。松平賴重は長崎鼻の防

備上の重要性から二人の兵を配置し、警護には水戸藩

士の鈴木道栄を住まわせ、代々、鈴木家が木里神社の

祭祀を執り行ってきた。この木里神社は屋船句句迺遅

神（ヤフネククノチノカミ）という船の神様を祭神と

している。創建は不明であるが、先の道栄が移り住ん

だ際にはすでに祀られていたと言われている。

　さらに文久３年（1863）には海上防備のため、高松

藩主が東の大串鼻、庵治の鎌野、下笠居の神在鼻砲台

とともに長崎鼻にも砲台を整備した。潟元の地蔵寺を

御固場とし、郷侍のほか兵士が配置された。藤川三溪

の『叩心編』によれば、長崎鼻の御台場は中・下段に

それぞれ三門の大砲を設置していたと書かれており、

『山田郡潟元村長崎之岬旧砲台見取図』によれば、北の

海上へと向けて上中下段に分かれて平場が構築され、

上段は土塁に囲まれた広い空間があり、中・下段は土

塁の一部が切れており、大砲を備えていた場所が確認

できる。下段は円形の石積みによって造成がなされて

いたが、現在は、樹木の繁茂や台風などによる被害が

著しい。このほかに、木里神社の南北両側に有事の際

の連絡手段として狼煙場が設けられている。

　本書でも記述するが、近年、北嶺の東麓の石場、長

崎鼻周辺に花崗岩の露頭が確認されている。また、北

嶺の中腹には凝灰岩を切り出した洞窟跡が北端部と西

側斜面部に現在も残されており、さらには、石を海岸

へと運び出す道、いわゆる石曳き道が今も明瞭に残っ

ている。

　近現代においては、宗教的位置付けに加え、西欧人

による風景に対する新たな価値観が持ち込まれ（西

田 1999）、屋島自身も、名所若しくは景勝地としての

価値が見いだされることとなる。その後、明治３３年

（1900）の村雲尼公を皮切りに、多くの皇族が訪れる

こととなる。同年の小松宮彰仁氏、明治３６年（1903）

に大正天皇（皇太子時代）、大正３年（1914）の三皇

子（皇太子、秩父宮、高松宮）、大正１１年（1922）

に摂政宮（後の昭和天皇）、大正１２年（1923）に良

子女王殿下（香淳皇后）が屋島に登られている。その

際に、良子女王殿下（香淳皇后）が北嶺の先端の展望

所を遊鶴亭と名付けられた。さらに、同年に久邇宮家、

大正１４年（1925）に李王、朝香宮両女王、北白川宮

大妃、昭和９年（1934）に梨本宮、昭和１０年（1935）

に三笠宮が訪れている。梨本宮が瞰蹟亭を命名されて

いる。近代においては皇室御用達の名所／観光地とし

て定着した状況を確認できる（高松歴史資料館 2014・

東 2016）。また、大正１１年（1922）には英国エド

ワード皇太子が高松を訪問した際にも、屋島を訪れて

いる（橘 2016）。このほか、歌人与謝野鉄幹・晶子夫

妻、北原白秋、英国の詩人エドマンド・ブランデンな

ど多くの歌人も訪れその景色を詠むなど、文人が立ち

寄る場所としても浸透している状況を確認できる。こ

のような新たな価値観の導入による、新たな価値の創

出は、後の国立公園の指定への原動力となったと考え

られるが、見られる場所から見る場所への変化（上

杉 2016a・大久保 2015）を促すこととなり、宗教的

な目的以外で屋島自体へのアクセスが始まることとな

る。明治３０年代から屋島保勝会の活動が始まり、観

光地／名勝地として売り出しが積極的に行われ、昭和

９年（1934）の国立公園の指定として結実する。さ

らに、昭和初期から観光地としての環境整備が促進さ

れることで大衆化が進み、知名度が急激に増幅し、年

間２５０万人にも及ぶ観光客が訪れる場所となる。ま

さに山上は霊山から観光地へと変貌した。この変化を

支えたのは、屋島という地形、場に刻まれてきた歴史、

景観、自然という土地固有のポテンシャルがあったか

らこそであり、このことは忘れてはならない。

　さて一方、山麓では、昭和４６年（1971）の製塩

業の終焉によって、居住空間への道を歩むこととなる。

山麓は街中に近い、居住区間と化し、現在では２万人

以上が居住している。近代以前までの生産と流通の拠

点としての場の歴史と景観は変貌してしまう。その意

味では、原風景は分かりにくいものとなってしまい、

本来の姿は、土地の改変と建物の中に埋没してしまう

こととなり、ある意味で近代以降も時代の流れ、すな

わち近代化、都市化、郊外化等を象徴的に示す場所と

なったとも言えるのかもしれない。

　このように、立地と特異な形が織りなす空間：屋島は、

いにしえより人々をひきつけ、高松、さらには日本の

歴史の舞台としての役割を果たしてきた。そのあり方
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規模な再建事業が実施される。『生駒一正寄進状』によ

れば、慶長１５年（1610）、住持龍厳上人が時の藩主

生駒一正に寺院の再興のため、本堂等の再建事業を願

い出て許可を得る。しかし、一正の逝去により中断し、

その後、正俊の援助を受け、勧進帳を携え、讃岐高松

はもとより、慶長１６～１８年（1611 ～ 1613）にか

けて江戸・京都等で勧進を行い、元和 9年（1623）ま
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平屋島檀浦合戦縁起」の奥書には慶長１７年（1612）

と記されており、双幅で伝わる「屋島寺縁起絵」とと

もにこの一連の再建事業の中で製作されたものと考え

られている（渋谷 2014）。その後、本堂は万治元年

（1658）、元禄２年（1689）、享保元年（1716）、安政

６年（1859）から万延元年（1860）、明治３９年（1906）、

昭和３２～３４年（1957 ～ 1959）に大小様々な修理

を経て、現在に至っている（香川県 1959）。

　本堂の他の寺院を構成する堂宇は、棟札や寺伝など

から、仁王門が万治元年（1658）以前、千体堂が万治

４年（1661）、四天門及び三体堂は１８世紀中頃、御

成門が文化９年（1812）に、鐘楼が１９世紀中頃に建

立されているようで（香川県教育委員会 1981）、江戸

時代を通じ、藩主であった生駒氏、松平氏等の庇護を

受けながら整備された。仁王門、四天門、千体堂など

多くの堂宇が境内地に現存しており、１９世紀中頃に

描かれた『讃岐国名勝図会』や『金毘羅参詣名所図絵』

との比較からも現在の寺観がほぼ江戸時代に整えられ

ていたことが分かる。現在は、四国霊場８４番札所と

して多くのお遍路さんが訪れており、仁和寺が総本山

である。

　この他の古代に関わる考古資料としては、経塚資料

があり、屋島山上南嶺の冠ヶ嶽にある屋島経塚と山麓

の大宮神社境内地で発見された大宮神社経塚である。

　屋島経塚については、『讃岐国名勝図会』の記載から

江戸時代に掘り出され、一切経が完全な状況で出土し、

再度埋め戻されたことが伝えられている。南に開けた

非常に見晴らしいの良い場所を選んで、石を方形に積

み上げており、上部には祠がのせられているが、造営

された年代や目的については不明である。

　大宮神社経塚は、境内において不時発見されたもの

で、現在、その出土状況を知ることはできない。出土

資料によれば、遺存状況は良好で、外容器は綾川町陶

の陶（十瓶山）窯跡産の瓦器で、安山岩を蓋石として

いる。経筒の中に銅板製の経筒、その中に法華経と考

えられる８巻分の経片が入っていた。このほか、輸入

陶磁器で、青白磁製の合子、小石が出土している。こ

れらの品々は、１２世紀後半のものと推定されており、

平安時代末から鎌倉時代初期の所産であると考えられ

る。

　また、屋島と言えば、元暦２年（1185）２月１９～

２１日にかけて起こった源平合戦屋島檀ノ浦の戦いで

あり、屋島東麓から牟礼町が舞台となったと考えられ

ている。合戦の内容は『吾妻鏡』、『平家物語』、『源平

盛衰記』などの中に詳しい。現在の屋島東町・牟礼町・

庵治町の各所には合戦関連の史跡（伝承地）が点在する。

さて、平氏は屋島に拠点を構えることで瀬戸内を押さ

え一時盛り返しを見せたことからも、屋嶋城の築城と

ともに、屋島が古代瀬戸内海において、重要な拠点と

して位置付けられていたことをうかがい知ることがで

きる。

　さて、現在に伝わる伝承や源平合戦に関する史跡（伝

承地）という場の保存は、高松初代藩主松平賴重の顕

彰活動（いわゆる現在の史跡整備）によるところが大

きく、江戸時代初期までに残されていた、記録や伝承

が一定程度保存されたと考えられる。その一方で、そ

の伝承等がどこまで遡ることのできる事柄であるのか

は不確定で、当時の合戦や平氏の陣地を直接的に示す

ものは未だなく、今後の調査研究が不可欠である。

　その後、屋島は、中世においては『太平記』、『兵庫

北関入船納帳』『さぬきの道者一円日記』などの文献に

登場し、古・高松の玄関口として機能し、方本（潟元）

は塩生産などをはじめとして流通の拠点として機能し

ていたことが知られている。

　室町時代から江戸時代にかけては屋島の西側から南

西にかけて相次いで塩田が作られ、文安２年（1445）

正月から同３年正月にわたる記録である『兵庫北関入

船納帳』には船籍地として方本（現在の屋島西町潟元）

の地名もみられ、港としても機能していたことがわか

る。方本を船籍地とする船は４００石以上の大型船で

あり、大型船の多くが塩の輸送に使われていたと考え

られ、屋島周辺の塩田で作られた塩が盛んに積み出し

されていたことがわかる。

　屋島南側の「高松」と呼ばれていた地名は生駒氏に

よる高松城築城と城下町の整備によって、野原の地（現

在の高松城周辺）へと移される。江戸時代になると陸

続きとなったが、旧地形を取り戻すために、松平賴重

によって相引川が掘られたことが知られている。その
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は時代とともに変わりつつも、常にその景観と場に人々

の注目が注がれている。
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第１節　事業の経緯と経過

平成２０～２９年度にかけての調査は、地形測量及

び踏査、屋嶋城跡浦生地区、北嶺山上地区の発掘調査

を重点的に行った。２６～２７年度にかけて地形ヘリ

レーザー測量による地形測量を実施し、１９、２０、

２５、２８～３０年度に踏査を実施し、特に２８年度

以降は先の測量図をもとに踏査を実施した。

発掘調査は、２０年度以降、継続的に実施してお

り、２１～２９年度は屋嶋城跡浦生地区の調査、２０、

２６～２９年度は北嶺山上（千間堂跡周辺）でも調査

を実施した。本章では、これらの成果について詳述する。

第２節　地形測量
Ａ．地形測量

平成７年度以降、継続している史跡天然記念物基礎

調査事業では、確認調査とともに踏査を並行して実施

してきた。踏査はあくまで現在の１／２，５００の都市

計画図に基づき行ってきたが、指定地が広大で、大部

分が傾斜地であり山林という現状などから、正確な場

所の把握が困難で、各遺跡の正確な位置の把握、周辺

の微細な地形の把握と遺跡の広がりの確認、さらには

従来の地形図などから認識できない地形改変地、未確

認遺跡の洗い出しを行うことが大きな課題となってき

ていた。また、近年、屋島の歴史的位置付けから、本

来の海岸線を含めた山麓の地形への関心が高まってい

ることなどから山麓の正確な地形の把握も今後の調査

計画を含め、重要な課題であった。

そのような中、近年航空レーザー測量の進歩によっ

て、本来の地形を正確に把握できるようになってきた。

また、本市では既に石清尾山古墳群において山塊の測

量調査を実施し、古墳の正確な位置や形状、中世城館

の土塁の形状、周辺の踏査では十分に把握できなかっ

た地形などを捉えることができた実績があった。それ

らを踏まえ、今後、継続して調査を実施していく必要

のある屋島においても同様に地形測量を実施すること

で、上記の課題を克服するとともに、目的的な踏査の

実施、調査地の選定に役立てるため、測量を実施する

こととした。平成２６年度に地形測量、平成２７年度

に図化作業を㈱四航コンサルタントに業務委託して実

第３章　基礎調査事業の成果

施した。測量に当たっては屋島山上の断崖絶壁を詳細

に把握することが屋嶋城の城壁ラインの理解において

も役立つことから、山上周辺は２回測量を実施し、２

回目はより崖を詳細に把握できるよう、計測器の取り

付け角度を変更し、崖面によりレーザーを照射できる

ような仕様で計測を行なった。下記に具体的な業務に

関わる主要な仕様を掲載しておく。

■平成２６年度

（１）業務名　

　史跡及び天然記念物屋島ヘリレーザー測量業務委託

（２）業務概要及び数量

　①航空レーザー計測（回転翼）　  １１. ２k㎡　

　②調整用基準点の設置　　　　　 　４点

　③３次元計測データ作成 １１. ２k㎡

（航空レーザー計測）

１　計測は、GNSS/IMU 装置・レーザー測距装置及

び解析ソフトから構成され、必要な計測機材を装

備したヘリコプターを使用し計測範囲の航空レー

ザー計測を行うものとする。計測時期については

発注者と協議し決定するものとする。

２　航空レーザー計測の条件及び設定は以下のとおり

とする。

（１）使用するヘリコプターは、所定の高度で安定した

飛行ができるものを使用する。

（２）使用するレーザー計測システムは、傾斜０°～    

２０°の範囲を可変でヘリコプターに搭載し計測で

きるものを使用すること。

（３）航空レーザー計測のスキャン密度は、山地部１. ０

m ×１. ０m メッシュに３０点以上、平野部１. ０

m ×１. ０m メッシュに１５点以上のレーザー点が

照射されるように設定する。また、急勾配地域（崖）

においては、急勾配面に正対した１. ０m ×１. ０

m メッシュに６点以上のレーザー点が照射される

ように設定するものとする。　

（４）飛行コース間重複度は６６％、平野部５０％を標

準　とする。

（５）飛行コースは安定かつ等間隔の飛行計測を行うこ

ととし、樹木等による計測への影響を考慮し飛行
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は時代とともに変わりつつも、常にその景観と場に人々

の注目が注がれている。
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                          研究会
廣瀬常雄 1983「屋嶋の城」『日本の古代遺跡』８香川　
藤好史郎 1996「高松市新田町小山・南谷遺跡の発掘調査」『条里制研究』
                          第 12 号　条里制研究会
藤好史郎 1997「屋島城と城山城－古代山城研究の一視点」『香川県埋
                          蔵文化財調査センター研究紀要』５７世紀の讃岐 香川
                          県埋蔵文化財調査センター
松本和彦 2009「野原の景観と地域構造」『中世讃岐と瀬戸内世界』
                          岩田書院
向井一雄 2007「屋嶋城跡」『東アジア考古学辞典』 西谷正編 
村田修三 1985「研究室旅行こぼれ話―屋嶋城―」『寧楽史苑』第 30 
                          号　奈良女子大学史学会
屋島風土記編纂委員会 2010『屋島風土記』
山元敏裕 2003「屋嶋城跡の発掘調査について」『溝漊』第 11 号　城
                          門調査を中心に　古代山城研究会
山元敏裕 2005a「屋島南嶺で確認した堀切について」『溝漊』第 12 号　
                            古代山城研究会
山元敏裕 2005b「古代における讃吉國山田郡について－古代山城屋嶋
                         　城の分析を中心として－」『飛鳥文化財論攷』納谷守
　　　　　　　　幸氏追悼論文集刊行会
山元敏裕2006「屋島の港は城門へと通じる（屋嶋城環境復元その１）『十
　　　　　　   瓶山』２　田村久雄先生傘寿記念文集　田村久雄傘寿
                        記念会
山元敏裕 2008「古代山城屋嶋城について」『歴史に見る四国』その内
　　　　　　  と外と　地方史研究協議会編
吉川弘文館 1952『国史大系　日本書紀』後篇
渡部明夫 2010「屋島寺の創建」『屋島風土記』
渡辺時弘 1962「屋島城」『屋島観光学術読本』　高松市商工観光課編　
                          高松市商工観光課
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速度を調整することで航空レーザーの計測取得精

度を高めるものとする。

（６）計測装置には眼など人体への悪影響を防止する機

能を有しているものを用いることとする。

（７）計測終了後点検を行い、再計測の必要がある場合

は速やかに行うものとする。

（８）計測終了後、その結果に基づき地形図（1/25,000）

若しくは地図画像上に表題、計測コース、コース

番号、計測精度、年月日等を記入した標定図を作

成するものとする。

（調整用基準点の計測）

１　航空レーザー計測データの点検及び調整を行うの

に必要な基準点を、計測範囲内に４点以上設置す

るものとする。なお、調整用基準点は３級基準点

測量に準じるものとする。 

（三次元計測データ作成）

１　計測で取得したデータの照射角、ジャイロ回転角、

加速度、GNSS/IMU 情報から計測データを統合解

析し各計測ポイント（XYZ）を求めるものとする。

２　三次元計測データを作成する際に、取得されたノ

イズ等によるエラー計測部分を削除するものとす

る。

３　三次元計測データの点検は、調整用基準点を用い

て比較点検を行い、コース間標高の点検は、コー

ス間重複部の標高値から比較点検を行うものとす

る。

■平成２７年度

（１）業務名　史跡及び天然記念物屋島ヘリレーザー測

量図化業務委託

（２）業務概要及び数量

　　①オリジナルデータ作成               １１．２０k㎡

　　②グランドデータ作成　　   　     １１．２０k㎡

　　③グリッドデータ作成 　　　　　１１．２０k㎡

       ④等高線データ作成        　           １１．２０k㎡

       ⑤数値地形図データファイル作成 １１．２０k㎡

　　⑥赤色立体地図作成　　　　        １１．２０k㎡

　　⑦断面図作成　　　　　　　　　        １３か所

（オリジナルデータ作成）

１　オリジナルデータ作成は、調整用基準点を用いて

三次元計測データの標高及び水平位置を調整する　　　　　　

とともに、計測コース間の標高誤差の調整を行い

作成するものとする。

２　点検はオリジナルデータ作成の補正前後で行い、

作業終了時に再点検を行うものとする。また、既

存基準点が存在する地点については、その基準点

と比較を行い精度の確認を行うものとする。

３　作成したオリジナルデータは、テキストデータに

変換したものも併せて納品するものとする。

（グランドデータの作成）

１　グランドデータ作成は、オリジナルデータのうち、

地表面の標高を示すデータでオリジナルデータを

自動フィルタリング処理により、地表面以外のデー

タを除去し同時に撮影された航空写真より作成し

た簡易オルソ画像を参考に、検査フィルタリング

を行うものとする。

２　フィルタリングの点検は赤色立体地図とフットプ

リント及び等高線の重ね合わせ図を作成し実施す

る。

３　フィルタリングにより地表に露出した、既調査城

郭・古墳・石切場等の遺構の可能性のある地形形状、

その他構成に必要な微地形情報をより明らかに判

読する。

４　判読した微地形情報を発注者と協議を行い、必要

箇所を重点的にフィルタリングし、微地形表現の

精度をより向上させるものとする。

５　フィルタリング結果により必要な場合は、現地調

査を行い確認するものとする。

（グリッドデータ作成）

１　グリッドデータは、グランドデータから内挿補間

によりグリッド間隔０. ５m で作成する。 

（等高線データ作成）

１　等高線データは、グランドデータ及びグリッドデー

タを用いて作成し、発注者が指示する範囲につい

て、地図情報レベル５００（１m ピッチ）、地図情

報レベル２，５００（２m ピッチ）に準じて作成す

るものとし、電磁的記録媒体に記録するものとす

る。なお、調査職員が別途指示する範囲について

は地図情報レベル５００（０. ５m）ピッチで作成

するものとする。

２　発注者と協議により報告書等で使用が可能なデー

タをＤＸＦ形式及びＡＩ形式に変換処理し、別途

の記録媒体に記録するものとする。

３　データファイルはグラフィックディスプレイ等に

よりデータの内容が正しく記載されているかを確

認するものとする。

（数値地形図データファイル作成）



17

史跡天然記念物屋島基礎調査事業調査報告書Ⅲ　2019

１　別途貸与する高松市都市計画図（ＤM）データより、

等高線を消去したデータと前条で作成した等高線

データを合成した数値地形図データファイルを作

成することとし、電磁的記録媒体に記録するもの

とする。

２　発注者と協議により報告書などで使用が可能

なデータを DXF 形式及び AI 形式に変換処理

し、別途の記録媒体に記録するものとする。

３　データファイルは、グラフィックディスプレイ等

によりデータの内容が正しく記載されているかを

確認するものとする。

（簡易オルソ画像作成）

１　航空レーザー計測時写真画像を用いて地図情報レ

ベル１，０００、２，５００に準じて簡易オルソ画

像を作成することとする。

（赤色立体地図作成）

１　航空レーザー計測データを用いて地形解析を行い、

色調の濃淡で傾斜表現をすることで古墳群及び周

辺の微地形状況を、視覚的に誰でも把握すること

が可能な赤色立体地図又は同等以上の立体地図を

作成するものとし、立体図と等高線図を重ねた図

面も作成するものとする。

２　計測データ・貸与資料等を使用し、鳥瞰的に見る

ことのできる３次元データを作成するものとする。

作成に当たっては、イメージ、データ形式、デー

タ容量を発注者と協議の上、作成するものとする。

（断面図作成）

１　前条までに作成したデータを用いて断面図（Ｓ＝

１／２，５００）を作成するものとする。

　

　以上の業務委託で作成された図面の一部が第６～

１０、１２～１４図である。これらの成果に加え、踏査、

写真資料や古い地図等を元に、本書では、今後の調査

の起点となる屋島の旧地形について整理するとともに、

調査成果を踏まえた遺跡との関係性、さらには今後の

調査地の選定における基礎資料の提示を行っておきた

い。

Ｂ．地図に基づく所見

　まず、赤色立体図等の所見をまとめる前に、旧版地

図（第４図）に基づき、大規模な人工改変が行われる

以前、すなわち、戦前でもより古い段階の地形を表現

している地図から地形に関する所見をまとめておきた

い。

　国土地理院発行による明治３０年（1897）や昭和３

年（1928）の地形図によれば、斜面部の利用を除いた

土地利用の状況において同様な状況が確認でき、江戸

時代から戦前にかけては塩田開発を除けば、大規模な

地形の改変を伴うような開発はなかったことを読み取

ることができる。ここでは、まず、明治３０年（1897）

の地図をもとに古い地形や土地利用について整理して

おく。

■居住地

住宅は、屋島西町浦生周辺、浦生から汐入川沿いに

潟元へと抜ける道沿い、現在の屋島小学校の東西の斜

面地、潟元駅周辺、藤目地区にまとまって認められる。

東側の斜面部は、点々と宅地が認められ、集住する箇

所は顕著でない。

■農地

水田と考えられるのは、屋島南麓の平野部、さらに

は細々とではあるが、同じく南嶺の南東から東側の平

野部、実態は不明な点もあるが、東側の斜面部にも水

田が広がっており、西側斜面とは土地利用が異なって

いる。相引川より南側も大規模な区画の水田が広がっ

ている。地図の縮尺にもよるかもしれないが、ため池

はこの段階ではあまり確認できない。

■山林

　現在同様、山頂部から斜面部はほぼ山林で覆われて

いる。ただ、先に述べたように、東側斜面部は農地化

がこの段階でかなり進んでいる状況が確認できる。

■海岸線と塩田

　港湾施設としては、浦生港しか確認できない。新浜

の北側にあたる、現在の第一健康ランドの周辺は現在

ほど埋立てが進んでおらず、新浜が海側に飛び出たよ

うになっている。また、南西隅の屋島浜が完成してお

らず、新川と春日川の河口が現在と大きく異なる。赤

牛崎浜、屋島浦浜は既に農地化しており、東潟元浜は

土地利用が明記されていないが、塩田としては利用さ

れていない。生簀浜と三軒古浜の塩田の一部は農地表

記になっている。立石浜が明治３０年（1897）頃の完

成と言われており、当地図が作成されるころまで、塩

田が拡張される一方で、既に別の土地利用へと変化し

た塩田もあることも明らかである。相引川を挟んで牟

礼側にも塩田が広がっている。

■交通

　現在、屋島で使用されている主要幹線道路をほぼ確
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速度を調整することで航空レーザーの計測取得精

度を高めるものとする。

（６）計測装置には眼など人体への悪影響を防止する機

能を有しているものを用いることとする。

（７）計測終了後点検を行い、再計測の必要がある場合

は速やかに行うものとする。

（８）計測終了後、その結果に基づき地形図（1/25,000）

若しくは地図画像上に表題、計測コース、コース

番号、計測精度、年月日等を記入した標定図を作

成するものとする。

（調整用基準点の計測）

１　航空レーザー計測データの点検及び調整を行うの

に必要な基準点を、計測範囲内に４点以上設置す

るものとする。なお、調整用基準点は３級基準点

測量に準じるものとする。 

（三次元計測データ作成）

１　計測で取得したデータの照射角、ジャイロ回転角、

加速度、GNSS/IMU 情報から計測データを統合解

析し各計測ポイント（XYZ）を求めるものとする。

２　三次元計測データを作成する際に、取得されたノ

イズ等によるエラー計測部分を削除するものとす

る。

３　三次元計測データの点検は、調整用基準点を用い

て比較点検を行い、コース間標高の点検は、コー

ス間重複部の標高値から比較点検を行うものとす

る。

■平成２７年度

（１）業務名　史跡及び天然記念物屋島ヘリレーザー測

量図化業務委託

（２）業務概要及び数量

　　①オリジナルデータ作成               １１．２０k㎡

　　②グランドデータ作成　　   　     １１．２０k㎡

　　③グリッドデータ作成 　　　　　１１．２０k㎡

       ④等高線データ作成        　           １１．２０k㎡

       ⑤数値地形図データファイル作成 １１．２０k㎡

　　⑥赤色立体地図作成　　　　        １１．２０k㎡

　　⑦断面図作成　　　　　　　　　        １３か所

（オリジナルデータ作成）

１　オリジナルデータ作成は、調整用基準点を用いて

三次元計測データの標高及び水平位置を調整する　　　　　　

とともに、計測コース間の標高誤差の調整を行い

作成するものとする。

２　点検はオリジナルデータ作成の補正前後で行い、

作業終了時に再点検を行うものとする。また、既

存基準点が存在する地点については、その基準点

と比較を行い精度の確認を行うものとする。

３　作成したオリジナルデータは、テキストデータに

変換したものも併せて納品するものとする。

（グランドデータの作成）

１　グランドデータ作成は、オリジナルデータのうち、

地表面の標高を示すデータでオリジナルデータを

自動フィルタリング処理により、地表面以外のデー

タを除去し同時に撮影された航空写真より作成し

た簡易オルソ画像を参考に、検査フィルタリング

を行うものとする。

２　フィルタリングの点検は赤色立体地図とフットプ

リント及び等高線の重ね合わせ図を作成し実施す

る。

３　フィルタリングにより地表に露出した、既調査城

郭・古墳・石切場等の遺構の可能性のある地形形状、

その他構成に必要な微地形情報をより明らかに判

読する。

４　判読した微地形情報を発注者と協議を行い、必要

箇所を重点的にフィルタリングし、微地形表現の

精度をより向上させるものとする。

５　フィルタリング結果により必要な場合は、現地調

査を行い確認するものとする。

（グリッドデータ作成）

１　グリッドデータは、グランドデータから内挿補間

によりグリッド間隔０. ５m で作成する。 

（等高線データ作成）

１　等高線データは、グランドデータ及びグリッドデー

タを用いて作成し、発注者が指示する範囲につい

て、地図情報レベル５００（１m ピッチ）、地図情

報レベル２，５００（２m ピッチ）に準じて作成す

るものとし、電磁的記録媒体に記録するものとす

る。なお、調査職員が別途指示する範囲について

は地図情報レベル５００（０. ５m）ピッチで作成

するものとする。

２　発注者と協議により報告書等で使用が可能なデー

タをＤＸＦ形式及びＡＩ形式に変換処理し、別途

の記録媒体に記録するものとする。

３　データファイルはグラフィックディスプレイ等に

よりデータの内容が正しく記載されているかを確

認するものとする。

（数値地形図データファイル作成）
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第 4 図 史跡天然記念物屋島旧版地図（S ＝１／ 50,000 国土地理院発行５万分の１地形図　明治３０年
測図明治３４年発行を一部改変）
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第 5 図 史跡天然記念物屋島航空写真（国土地理院空中写真 USA-M450-80　1947 年９月８日米軍撮影
を使用し一部改変）
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認できるが、浦生から檀の浦方面へと抜ける北側の周

回道路は破線表現になっており、あまり整備されてい

ない状況と言える。また、屋島南麓の屋島神社参詣道

から東に向かう道が、やや山麓の高い場所を通り、藤

目へと抜ける道が描かれており、現在とは異なるが、

この道も現在も残っている。当然であるが、山頂への

明確なアクセス道は遍路道のみである。

■小結

以上の点から、居住空間としての屋島が形成される

以前において、居住域は山麓若しくは谷から派生する

扇状地が利用され、平野部（元低地部）は農地若しく

は塩田として利用している状況を確認でき、屋島の陸

地化の経緯とその範囲を知る上で重要である。その際

に注目されるのは、山麓から離れた潟元駅周辺に宅地

がまとまっている点である。その場所を結ぶように、

２本の道路が確認でき、その道の間は農地となってい

る。離れ島として安定した土地があったとは考えられ

ず、この道路も含めて、当時の地形（古い地割）を反

映している可能性を考えておきたい。

　なお、その後、昭和５３年（１９７８）の地図を見ると、

昭和３０年代後半から４０年代にかけての屋島ドライ

ブウエイの開通、塩田の廃業という出来事を契機とし

て、大規模開発が進み、さらには、塩田が宅地化され、

山上の観光施設が整備され、名勝としての価値がより

一層進むこととなる。その累積によって、景観が一変し、

島としての屋島も次第に忘れ去られることとなる。

　次に地図から得られる状況に加え、戦後の航空写真

によって、戦前期にかけて斜面部の土地利用等につい

て整理しておきたい。

Ｃ．航空写真や地図から読み取ることができる
　　旧土地利用の状況に関する所見

次に、地形図には反映されにくい、実際の土地

利用の状況や範囲について、国土地理院空中写真

USA-M450-80（第５図）をもとに、戦前までの大規模

な開発が進む前の状況を確認しておきたい。

■居住域

地図で確認できた箇所と大きな変化はないが、住宅

の数は増加しているように見える。住宅ではないが、

現在の屋島陸上競技場周辺で新たな土地利用（興亜中

学校跡地）が始まっている。

■農地

水田についても大きな変化は認められないが、水田

の一部が居住域になっている可能性が想定される。写

真によって顕著な箇所は、斜面部における農地開発で

ある。東側は明治３０年（1897）段階でも水田が広がっ

ている様子が地図に表記されていたが、その実態を確

認することができる。また、写真が撮影された時代性

もあるが、宅地より高い斜面部にも多数の農地が整備

されている。基本的には居住域の背面の斜面地が開発

されており、農地が認められないのは北嶺の北半分程

度である。全体として斜面部が農地として開発された

と考えられるが、元々開発されていた東側と、一気に

開発の進んだ西側という違いがあるかもしれない。

また、東斜面は南にかけて帯状に樹木が伐採されて

いる状況が確認でき、斜面の地肌が見えていることか

ら、さらに開発が進められようとしている状況を示す

ものと考えられる。同一レベルで小規模なため池も点々

と認められる。斜面部は畑作のみならず、ため池を整

備し稲作も行われていたと考えられる。

■山林

　現在同様、斜面部から山頂部分はほぼ山林で覆われ

ている。ただ、先に述べたように、農地開発がかなり

進み、山腹まで農地が進出している。山上は開発が進

む以前で、北嶺は、遊歩道以外の人工物は確認できない。

南嶺では、四国霊場８４番札所の屋島寺とその周辺に

いくつか建物が確認できる程度で、それ以外は西側の

獅子の霊巌、現在の県木園周辺、水族館周辺、駐車場

周辺、談古嶺、旧甚五郎ホテル周辺、三角点周辺に樹

木がない箇所が確認できる程度で、その他は草木に覆

われている。ただし、斜面部との状況とは異なったよ

うに見え、屋島寺南側の谷部から西尾根の斜面も山林

は確認できるが、他の斜面部と様相が異なり、森林資

源の利用状況を示しているものと考えられる。いずれ

にしても、戦前までは、山頂の利用はかなり限定され

ており、樹木の伐採状況から現在に残る展望所は既に

利用されている状況と考えられる。いずれにしても現

在の状況とは景観が大きく異なっていたことは明らか

である。屋島ドライブウエイが開通する昭和３６年度

以降、現在への景観が作り出されたことが明らかであ

る。

■塩田

屋島浜が完全に整備されており、加えて新浜、亥

の浜、子の浜、三軒古浜、生簀浜、立石浜、檀之浜が

塩田として機能していた状況が確認できる。塩田が終

了する昭和４６年（1971）まで屋島の景観の重要な

一角を占めていた。
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■海岸

　港湾施設としては、富田製薬屋島工場（現在の協和

化学がある場所）のあった浦生漁港、さらにその南側

の汐入川へと入るための塩田用石炭などの搬入用の港

（高松港泊地）、石場港、立石港が確認でき、明確な港

湾施設が整備されている状況が確認できる。施設とし

ては明確ではないが、明治期から木材等を積み出して

いたとされる長崎鼻港がある。それ以外の海岸線は現

在との大きな違いは認められない。写真は新川や春日

川の状況から干潮と考えられるが、細い帯状の砂浜が

海岸線沿いに認められる。

■交通

　現在、屋島で使用されている主要幹線道路をほぼ確

認でき、現在の土地利用の状況へと変化した状況も、

交通路を軸に見ていくことができる。先の藤目へと抜

ける道路は写真からは分からない。

■小結

　地図と古い航空写真の比較から、現在のような居住

域としての屋島が成立する以前の土地利用の状況を確

認することができた。次に、開発が進んだ後の地形で

はあるが、本事業で行ったレーザー測量による地形図

から見える旧地形について検討を行っておく。

Ｄ．赤色立体図に基づく所見

　上記の旧版地図や航空写真等から読み取ることので

きない、斜面部や麓の低地部の本来の詳細な微地形に

注目して作成した赤色立体図とそれに基づき作成した

地形図から読み取ることのできる所見を以下に整理し

ておく。

■地形

　赤色立体図は、急峻な箇所が黒くなり、傾斜の度合

いによる赤色の濃淡によって地形が表現され、平坦に

なるほど白く表現される。

この赤色立体図（第６～９図）を見ると、山頂部が

平坦で、平坦部周辺が急峻な崖になっていることを改

めて認識することができる。また、斜面部は山頂から

麓に向かって赤色が次第に淡くなっていくことが読み

取れ、寺勾配（長谷川 2014）の状況を示しており、

後述する断面図（第１２～１４図）からも明らかであ

る。大きな谷が少なく、細かな谷が多数所在している。

浦生川によって形成された西に開く大きな谷（大谷／

鑑真ヶ谷などと呼ばれている）の北と南で二つの山（北

嶺と南嶺）に分かれており、北嶺と南嶺の間は延長 0.8

㎞に及ぶ細い尾根で連結している。浦生川下流では緩

斜面の扇状地が発達している。もう一つの谷が、屋島

寺の南に位置する箇所で、山麓では、他の場所よりも
やや広い扇状地が形成されている。
北嶺の海岸線は急峻で、長崎鼻のみに小さな扇状地

が形成され、一部砂浜が認められる程度で、多くは崖

の外側に小規模な砂浜がわずかに確認できる。このよ

うな視点で、南嶺の西麓から南麓を見ると、同様な崖

が確認でき、海岸線を考える上で、この段丘状の崖が

重要になると考えられる。

赤色立体図では上記の航空写真で認識できた斜面部

の農地を明瞭に確認でき、等高線に平行する細長く整

形された地形は麓から標高５０～７０m付近にかけて

構築されていることがわかる。農地の形状は、尾根や

谷の幅や等高線の間隔に応じて、大小様々な規模・形

状に造成されていることも読み取ることができる。地

元の方の話に基づけば、これらの整備は戦後がそのピー

クであったようである。農地利用としては、既述のと

おり、東斜面の方が顕著であるが、かなりの斜面が農

地化される。また、ため池が谷筋に上下二段以上に作

られており、最上部にため池があり、谷筋の概ね標高

８０m付近に造られている。西側では、小規模な谷ご

とに１箇所程度ため池が構築されている。また、浦生

地区の北側斜面には細かな農地が造成されているが、

ため池が少ない点は特徴的である。南麓は低地に農地

が広がることから、麓近くに大形のため池が作られて

おり、これらは、明治３０年（1897）の地図でも確認

できる。当然であるが、地形や供給先の規模に応じて

ため池が造営される場所がやや異なる点が伺える。現

在では斜面地の農地やため池は、継続的な土地利用が

なされず、林野となってしまっているが、現状の地形

把握が困難な場所においても、航空写真などで認識で

きる以上に開墾された状況が把握でき、かなり地形の

改変がなされていることがわかる。

一方、山頂部の平坦部を、詳細に見ると、細かな濃

淡が認められ、土地の細かな起伏が確認できる。特に、

外から見える山頂部の崖の箇所が明確になり、崖が顕

在化していない緩やかな斜面があることもわかる。

また、地形ではないが、現在、遍路道をはじめとし

て、現在使用されているかどうかは別として、斜面を

登るための林道などの道が設けられていたことも確認

できる。この他にも、後述する採石に伴う洞窟の場所、

石材を搬出した石曳き道なども北嶺で確認できる。後
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認できるが、浦生から檀の浦方面へと抜ける北側の周

回道路は破線表現になっており、あまり整備されてい

ない状況と言える。また、屋島南麓の屋島神社参詣道

から東に向かう道が、やや山麓の高い場所を通り、藤

目へと抜ける道が描かれており、現在とは異なるが、

この道も現在も残っている。当然であるが、山頂への

明確なアクセス道は遍路道のみである。

■小結

以上の点から、居住空間としての屋島が形成される

以前において、居住域は山麓若しくは谷から派生する

扇状地が利用され、平野部（元低地部）は農地若しく

は塩田として利用している状況を確認でき、屋島の陸

地化の経緯とその範囲を知る上で重要である。その際

に注目されるのは、山麓から離れた潟元駅周辺に宅地

がまとまっている点である。その場所を結ぶように、

２本の道路が確認でき、その道の間は農地となってい

る。離れ島として安定した土地があったとは考えられ

ず、この道路も含めて、当時の地形（古い地割）を反

映している可能性を考えておきたい。

　なお、その後、昭和５３年（１９７８）の地図を見ると、

昭和３０年代後半から４０年代にかけての屋島ドライ

ブウエイの開通、塩田の廃業という出来事を契機とし

て、大規模開発が進み、さらには、塩田が宅地化され、

山上の観光施設が整備され、名勝としての価値がより

一層進むこととなる。その累積によって、景観が一変し、

島としての屋島も次第に忘れ去られることとなる。

　次に地図から得られる状況に加え、戦後の航空写真

によって、戦前期にかけて斜面部の土地利用等につい

て整理しておきたい。

Ｃ．航空写真や地図から読み取ることができる
　　旧土地利用の状況に関する所見

次に、地形図には反映されにくい、実際の土地

利用の状況や範囲について、国土地理院空中写真

USA-M450-80（第５図）をもとに、戦前までの大規模

な開発が進む前の状況を確認しておきたい。

■居住域

地図で確認できた箇所と大きな変化はないが、住宅

の数は増加しているように見える。住宅ではないが、

現在の屋島陸上競技場周辺で新たな土地利用（興亜中

学校跡地）が始まっている。

■農地

水田についても大きな変化は認められないが、水田

の一部が居住域になっている可能性が想定される。写

真によって顕著な箇所は、斜面部における農地開発で

ある。東側は明治３０年（1897）段階でも水田が広がっ

ている様子が地図に表記されていたが、その実態を確

認することができる。また、写真が撮影された時代性

もあるが、宅地より高い斜面部にも多数の農地が整備

されている。基本的には居住域の背面の斜面地が開発

されており、農地が認められないのは北嶺の北半分程

度である。全体として斜面部が農地として開発された

と考えられるが、元々開発されていた東側と、一気に

開発の進んだ西側という違いがあるかもしれない。

また、東斜面は南にかけて帯状に樹木が伐採されて

いる状況が確認でき、斜面の地肌が見えていることか

ら、さらに開発が進められようとしている状況を示す

ものと考えられる。同一レベルで小規模なため池も点々

と認められる。斜面部は畑作のみならず、ため池を整

備し稲作も行われていたと考えられる。

■山林

　現在同様、斜面部から山頂部分はほぼ山林で覆われ

ている。ただ、先に述べたように、農地開発がかなり

進み、山腹まで農地が進出している。山上は開発が進

む以前で、北嶺は、遊歩道以外の人工物は確認できない。

南嶺では、四国霊場８４番札所の屋島寺とその周辺に

いくつか建物が確認できる程度で、それ以外は西側の

獅子の霊巌、現在の県木園周辺、水族館周辺、駐車場

周辺、談古嶺、旧甚五郎ホテル周辺、三角点周辺に樹

木がない箇所が確認できる程度で、その他は草木に覆

われている。ただし、斜面部との状況とは異なったよ

うに見え、屋島寺南側の谷部から西尾根の斜面も山林

は確認できるが、他の斜面部と様相が異なり、森林資

源の利用状況を示しているものと考えられる。いずれ

にしても、戦前までは、山頂の利用はかなり限定され

ており、樹木の伐採状況から現在に残る展望所は既に

利用されている状況と考えられる。いずれにしても現

在の状況とは景観が大きく異なっていたことは明らか

である。屋島ドライブウエイが開通する昭和３６年度

以降、現在への景観が作り出されたことが明らかであ

る。

■塩田

屋島浜が完全に整備されており、加えて新浜、亥

の浜、子の浜、三軒古浜、生簀浜、立石浜、檀之浜が

塩田として機能していた状況が確認できる。塩田が終

了する昭和４６年（1971）まで屋島の景観の重要な

一角を占めていた。
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第 6 図 史跡天然記念物屋島赤色立体図（S ＝１／ 30,000）
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述するが、北嶺２箇所、南嶺１箇所に石切丁場跡は穴

丁場（洞窟）のまとまりを確認することができる。遊

鶴亭の展望台の下、北嶺西斜面の２箇所があり、西側

のものは平坦面が広い。このほか、既に知られている

長崎鼻古墳、浜北古墳などの古墳の位置を正確に認識

することができた。

以下、各地域別に地形的な特徴について整理してお

きたい。

●長崎鼻地区

　屋島先端が尾根状に飛び出しており、先端部は長崎

鼻と呼ばれている。西側に向かって小規模な谷が２箇

所、東側に向かって開く谷が１箇所あり、東西の各谷

に向かって洞窟から延びる石曳き道が確認できる。石

曳き道は尾根線上に設けられる特徴がある。特に東側

の谷部は谷に平行する平坦面を確認でき、一定程度の

造成がなされている状況を確認できる。

　全長４５. ８mの前方後円墳である長崎鼻古墳が明瞭

に確認することができる。また、その北側の尾根筋の

先端には木里神社が鎮座する場所が円形に造成されて

いる。また、その北西方向には、砲台跡が造成された

平坦面を確認することができる。

●北嶺地区

　山頂部も微地形があり、中央部のやや東よりにピー

クがあり、そこから北及び西側に緩やかに傾斜してい

る。山頂周辺のほとんどは急峻な崖を形成しているが、

このピークの東側は崖が認められない。このピークと

現在、千間堂跡が確認されている周辺が比較的平坦面

を認めることができ、それ以外の箇所は、緩やかでは

あるが斜面を形成している状況を確認できる。この微

地形が遺跡形成に関係している可能性もある。わずか

ではあるが、崩落したような谷地形が数箇所認められ

る。

遊鶴亭の下に位置し、標高１５０～１７０m付近に

大規模な洞窟及び崖面を確認でき、そこから既述の長

崎鼻に向かって石曳き道が延びている。同様に、西斜

面の標高１５０～１７０m付近に洞窟が２箇所に認め

られ、そこから、石曳き道が浦生の港に向けて延び、

最終的に複数の石曳き道が合流している。

本書で報告する屋嶋城跡浦生地区の城壁及び物見台

と呼ばれる張出部が明確に確認でき、地形が改変され

ている状況を確認できる。城壁の両側に大きな谷が形

成されている状況を確認できる。

　東側斜面は小さな谷が多数確認でき、谷筋上にため

池が確認できる。どちらの斜面部も等高線に平行する

ように細長い農地が整備されている。

●南嶺地区

　北嶺から南嶺にかけての東側の斜面から山麓地区に、

八手状の細かな尾根と谷が交互に展開する地形が顕著

に確認できる。そのため、かなり細かな微地形が存在し、

所々緩斜面の扇状地が展開する。そのため、細かな違

いであるが、山自体の浸食が進んでいると言えるかも

しれない。西側はほとんど認められない。

　斜面部では、北西側の斜面部標高１５０m付近にも

小規模な洞窟が確認できる。当該箇所については、石

曳き道らしきものが確認できる。

　南麓の平地地区では、微地形、特に旧の海岸線の検

討を行った。その結果、明治期の地図などに認められ

る半島状の地割は細かな標高からは確認しづらいこと、

屋島の南側の対岸の海岸線も想定可能であることが認

識できた。

　既述のとおり、低地部との境界と考えられる付近に、

崖が認められ、浦生から潟元へと向かう道沿いは顕著

であるが、この崖は潟元駅へと向かう交差点のあたり

で不明確になり、仲池周辺で再度明確になる。このこ

とから、もともと、当該地域は連続した土地であった

と考えられ、先の潟元が飛び地のごとく居住域として

利用される状況を考えると、半島状に高い場所がもと

もとはあったと考えた方が良いであろう。現地にはそ

の名残を残しており、境界付近にあたる場所でかなり

大きな段差が認められる場所もある。仲池と道池の南

側付近は、南に開く扇状地のため、比較的緩斜面を呈

するが、八坂神社から屋島神社へと抜ける東西道路の

北と南で２～３m（標高では道路の上が５m、下が２

～３m）ほどの段差が認められ、小規模な崖を呈する。

南嶺の西側ほど顕著ではないが、明らかに高低差があ

り、この点は段彩図（第１０図）からも読み取ること

ができる。概ね、この崖面は標高５mの等高線に一致

するかその付近に位置している。低い箇所は標高２m

に一致する。このような観点で、南側の対岸の地形を

確認すると、神櫛王墓周辺は島若しくは半島状を呈し

た可能性があることが認識できる。なお、海岸線の復

元については第４章第９４図を参照されたい。

　北嶺同様に、谷筋に上下でため池が構築されており、

高所は概ね標高８０m程度で、低所は標高４０m付近

である。
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述するが、北嶺２箇所、南嶺１箇所に石切丁場跡は穴

丁場（洞窟）のまとまりを確認することができる。遊

鶴亭の展望台の下、北嶺西斜面の２箇所があり、西側

のものは平坦面が広い。このほか、既に知られている

長崎鼻古墳、浜北古墳などの古墳の位置を正確に認識
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の谷部は谷に平行する平坦面を確認でき、一定程度の

造成がなされている状況を確認できる。

　全長４５. ８mの前方後円墳である長崎鼻古墳が明瞭

に確認することができる。また、その北側の尾根筋の

先端には木里神社が鎮座する場所が円形に造成されて

いる。また、その北西方向には、砲台跡が造成された

平坦面を確認することができる。

●北嶺地区

　山頂部も微地形があり、中央部のやや東よりにピー

クがあり、そこから北及び西側に緩やかに傾斜してい

る。山頂周辺のほとんどは急峻な崖を形成しているが、

このピークの東側は崖が認められない。このピークと

現在、千間堂跡が確認されている周辺が比較的平坦面

を認めることができ、それ以外の箇所は、緩やかでは

あるが斜面を形成している状況を確認できる。この微

地形が遺跡形成に関係している可能性もある。わずか

ではあるが、崩落したような谷地形が数箇所認められ

る。

遊鶴亭の下に位置し、標高１５０～１７０m付近に

大規模な洞窟及び崖面を確認でき、そこから既述の長

崎鼻に向かって石曳き道が延びている。同様に、西斜

面の標高１５０～１７０m付近に洞窟が２箇所に認め

られ、そこから、石曳き道が浦生の港に向けて延び、

最終的に複数の石曳き道が合流している。

本書で報告する屋嶋城跡浦生地区の城壁及び物見台

と呼ばれる張出部が明確に確認でき、地形が改変され

ている状況を確認できる。城壁の両側に大きな谷が形

成されている状況を確認できる。

　東側斜面は小さな谷が多数確認でき、谷筋上にため

池が確認できる。どちらの斜面部も等高線に平行する

ように細長い農地が整備されている。

●南嶺地区

　北嶺から南嶺にかけての東側の斜面から山麓地区に、

八手状の細かな尾根と谷が交互に展開する地形が顕著

に確認できる。そのため、かなり細かな微地形が存在し、

所々緩斜面の扇状地が展開する。そのため、細かな違

いであるが、山自体の浸食が進んでいると言えるかも

しれない。西側はほとんど認められない。

　斜面部では、北西側の斜面部標高１５０m付近にも

小規模な洞窟が確認できる。当該箇所については、石

曳き道らしきものが確認できる。

　南麓の平地地区では、微地形、特に旧の海岸線の検

討を行った。その結果、明治期の地図などに認められ

る半島状の地割は細かな標高からは確認しづらいこと、

屋島の南側の対岸の海岸線も想定可能であることが認

識できた。

　既述のとおり、低地部との境界と考えられる付近に、

崖が認められ、浦生から潟元へと向かう道沿いは顕著

であるが、この崖は潟元駅へと向かう交差点のあたり

で不明確になり、仲池周辺で再度明確になる。このこ

とから、もともと、当該地域は連続した土地であった

と考えられ、先の潟元が飛び地のごとく居住域として

利用される状況を考えると、半島状に高い場所がもと

もとはあったと考えた方が良いであろう。現地にはそ

の名残を残しており、境界付近にあたる場所でかなり

大きな段差が認められる場所もある。仲池と道池の南

側付近は、南に開く扇状地のため、比較的緩斜面を呈

するが、八坂神社から屋島神社へと抜ける東西道路の

北と南で２～３m（標高では道路の上が５m、下が２

～３m）ほどの段差が認められ、小規模な崖を呈する。

南嶺の西側ほど顕著ではないが、明らかに高低差があ

り、この点は段彩図（第１０図）からも読み取ること

ができる。概ね、この崖面は標高５mの等高線に一致

するかその付近に位置している。低い箇所は標高２m

に一致する。このような観点で、南側の対岸の地形を

確認すると、神櫛王墓周辺は島若しくは半島状を呈し

た可能性があることが認識できる。なお、海岸線の復

元については第４章第９４図を参照されたい。

　北嶺同様に、谷筋に上下でため池が構築されており、

高所は概ね標高８０m程度で、低所は標高４０m付近

である。
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第 10 図 　史跡天然記念物屋島段彩図（S ＝１／ 30,000）
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　山頂部も微地形が認められ、４つの谷がある。北側

に開く谷は水族館と山上駐車場の２箇所、南側が屋

島寺正面、東側は三角点の北側で東に開く谷である。

８４番札所屋島寺はその中央の尾根のピークから南に

少し下がったところに立地しており、場所を明確に選

定していることが読み取れる。弥生土器や屋嶋城関連

遺物が当該地から出土していることも立地上頷ける。

■断面図からみた形状的特徴（第１２～１４図）

　既に屋島の形状については、長谷川修一氏によって、

斜面の勾配とその形成要因について詳細に整理されて

いる。いずれの断面からも、山上から勾配が急なとこ

ろから緩やかになっており、いわゆる寺勾配を形成し

ていることを確認することができる（長谷川 2014）。

この勾配変化点は概ね、標高１００m 付近である。こ

れは、斜面の土地利用からも読み取ることができ、た

め池が標高８０m 付近、田畑も７０～８０m が最も高

所となっており、このような地形に相関した現象と理

解することができる。すなわち、これ以上の高さにな

ると、開墾を行うことが物理的に困難であったと考え

られる。

　第１２図の断面１を見ると、屋島が北嶺と南嶺の二

つの山から構成されている点が理解でき、両方ともほ

ぼ同様な標高であることもわかる。第１２図の断面４

では、本書で報告する浦生地区の城壁が傾斜変化点に

立地していることを理解することができる。また、第

１２・１３図の断面５・８から櫓丘と称される（関野

1917）北嶺と南嶺をつなぐ尾根筋が細い尾根であるこ

とも理解できる。

　第１２図の断面１～４から、屋島の南側が標高０m

付近となり、さらに南側が高くなっており、島として

の旧地形を示している。

　断面図からみると、平坦面は南北方向に長く、東西

方向の方が短い点も明確である。これが長細い台形を

作り出しているものと考えられる。

■その他

多くの山頂へ至る道を把握することができたほか、

現在、道としては利用されておらず、認識されていな

い箇所にも細い帯状の平坦面を確認することができ、

様々な道があったことを確認することができた。西側、

東側も戦後の開墾で、山腹まで開墾した平坦面が顕著

に認められる。

　以上の成果は表層的に把握できる成果であり、今後

は、今回作成した地形図のさらなる読み込み作業、地

形と人工的な改変の関係性、それらを踏まえた目的的
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　山頂部も微地形が認められ、４つの谷がある。北側

に開く谷は水族館と山上駐車場の２箇所、南側が屋

島寺正面、東側は三角点の北側で東に開く谷である。

８４番札所屋島寺はその中央の尾根のピークから南に

少し下がったところに立地しており、場所を明確に選

定していることが読み取れる。弥生土器や屋嶋城関連

遺物が当該地から出土していることも立地上頷ける。

■断面図からみた形状的特徴（第１２～１４図）

　既に屋島の形状については、長谷川修一氏によって、

斜面の勾配とその形成要因について詳細に整理されて

いる。いずれの断面からも、山上から勾配が急なとこ

ろから緩やかになっており、いわゆる寺勾配を形成し

ていることを確認することができる（長谷川 2014）。

この勾配変化点は概ね、標高１００m 付近である。こ

れは、斜面の土地利用からも読み取ることができ、た

め池が標高８０m 付近、田畑も７０～８０m が最も高

所となっており、このような地形に相関した現象と理

解することができる。すなわち、これ以上の高さにな

ると、開墾を行うことが物理的に困難であったと考え

られる。

　第１２図の断面１を見ると、屋島が北嶺と南嶺の二

つの山から構成されている点が理解でき、両方ともほ

ぼ同様な標高であることもわかる。第１２図の断面４

では、本書で報告する浦生地区の城壁が傾斜変化点に

立地していることを理解することができる。また、第

１２・１３図の断面５・８から櫓丘と称される（関野

1917）北嶺と南嶺をつなぐ尾根筋が細い尾根であるこ

とも理解できる。

　第１２図の断面１～４から、屋島の南側が標高０m

付近となり、さらに南側が高くなっており、島として

の旧地形を示している。

　断面図からみると、平坦面は南北方向に長く、東西

方向の方が短い点も明確である。これが長細い台形を

作り出しているものと考えられる。

■その他

多くの山頂へ至る道を把握することができたほか、

現在、道としては利用されておらず、認識されていな

い箇所にも細い帯状の平坦面を確認することができ、

様々な道があったことを確認することができた。西側、

東側も戦後の開墾で、山腹まで開墾した平坦面が顕著

に認められる。

　以上の成果は表層的に把握できる成果であり、今後

は、今回作成した地形図のさらなる読み込み作業、地

形と人工的な改変の関係性、それらを踏まえた目的的
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な踏査、確認調査を実施する必要がある。これまでは

山上部を中心に調査を実施してきたが、屋島の歴史の

解明という視点からも山麓の調査の重要性も増してい

る。山麓の解明は史跡指定の構成要素となっている屋

嶋城、屋島寺、源平合戦屋島の戦いの評価や屋島全体

の歴史の解明と地形との関係性の解明に直結するもの

であり、避けて通ることのできない重要な課題と言え、

長期的な視点での調査計画の立案と実施が必要である

ことは言うまでもない。

　ここで述べたことは、現地を踏査すれば確認できる

点も多々あることであるが、現在、多くの箇所が人の

管理がなされておらず、容易に踏査が難しい箇所も多

く存在している。また、大規模に地形を把握すること、

現状で確認できない場所など、様々な条件下でも地形

を詳細に把握することもでき、赤色立体図の読み込み

とこの地形図に基づき、目的的に踏査を行うことがで

きる。

第３節　踏査
Ａ．経緯と経過

　平成１９～２０、２８～２９年度を中心に踏査を実

施した。１９、２０年度は北嶺山上付近の岩盤周辺、

東西斜面地、南嶺山上のケーブルカー駅舎周辺、２８、

２９年度はレーザー測量を元に、屋島山上の城門地区

に類似する地形箇所の踏査、東斜面部の平坦面、北嶺

山上の縁辺部、平坦部、石切丁場（洞窟周辺）などを

中心に行った。今回の調査でも、斜面地は既に報告さ

れているように（長谷川 2014）、崩積土で覆われてお

りその多くが崩落した石が表面を覆い、現地を踏査し

ても基本的には斜面部は、山頂の安山岩の崩落した礫

が堆積している。その中で、上記の南嶺の東側の斜面

で認められる帯状の平坦地については現地を確認しよ

うと試みたが、周辺がイノシシの寝床となっており、

確認ができていない。ただし、既述のとおり、斜面部

については、石材で覆われている箇所が多く、踏査の

みでは遺構有無の判断ができないものと考えられる。

Ｂ．主な成果
■北嶺山上部

過去の調査に基づき、礎石や基壇状の高まりが現地

形から判断できないかという点から踏査を実施した。

北嶺山上地区の調査において後述するように、集石や

鵜羽神社境内遺跡表採
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礎石状の大型石材の分布の範囲が確認できた。集石に

ついては、園路整備時に障害となる石材をまとめたも

のと考えられることが判明した。ただし、現状では、

既に確認された礎石建物跡のような基壇状の高まりは

明確には確認できなかった。踏査に基づくと、東側に

平坦面がまとまっており、中央から西側及び北側に向

かって傾斜していることも確認できた。ただし、平坦

部が広く、礎石以外の掘立柱建物跡なども検討する必

要がある。後述する２６年度以降の調査は、この成果

に基づいているが、明確な礎石などは確認できていな

い。

また、昭和４０年代の国立公園の整備に伴い、休憩

施設や園路の整備に伴い、土木工事が実施され、障害

となる石材や土が公園整備に使用されたり、園路周辺

に集積されたりしている。そのため、今回把握した分

布が遺構に直結するかは不明である。そのため、園路

周辺の集石は検証が必要である。

　山上縁辺部には崖が発達している。ただし、西側の

遊歩道よりも外側（西側）に平坦地が広がる箇所が認

められる。

■石切丁場跡１

　屋島スカイウエイ（旧屋島ドライブウエイ）のトン

ネル北側にある屋島少年自然の家へと下る登山道の

標高１８０m付近から花崗岩の露頭が見られ、標高

１００～１２０m付近では、壁面が垂直に切り立った

箇所が多く確認できるようになる。加工痕等は認めら

れないが、採石を行った可能性が想定される。登山道

周辺で、大型と小型の２種類の大きさの矢穴が残る花

崗岩を確認することができた。登山道周辺に、矢穴の

残る花崗岩が点在しており、数量としては、小型の矢

穴のものが多い。麓には石場の地名が残っている。周

辺にはやや傾斜が緩やかになった箇所に平坦面などが

認められ、採石に伴う作業場等である可能性もある。

■石切丁場跡２

　長崎鼻古墳周辺丘陵の尾根筋状の西面に花崗岩が

点々と露出している箇所がある。露頭する花崗岩の大

きさは様々であるが、小型の矢穴が残るものが多数認

められる。

■鵜羽神社境内遺跡

　鵜羽神社境内遺跡は、浦生川の河口に位置する、名

前のとおり、鵜羽神社の境内地に所在する製塩遺跡で

ある。標高３m付近に位置し、先の旧海岸線を示す２

mよりやや高い場所に位置する。遺跡は等高線に沿っ

て神社境内地、特に本殿周辺を南北に横断するように

帯状に展開するものと考えられる。弥生時代後期から

古墳時代を中心とした遺跡である。２４～２７年度に

本市教育委員会と徳島文理大学によって発掘調査が実

施されており、詳細は別途報告予定である。なお、　第

１５図は２０年度の踏査時に表採した資料である。　

　１は土師器の杯である。淡黄白色を呈し、白色砂粒

を多量に含む。２は土師器の椀若しくは杯と考えられ

る。丁寧なヨコナデによる整形である。色調は淡黄褐

色を呈し、白色砂粒を少量含む。

　３は須恵器の杯身の蓋である。青灰色を呈し、黒色

砂粒を含む。４・５は須恵器の甕の体部片である。４

の外面は格子目叩きで内面はナデ調整、５は外面が平

行叩きで、内面は当て具痕（青海波文）が残る。

６～ 14 は製塩土器で、６は薄い器壁に細い細かな

叩き目が施されるもので、内面は絞り状の痕跡が認め

られる。備讃Ⅴ式（大久保 2010）である。８～ 11は

口唇部に大型の平行叩きが施されるもので、12 ～ 15

は指押さえ状の痕跡が多量に残るもので、器壁が薄い

ものと厚いものがある。いずれも備讃Ⅵ式（大久保

2010）である。いずれも明茶褐色を呈し、焼成が良い

ものが多い。前者が古墳時代後期前半、後者が古墳時

代後期後半の製塩土器である。

16 は土師器の小型品で、白色砂粒を多量に含み、

雲母を含む。表面は黒色化（炭化）している。

■南嶺山上地区

　城門地区と同様な地形が、屋島ケーブルカー駅舎の

南側に小規模な谷地形が認められ、小規模な石積み遺

構が確認できる。詳細は第４章にて述べる。

参考文献
大久保徹也 2010「瀬戸内の弥生・古墳時代土器製塩‐生産
　　　　　　　　／流通の変遷‐」『製塩土器の分布から見
　　　　　　　　た塩の生産／流通の検討』四国考古学研究
　　　　　　　　会　土器製塩研究部会
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な踏査、確認調査を実施する必要がある。これまでは

山上部を中心に調査を実施してきたが、屋島の歴史の

解明という視点からも山麓の調査の重要性も増してい

る。山麓の解明は史跡指定の構成要素となっている屋

嶋城、屋島寺、源平合戦屋島の戦いの評価や屋島全体

の歴史の解明と地形との関係性の解明に直結するもの

であり、避けて通ることのできない重要な課題と言え、

長期的な視点での調査計画の立案と実施が必要である

ことは言うまでもない。

　ここで述べたことは、現地を踏査すれば確認できる

点も多々あることであるが、現在、多くの箇所が人の

管理がなされておらず、容易に踏査が難しい箇所も多

く存在している。また、大規模に地形を把握すること、

現状で確認できない場所など、様々な条件下でも地形

を詳細に把握することもでき、赤色立体図の読み込み

とこの地形図に基づき、目的的に踏査を行うことがで

きる。

第３節　踏査
Ａ．経緯と経過

　平成１９～２０、２８～２９年度を中心に踏査を実

施した。１９、２０年度は北嶺山上付近の岩盤周辺、

東西斜面地、南嶺山上のケーブルカー駅舎周辺、２８、

２９年度はレーザー測量を元に、屋島山上の城門地区

に類似する地形箇所の踏査、東斜面部の平坦面、北嶺

山上の縁辺部、平坦部、石切丁場（洞窟周辺）などを

中心に行った。今回の調査でも、斜面地は既に報告さ

れているように（長谷川 2014）、崩積土で覆われてお

りその多くが崩落した石が表面を覆い、現地を踏査し

ても基本的には斜面部は、山頂の安山岩の崩落した礫

が堆積している。その中で、上記の南嶺の東側の斜面

で認められる帯状の平坦地については現地を確認しよ

うと試みたが、周辺がイノシシの寝床となっており、

確認ができていない。ただし、既述のとおり、斜面部

については、石材で覆われている箇所が多く、踏査の

みでは遺構有無の判断ができないものと考えられる。

Ｂ．主な成果
■北嶺山上部

過去の調査に基づき、礎石や基壇状の高まりが現地

形から判断できないかという点から踏査を実施した。

北嶺山上地区の調査において後述するように、集石や

鵜羽神社境内遺跡表採

1

2
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4
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7

8 9

11

12

10

14

13

15

16

0 10cm（S=1/3）

第 15 図 踏査時採集遺物（S ＝１／３）
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第 18 図 史跡名勝天然記念物調査報告に掲載された屋嶋城跡と浦生地区の城壁図（縮尺任意　岡田
1922 より転載）
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第４節　発掘調査
Ａ．屋嶋城跡浦生地区の調査

■これまでの経緯

調査地である浦生地区は、屋島を南嶺と北嶺に分け

る大谷の奥、標高１００m 付近に位置する、国有林野（屋

島西町林班ろ７小班）である。当該地は、関野貞氏によっ

て、大正６年（1917）に屋嶋城跡の遺構として初めて

学術的に紹介された場所で、谷を塞ぐ城壁として位置

づけられ、屋嶋城は抱谷式の構造であったと指摘され

た（第１６図：関野 1917）。実際に明治６年（1873）

に描かれた『浦生洛中地理絵図』（高松市歴史資料館蔵：

第１７図）には明確に土手として関野氏が紹介した城

壁が描かれており、当時から土手状の大きな構造物と

認識されていたことがわかる。ただ、『讃岐国名勝図会』

には、浦生石塁に関する記載は見受けられないため、

屋嶋城との関係性をどの程度意識されていたかは不明

であるが、関野氏の論考に基づけば、浦生城壁は地元

の人々にも屋嶋城跡の城壁という認識はなかったよう

である。また、既述のとおり、当該地から先は傾斜が

大きく変化する場所で、城壁内部は「休場」と記載さ

れており、厳しい登り道に備えて休憩場として認識さ

れていたようである。

関野氏の論考以後は、関野氏とともに踏査を行った

岡田唯吉氏によって大正１０年に報告された史跡名勝

天然記念物調査報告にも同様な記載がなされている（岡

田 1922）。ただし、その際に浦生の城壁の立面図（第

１８図）が掲載されている点は学術的に重要である。

その後、昭和９年に史跡及び天然記念物に指定される

際にも『日本書紀』に記載された屋嶋城跡の遺構とし

て評価されており、厳密な城の構造に関する既述は、

それ以後見受けられないが、屋嶋城跡の代名詞とされ

てきた場所である。

その後、確認調査を昭和５５年度に本市教育委員会

が実施し、台上遺構や石積み遺構が確認されたが、出

土遺物が中世初頭のものであったことなどから、年代

的位置付けができず、屋嶋城を構成する構造物として

の位置付けが不明確となってしまった。また、その後

も平成１４年に城門が確認されるまで、遺構の存在　　

が不明確であったことから屋嶋城跡の存在が不明確に

なった。

　平成１２年以降、屋嶋城跡に関する調査は山上で

１４年に確認調査により城門跡を確認したことを契機

に、屋嶋城跡の調査を集中的に実施してきた。その中

第 16 図 関野貞氏想定屋嶋城跡外郭ライン（S
＝１／ 40,000　関野 1917 より転載）

第 17 図 浦生洛中地理絵図に描かれた浦生地区
の城壁（高松市歴史資料館蔵）
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第 18 図 史跡名勝天然記念物調査報告に掲載された屋嶋城跡と浦生地区の城壁図（縮尺任意　岡田
1922 より転載）
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で昭和５５年度に調査を実施し、位置付けが不明確に

なっていた浦生地区の位置付けが問題となり、確認調

査によっては古代山城の一部を成す可能性が高まった。

それらの解明を目指し、平成２１年度より調査箇所を

浦生地区に限定して実施することとした。各年度の調

査期間については、下記のとおりである。

調査については、昭和５５年度の確認調査箇所を

ベースとして、城壁構造の確認を目的として平成２１

～２３年度に調査を実施し、さらに、城門が推定され

ていた箇所で２４～２５年度に実施し、物見台と呼ば

れていた城壁最上部の台状遺構（張出部）の構造解明

のための調査を２６～２８年度に実施した。さらに、

城壁規模の確定のために、２８～２９年度に三次元レー

ザー測量を実施し、それに基づき、２９年度に城壁の

内外面で石積みの残りのよい箇所で調査を実施した。

参考文献

関野貞 1917「天智天皇の屋島城」『史学雑誌』第 28 編第６

　　　　　　号　史学会

岡田唯吉 1922「屋島（木田郡）」『史蹟名勝天然記念物調査報告』

　　　　　　　１ 香川県史跡名勝天然記念物調査会編

■　調査の経過　　　  

１）発掘調査

　各年度の調査実施期間と発掘調査の担当者は下記の

とおりである（第２１図）。

平成２１年度　

　平成２２年１月１４日～３月３１日 

　調査面積：２９㎡　担当：小川　賢・中村茂央 

平成２２年度　

　平成２２年１０月１２日～平成２３年２月２４日

　調査面積：１５㎡　担当：小川　賢

平成２３年度　

　平成２４年２月６日～平成２４年３月３０日 

　調査面積：４４㎡　担当：渡邊　誠・小川　賢

平成２４年度　

　平成２４年１２月６日～平成２５年３月８日 

　調査面積：２５㎡　担当：渡邊　誠・小川　賢

平成２５年度　

　平成２５年１１月１８日～平成２６年３月６日 

　調査面積：１８㎡　担当：渡邊　誠

平成２６年度　

　平成２７年１月７日～３月３１日 

　調査面積：２２㎡　担当：渡邊　誠

平成２７年度　

　平成２７年１２月１日～平成２８年３月２９日

　調査面積：６０㎡　担当：渡邊　誠・杉原賢治

平成２８年度　

　平成２８年１０月１８日～平成２９年３月２７日

　調査面積：２５㎡　担当：渡邊　誠・杉原賢治

平成２９年度　

　平成２９年１０月２日～平成３０年２月５日　

　調査面積：２０㎡　担当：渡邊　誠・益崎卓巳

２）整理期間

　本発掘調査の整理及び本書の製作は、年度ごとに担

当者が実施するとともに、平成３０年度にこれまでの

調査成果の見直し、発掘調査図面の整理、出土遺物の

整理作業、及び本書の執筆編集作業を下記の期間で実

施した。

　平成３０年度　平成３０年４月～平成３１年２月　　

　担当：渡邊　誠

■調査成果  
１）地表面における遺構の状況：レーザー測量成果

　　に基づく検討（第１９図～３９図）

　遺構の全体的な状況については昭和５５年度の調査

時も確認され、その後、平成２１年度、２８年度に全

体の清掃を実施するなど、残存する遺構の全体像を把

握した。また、より詳細に形状や規模を把握するために、

既述のとおり三次元レーザー測量を実施している。形

状や遺構に関する概要については昭和５５年度と大き

な変化はないが、５５年度の所見に基づきながら、レー

ザー測量の成果について、ここで一度整理しておきた

い。

a）立地

　当該箇所は、屋島の断面図からも明らかなように、

標高１００m 付近で、地形の傾斜の変化点にあたる場

所である。城壁南側には浦生川、北側には非常に深い

谷がある。

b）平面形（第１９・２０図）

　浦生川によって形成される谷部を遮るように直線的

な城壁が築かれており、川から物見台（張出部）の手

前までで、延長８０m 程度となり、さらに物見台（張

出部）まで含めると１００m 程度となる。北側（山側）

で台状遺構　（張出部）が確認でき、人工構造物である
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第 19 図 屋嶋城跡浦生地区の地形測量図（S ＝１／ 500）
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第 21 図 屋嶋城跡浦生地区の年度別トレンチ位置図（S ＝１／ 500）
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第 20 図 屋嶋城跡浦生地区の石積み及び断面図位置図（S ＝１／ 500）
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第 21 図 屋嶋城跡浦生地区の年度別トレンチ位置図（S ＝１／ 500）
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第 20 図 屋嶋城跡浦生地区の石積み及び断面図位置図（S ＝１／ 500）
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第 24 図 屋嶋城跡浦生地区の城壁平面陰影図（S ＝１／ 200）



43

史跡天然記念物屋島基礎調査事業調査報告書Ⅲ　2019

立面見通し方向立面見通し方向
（S=1/200）

0 4m

G
.
N

↓ 石積み↓ 石積み

雉城雉城

X
=
1
5
1
3
5
0
.
0

X
=
1
5
1
3
5
5
.
0

X
=
1
5
1
3
6
0
.
0

X
=
1
5
1
3
6
5
.
0

X
=
1
5
1
3
7
0
.
0

X
=
1
5
1
3
7
5
.
0

Y=55315.0

Y=55320.0

Y=55325.0

Y=55330.0

X
=
1
5
1
3
5
0
.
0

X
=
1
5
1
3
5
5
.
0

X
=
1
5
1
3
6
0
.
0

X
=
1
5
1
3
6
5
.
0

X
=
1
5
1
3
7
0
.
0

X
=
1
5
1
3
7
5
.
0

Y=55315.0

Y=55320.0

Y=55325.0

Y=55330.0

L=115.0

L=110.0

L=115.0

L=110.0

L
=
1
1
5
.
0

L
=
1
1
5
.
0

L
=
1
1
5
.
0

L
=
1
1
5
.
0

L
=
1
1
5
.
0

L
=
1
1
5
.
0

L
=
1
1
5
.
0

L
=
1
1
5
.
0

L
=
1
1
5
.
0

L
=
1
1
5
.
0

0
（S=1/150）

5m
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第 24 図 屋嶋城跡浦生地区の城壁平面陰影図（S ＝１／ 200）
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第 27 図 屋嶋城跡浦生地区の城門推定地平面陰影図（S ＝１／ 150）
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る。ただし、そのほとんどは崩落し、城内側の現地表

面に石材が集積している。残存する部分も、現状では、

崩落範囲と本来の範囲がやや不明確な箇所もある。後

述するが、城内側の埋没範囲においては、比較的良好

に石積みが残っている。

　城門推定地は川沿いに登ってきたところに位置し、

城外側の隅角部と想定される箇所に、１m を超える大

型石材を使用する重箱積を確認することができ、それ

に連続していたであろう崩落した石積み状を呈する範

囲（石積み⑤）がある。城外側隅角部から奥に約９m

の箇所で同様な重箱積を確認することができ、城内側

の隅角部と考えられる。ただし、城門を想定するため

には、川側（谷側）にもう一つの側壁が存在したはず

だが、現在は平坦になっており、列石状のものをわず

かに確認できるが、詳細な位置は不明である。

　城外側から城門に向かって左側（山側）に、この城

門推定地より一段高い場所に９m ×８．８m 程度の平

坦面がある。さらにその向こうに、城壁が北側に向かっ

て展開する。この平坦面がどのような場所であったか

は不明であるが、もともと平坦地であった可能性があ

る。

d）城内の空間

　通路状に幅５m 程の空間が城壁に平行して認められ、

北から南へと城壁同様に傾斜している。その上部（山側）

は斜面地ではあるが、やや緩やかに見える場所もある。

ことは明らかである。この張出部は、古代山城では曲

城や雉城と呼ばれ、形状が重要である。現地形の平面

形からは隅丸方形を呈するように見え、雉城であった

と想定できる。

　この張出部の背面（山側）には、尾根筋が山上まで

認められ、これが、関野貞氏が城壁と想定したもので

ある。

c）城壁（石積み）（第２２～３９図）

　城壁は基底部で幅約７～８m と想定され、高さは場

所によって異なるが、高い箇所で約４～５m となるも

のと考えられる。城壁縦断では、城壁最北部と城門推

定地で標高差約１５m にも及び、物見台（張出部）の

天端からすると標高差は約２１m となる。それゆえ、

城外側から見るとさらに高低差が生じる。

　城外側では昭和５５年度に確認された最北部の石積

み（石積み①）のみが残存し、中央部で石積み状を呈

する箇所（石積み②：平成２９年度第２トレンチ）が

ある。それ以外は崩落し、城外側に多くの石材が集積

しており、応時の景観を残す箇所は残っていない。こ

のほかに以前に報告されているが、城外側で城壁から

離れた場所に低い石積みが築かれているが、機能や築

造時期は不明である。

　一方、城内側は、崩落、変形はしているものの、石

積みが残存する箇所（石積み③：昭和５５年度・平成

２１年度、石積み④：平成２９年度第１トレンチ）が

あり、４０㎝以下の小ぶりな石材を用いて築かれてい
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第 26 図 屋嶋城跡浦生地区の北からみた雉城立面見通し陰影図②（S ＝１／ 100）
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第 27 図 屋嶋城跡浦生地区の城門推定地平面陰影図（S ＝１／ 150）
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北から南へと城壁同様に傾斜している。その上部（山側）

は斜面地ではあるが、やや緩やかに見える場所もある。

ことは明らかである。この張出部は、古代山城では曲

城や雉城と呼ばれ、形状が重要である。現地形の平面

形からは隅丸方形を呈するように見え、雉城であった

と想定できる。

　この張出部の背面（山側）には、尾根筋が山上まで

認められ、これが、関野貞氏が城壁と想定したもので

ある。

c）城壁（石積み）（第２２～３９図）

　城壁は基底部で幅約７～８m と想定され、高さは場

所によって異なるが、高い箇所で約４～５m となるも

のと考えられる。城壁縦断では、城壁最北部と城門推

定地で標高差約１５m にも及び、物見台（張出部）の

天端からすると標高差は約２１m となる。それゆえ、

城外側から見るとさらに高低差が生じる。

　城外側では昭和５５年度に確認された最北部の石積

み（石積み①）のみが残存し、中央部で石積み状を呈

する箇所（石積み②：平成２９年度第２トレンチ）が

ある。それ以外は崩落し、城外側に多くの石材が集積

しており、応時の景観を残す箇所は残っていない。こ

のほかに以前に報告されているが、城外側で城壁から

離れた場所に低い石積みが築かれているが、機能や築

造時期は不明である。

　一方、城内側は、崩落、変形はしているものの、石

積みが残存する箇所（石積み③：昭和５５年度・平成

２１年度、石積み④：平成２９年度第１トレンチ）が

あり、４０㎝以下の小ぶりな石材を用いて築かれてい
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２）城壁構造の調査：平成２１・２２年度

a）平成２１年度（第４０～４２図）

①調査の目的と方法

調査は、石塁内側において昭和５５年度に調査を実

施した、最も城内側の石積みが残っている箇所を対象

として実施した。具体的には、５５年度の調査トレン

チと重複させたトレンチを設定し、当時の調査の検証

を兼ねるとともに、石塁と呼ばれる城壁構造を把握す

るとともに、城内側の堆積状況、土器の包蔵状況等の

再確認を目的として実施した。

②調査成果

あ）基本層序（第４０・４２図）

堆積状況は、上層から表土（第１層：昭和５５年度

Ⅰ層）流土（第２～１８層：５５年度Ⅱ層とⅢ層一部）、

盛土（第２５～３３層：５５年度Ⅴ・Ⅵ層）、地山層（第

３４層：５５年度第Ⅳ層）に大別することができる。

流土層は２分することができ、一層は、地山直上

に堆積する崩落土で、安山岩を多量に含む砂質土（第

１８層）でこの層と地山との間で須恵器が出土した。

もう一層は、この上位に間層（第１０、１３～１７層）

を挟み堆積し、山側斜面と石塁との間の窪みを充填す

る層で、中世土器を包含している。

石塁の基盤には盛土が認められ、小さな安山岩を

含む砂及び礫混じりのシルト層で、比較的細かな層状

に積み上げられている。ただし、この盛土はその後の

２５、２９年度の調査で確認されているものよりもか

なり分厚い堆積土として認識できた。石積みの崩落の

可能性から根石との関係が明確にできていないため、

判断が難しいが、一部は石積みの根固めの埋め戻し土

である可能性も想定しておきたい。ただ、２５、２９

年度の調査でも、同様な土が造成土として認められて

おり、基本的には同様な構造であった可能性がある。

また、城壁は北から南へとかなり傾斜しており、谷側

（城門推定地）に向かって階段状に根石が下っていくも

のと考えられ、段差が生じるような箇所で、当該箇所

のような盛土のように丁寧な手当が行われている可能

性も想定できるであろう。

地山層は山側の斜面に向かって成形されたように水

平を意識した傾斜となり、石塁側では地形に沿って下

降している。山側は急傾斜となっており、一定程度の

地形の切岸状に成形が行われているものと考えられる。

い）遺構（第４０～４２図）

●城壁遺構

　当該箇所は、石積みの遺存状況が最も良い。幅５０

㎝程の石材が最も大きく、多くは４０㎝未満の比較的

小ぶりな石材を用いて石積みがなされている。石材の

多くは、最大幅を横方向に用いており、小ぶりな石材

の使用とともに、石積み基本型（高松市教育委員会

2016）を確認でき、古代山城に特徴的な石積みのあり

方を確認できる。また、石積みのラインは２５、２９

年度調査で確認された埋没していた石積みとともに一

直線上に位置しており、本来の城壁の位置を比較的留

めているものと考えられる。

　ただ、一見すると残存状況は良く見えるものの、実

際には両側の崩落により変形もしている。部分的な見

え方でもあるので、即断はできないが、細かな石材を

用いて隙間を埋めるように見える点は、古代山城の石

積みとしてはやや違和感があり、後世の改変等を想定

しておく必要もあるかもしれない。

　既述のとおり、根石周辺は検出していないため、詳

細な構造については明らかにできていない。埋没して

いた範囲の石積みは城内側へと突出しており、下半は

控え積みのような状況で、上半の勾配は約７５°で、勾

配が大きく異なる。２５、２９年度に検出した埋没石

積みはいずれも変形はしながらも垂直に近い勾配を維

持していたことからも、異なる積み方若しくは変形の

仕方であることは明らかであろう。どのような経緯に

よるものかは即断できないが、かなり変容していると

言えるであろう。

　また、根石部分は石積みに向かって右半分が造成土

によって構成されており、谷側（城門側）に向かって、

階段状に根石が低くなっている可能性が想定される。

造成を行っているものの、面的に平坦面を造成するの

ではなく、階段状に平場を造成した可能性が想定され

る。

●溝状遺構

水平堆積した地山層と盛土層との間に昭和５５年度

の調査でも確認している幅約１．５m、深度０．３～０．

４mの溝状を呈する遺構を確認した。位置関係から排

水溝や通路等の可能性が考えられたが、検出範囲が狭

小なため特定はできなかった。ただ、いずれにしても、

往時の地山面が現在の地表面から約１．６m下である

ことが判明し、後世の堆積作用によって大規模に遺構

が埋積してしまったことが明らかとなった。現存する

石積みであっても、１．５m程の高さがあり、さらに、
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２）城壁構造の調査：平成２１・２２年度

a）平成２１年度（第４０～４２図）

①調査の目的と方法

調査は、石塁内側において昭和５５年度に調査を実

施した、最も城内側の石積みが残っている箇所を対象

として実施した。具体的には、５５年度の調査トレン

チと重複させたトレンチを設定し、当時の調査の検証

を兼ねるとともに、石塁と呼ばれる城壁構造を把握す

るとともに、城内側の堆積状況、土器の包蔵状況等の

再確認を目的として実施した。

②調査成果

あ）基本層序（第４０・４２図）

堆積状況は、上層から表土（第１層：昭和５５年度

Ⅰ層）流土（第２～１８層：５５年度Ⅱ層とⅢ層一部）、

盛土（第２５～３３層：５５年度Ⅴ・Ⅵ層）、地山層（第

３４層：５５年度第Ⅳ層）に大別することができる。

流土層は２分することができ、一層は、地山直上

に堆積する崩落土で、安山岩を多量に含む砂質土（第

１８層）でこの層と地山との間で須恵器が出土した。

もう一層は、この上位に間層（第１０、１３～１７層）

を挟み堆積し、山側斜面と石塁との間の窪みを充填す

る層で、中世土器を包含している。

石塁の基盤には盛土が認められ、小さな安山岩を

含む砂及び礫混じりのシルト層で、比較的細かな層状

に積み上げられている。ただし、この盛土はその後の

２５、２９年度の調査で確認されているものよりもか

なり分厚い堆積土として認識できた。石積みの崩落の

可能性から根石との関係が明確にできていないため、

判断が難しいが、一部は石積みの根固めの埋め戻し土

である可能性も想定しておきたい。ただ、２５、２９

年度の調査でも、同様な土が造成土として認められて

おり、基本的には同様な構造であった可能性がある。

また、城壁は北から南へとかなり傾斜しており、谷側

（城門推定地）に向かって階段状に根石が下っていくも

のと考えられ、段差が生じるような箇所で、当該箇所

のような盛土のように丁寧な手当が行われている可能

性も想定できるであろう。

地山層は山側の斜面に向かって成形されたように水

平を意識した傾斜となり、石塁側では地形に沿って下

降している。山側は急傾斜となっており、一定程度の

地形の切岸状に成形が行われているものと考えられる。

い）遺構（第４０～４２図）

●城壁遺構

　当該箇所は、石積みの遺存状況が最も良い。幅５０

㎝程の石材が最も大きく、多くは４０㎝未満の比較的

小ぶりな石材を用いて石積みがなされている。石材の

多くは、最大幅を横方向に用いており、小ぶりな石材

の使用とともに、石積み基本型（高松市教育委員会

2016）を確認でき、古代山城に特徴的な石積みのあり

方を確認できる。また、石積みのラインは２５、２９

年度調査で確認された埋没していた石積みとともに一

直線上に位置しており、本来の城壁の位置を比較的留

めているものと考えられる。

　ただ、一見すると残存状況は良く見えるものの、実

際には両側の崩落により変形もしている。部分的な見

え方でもあるので、即断はできないが、細かな石材を

用いて隙間を埋めるように見える点は、古代山城の石

積みとしてはやや違和感があり、後世の改変等を想定

しておく必要もあるかもしれない。

　既述のとおり、根石周辺は検出していないため、詳

細な構造については明らかにできていない。埋没して

いた範囲の石積みは城内側へと突出しており、下半は

控え積みのような状況で、上半の勾配は約７５°で、勾

配が大きく異なる。２５、２９年度に検出した埋没石

積みはいずれも変形はしながらも垂直に近い勾配を維

持していたことからも、異なる積み方若しくは変形の

仕方であることは明らかであろう。どのような経緯に

よるものかは即断できないが、かなり変容していると

言えるであろう。

　また、根石部分は石積みに向かって右半分が造成土

によって構成されており、谷側（城門側）に向かって、

階段状に根石が低くなっている可能性が想定される。

造成を行っているものの、面的に平坦面を造成するの

ではなく、階段状に平場を造成した可能性が想定され

る。

●溝状遺構

水平堆積した地山層と盛土層との間に昭和５５年度

の調査でも確認している幅約１．５m、深度０．３～０．

４mの溝状を呈する遺構を確認した。位置関係から排

水溝や通路等の可能性が考えられたが、検出範囲が狭

小なため特定はできなかった。ただ、いずれにしても、

往時の地山面が現在の地表面から約１．６m下である

ことが判明し、後世の堆積作用によって大規模に遺構

が埋積してしまったことが明らかとなった。現存する

石積みであっても、１．５m程の高さがあり、さらに、
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同等の深さがあることから、溝状遺構の底からすれば

石積み天端との間に３mを超える高低差があったこと

になる。

③そのほか

トレンチ南西隅において、石積みらしき石材を検出

しているが、大半がトレンチ北壁でみられる盛土層を

切り込んでいること、現状の石塁が南側で大きく崩れ

ていることから判断すると、石塁の一部が崩落した状

態で埋没したものと推定される。

う）出土遺物（第４２図）

遺物は、地山層のほぼ直上で出土した須恵器平瓶が

あり、器形から７世紀後半のものと考えられる。最終

埋没時の中世土器については土師器皿・鍋類の小片が

多く、昭和５５年度の調査結果と同様な状況となって

いる。

【地山直上】

１７は既述した地山直上から出土した須恵器の平

瓶である。肩部の稜線は認められるが、やや弱く、７

世紀後半頃と考えられる。底部外面は、ヘラ切りの後

にナデによって調整しており、帯状に未調整部分が認

められる。ヨコナデによって丁寧に整形する。灰白色

を呈し、非常に精良な胎土である。

【第２層】

１８は土師質土器の足釜の口縁部である。口縁部の

形状から佐藤分類の B類と考えられる。内面は横方向

の刷毛目調整で整えている。色調は淡黄橙色で、白色

砂粒を多量に含む。わずかに煤が付着している。１３

世紀後半頃のものと考えられる

【第３層】

１９は土師器の土釜の口縁部片である。表面はナデ

調整で仕上げる。口縁部を成形後、タガの部分は、粘

土を折り曲げることで成形しているものと考えられる。

色調は淡黄褐色を呈し、白色砂粒、茶色砂粒、雲母を

多量に含む。２０は土師質土器の土鍋の口縁部片であ

る。口唇部をヨコナデによって整形している。淡橙褐

色を呈し、白色砂粒、雲母を多量に含む。いずれも

１０世紀後半から１１世紀前半と考えられる。

【昭和５５年度トレンチ埋土】

２１は土師質土器の小皿で、いわゆるかわら投げに

使用されるかわらけである。底部外面はナデ調整によっ

て仕上げている。２４は土師器の椀若しくは杯と考え

られるものである。明橙褐色を呈し、白色砂粒を含む

が、精良な胎土である。器面は磨滅しているが、外面

は凹凸が認められる。２２は土師器の杯である。ヨコ

ナデによる整形で、底部はヘラ切りである。淡茶褐色

を呈する。２３は弥生土器の甕の口縁部片と考えられ

る。内面は粗い刷毛目調整が認められる。外面は煤が

付着し、胎土は白色砂粒と角閃石を多量に含む。２５

は土師質土器の足釜の脚部である。表面にはナデつけ

による痕跡が明瞭に残る。白色砂粒を多量に含み、淡

黄褐色を呈する。

【表採・出土位置不明】

２６は土師質土器の足釜の脚部である。明茶褐色を

呈し、白色砂粒を多量に含む。

２８は土師器の杯である。ナデ調整によって整形

し、底部外面には板状圧痕が残る。淡黄灰褐色を呈し、

２７は龍泉窯系青磁の椀で、外面には鎬連弁が施され

ている。小片のため詳細は不明であるが、Ⅱ類であれ

ば、１３世紀前半である。

③小結  

昭和５５年度の調査時には、地山面まで確認されて

いたものの、城内側の平坦面までは調査が及んでいな

かった。今回の調査で、トレンチの掘削を地形の傾斜

変化点まで実施することで、城壁と背面の斜面地の間

に平坦面が存在することが確認でき、その地山直上か

ら平瓶が出土した。また、城壁の内側の石積みが残存

している状況から、明確な夾築（両壁式）構造であっ

たこと、城内側の往時の姿は、現地形とかけ離れてお

り、土砂がかなり埋積してしまっていることも明らか

になった。同時に、現地表面に認められる城壁の石材

の多くは、城内が土砂等で埋積した後に崩落したとい

うことも明確になった。

遺物は平瓶を除けば、基本的には埋積した土中から

の出土であるが、出土遺物は、弥生時代後期後半、７

世紀後半、１０世紀後半から１１世紀前半、１３世紀

前後、近世以降のものが認められ、当該地周辺の土地

利用時期は複数ある。特に、平瓶が地山面から出土し

たこと、それ以降の遺物はそれよりも上位層から出土

することから、今回確認した城内側の構造が機能して

いた時期は７世紀後半以降ということが明らかとなっ

た。これは石塁と呼ばれてきた城壁遺構が当該期に構

築されたことを裏付けるものである。加えて、次に注

目されるのが、かなり埋積した段階にあたる、１３世

紀前半から１４世紀にかけての段階である。利用目的

は不明であるが、当該地に何等かの形で再利用されて

おり、特に煮沸具・中国陶磁器が持ち込まれている点

は注目される。
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b）平成２２年度（第４０・４３・４４図）

①調査の目的と方法

　２２年度の調査では、２１年度のトレンチを、城壁

を横断して、城外側へと延長させ、城壁構造並びに城

外側の構造（石積みの有無）等を把握することを目的

として実施した。

②調査成果

あ）基本層序（第４３図）

　表土（Ａ層）を取り除く、基本的には城壁天端以下

は城壁の盛土部分で、１６～２０㎝程度の層状に盛土

（Ｄ層）が確認できる。城外側は城壁が崩落して崩れた

土（Ｂ、Ｃ層の一部）の下に確認できたＣ－ 10～ 14

層は水平堆積をしており、城壁の盛土の可能性がある。

い）遺構（第４３・４４図）

現状では、城外側法面及び天端については、石を築

く箇所は認められず土を基調とした表層となっている。

壁面の崩落が考えられる外側の法面の角度は４０°前

後、天端の西端から約４．５mの地点でさらに緩斜面と

なり、この裾部で２４°前後となる。城壁天端の調査の

結果、城壁部分は既述のとおり、安山岩を多量に含む

シルト質細砂や粘土による層状の盛土により構築され

ていることが明らかとなった。下方につれ安山岩が目

立つようになり、平面的には３面において石材が層状

に認められた。

城外側の法面の掘削においては、城壁外壁の遺存状

況は明確にならなかった。堆積状況については、天端

肩部で変化し水平堆積が見られなくなり、表土及び流

土の下に石を基調とする土石の堆積を確認したが、石

垣状に築かれたものは確認できなかった。また、現況

の裾部に相当する傾斜の変換地点では大振りの安山岩

が多数認められるが、外壁の基底に相当しうるもので

はない点も明らかで、さらに埋没しているか、崩れて

しまった可能性がある。ただ、その中で、石積み想定

箇所やその外側に大型の石材が集積している点は重要

で、この城壁が障壁となって山側からのこれらの石材

の供給は想定できないことから、これらの石材は明ら

かに城外側の石積みを構築していた石材と言える。　

そのため、遺構としては遺存状況は良くないが、城壁

内部の堆積範囲、集積する大型の石材の範囲から城壁

の規模はおおむね想定することができる。同時に、こ

れらの石材の状況から、当時の城壁は石積みによる夾

築構造であったことは明らかであろう。

う）出土遺物（第４４図）

掘削に伴う出土遺物は、城外法面の流土層から中世

土器が少量あったのみで、図化できるものはなかった。

城門推定地とされる箇所で表採されたものが、２９で

ある。土師質土器の足釜の口縁部の破片である。口縁

部はナデ調整によって仕上げる。淡灰茶褐色を呈する。

佐藤分類の B類で、１３世紀後半のものと考えられる。

城壁外法面トレンチからは土師器の杯（３０・３１）

の破片が出土した。２点ともヨコナデによって整形し、

器壁が薄い。淡黄灰色を呈し、茶褐色砂粒、白色砂粒

を含む。底部にはヘラ切り痕跡が確認できない。

出土遺物は１３世紀後半の年代である。石積み石材

崩落後の埋没年代を示す可能性がある。

③小結

平成２１、２２年度の調査により、少なくとも屋嶋

城跡と同時期の城壁遺構であることは明らかになり、

その内部構造も城門地区で認められた土石を用いたも

ので、構造的に類似性が認められる。ただし、山腹と

いう立地から、盛土に用いられる土は花崗岩の風化土

をベースとし、安山岩を含む土で、いわゆる崩積土起

源のものである点は重要である。

以上の成果の一方で、これまで、遺構の通称として

「浦生の石塁」が用いられてきたが、構造的に石塁と

言い難くなった。本来的には、この遺構により屋嶋城

跡として国指定史跡を受けた経緯をもつが、関野氏が

想定した抱谷式の城壁構造となる可能性は想定しづら

いことから、屋嶋城跡の一部と位置づけられるものの、

区別して、２２年度以降、浦生地区として呼称するこ

ととなった。

３）城内の緩斜面部の調査
a）平成２３年度（第４５図）

①調査の目的と方法

トレンチ設定箇所は、２１年度トレンチの山側でわ

ずかに緩斜面となっている箇所である。２１年度の調

査では、城壁背面（城内側）の斜面地を削平した状況

が確認でき、出土遺物が削平した面の上位に当たる斜

面地に由来する可能性が想定されていた。そのため、

城壁背面の断面構造についての資料を蓄積するととも

に、城内側における遺構の所在確認を行うことを目的

として、２１、２２年度の調査トレンチを城内側に延

長する位置関係でトレンチを設定し、調査を実施した。

調査はすべて人力により実施し、調査後は養生し、埋
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同等の深さがあることから、溝状遺構の底からすれば

石積み天端との間に３mを超える高低差があったこと

になる。

③そのほか

トレンチ南西隅において、石積みらしき石材を検出

しているが、大半がトレンチ北壁でみられる盛土層を

切り込んでいること、現状の石塁が南側で大きく崩れ

ていることから判断すると、石塁の一部が崩落した状

態で埋没したものと推定される。

う）出土遺物（第４２図）

遺物は、地山層のほぼ直上で出土した須恵器平瓶が

あり、器形から７世紀後半のものと考えられる。最終

埋没時の中世土器については土師器皿・鍋類の小片が

多く、昭和５５年度の調査結果と同様な状況となって

いる。

【地山直上】

１７は既述した地山直上から出土した須恵器の平

瓶である。肩部の稜線は認められるが、やや弱く、７

世紀後半頃と考えられる。底部外面は、ヘラ切りの後

にナデによって調整しており、帯状に未調整部分が認

められる。ヨコナデによって丁寧に整形する。灰白色

を呈し、非常に精良な胎土である。

【第２層】

１８は土師質土器の足釜の口縁部である。口縁部の

形状から佐藤分類の B類と考えられる。内面は横方向

の刷毛目調整で整えている。色調は淡黄橙色で、白色

砂粒を多量に含む。わずかに煤が付着している。１３

世紀後半頃のものと考えられる

【第３層】

１９は土師器の土釜の口縁部片である。表面はナデ

調整で仕上げる。口縁部を成形後、タガの部分は、粘

土を折り曲げることで成形しているものと考えられる。

色調は淡黄褐色を呈し、白色砂粒、茶色砂粒、雲母を

多量に含む。２０は土師質土器の土鍋の口縁部片であ

る。口唇部をヨコナデによって整形している。淡橙褐

色を呈し、白色砂粒、雲母を多量に含む。いずれも

１０世紀後半から１１世紀前半と考えられる。

【昭和５５年度トレンチ埋土】

２１は土師質土器の小皿で、いわゆるかわら投げに

使用されるかわらけである。底部外面はナデ調整によっ

て仕上げている。２４は土師器の椀若しくは杯と考え

られるものである。明橙褐色を呈し、白色砂粒を含む

が、精良な胎土である。器面は磨滅しているが、外面

は凹凸が認められる。２２は土師器の杯である。ヨコ

ナデによる整形で、底部はヘラ切りである。淡茶褐色

を呈する。２３は弥生土器の甕の口縁部片と考えられ

る。内面は粗い刷毛目調整が認められる。外面は煤が

付着し、胎土は白色砂粒と角閃石を多量に含む。２５

は土師質土器の足釜の脚部である。表面にはナデつけ

による痕跡が明瞭に残る。白色砂粒を多量に含み、淡

黄褐色を呈する。

【表採・出土位置不明】

２６は土師質土器の足釜の脚部である。明茶褐色を

呈し、白色砂粒を多量に含む。

２８は土師器の杯である。ナデ調整によって整形

し、底部外面には板状圧痕が残る。淡黄灰褐色を呈し、

２７は龍泉窯系青磁の椀で、外面には鎬連弁が施され

ている。小片のため詳細は不明であるが、Ⅱ類であれ

ば、１３世紀前半である。

③小結  

昭和５５年度の調査時には、地山面まで確認されて

いたものの、城内側の平坦面までは調査が及んでいな

かった。今回の調査で、トレンチの掘削を地形の傾斜

変化点まで実施することで、城壁と背面の斜面地の間

に平坦面が存在することが確認でき、その地山直上か

ら平瓶が出土した。また、城壁の内側の石積みが残存

している状況から、明確な夾築（両壁式）構造であっ

たこと、城内側の往時の姿は、現地形とかけ離れてお

り、土砂がかなり埋積してしまっていることも明らか

になった。同時に、現地表面に認められる城壁の石材

の多くは、城内が土砂等で埋積した後に崩落したとい

うことも明確になった。

遺物は平瓶を除けば、基本的には埋積した土中から

の出土であるが、出土遺物は、弥生時代後期後半、７

世紀後半、１０世紀後半から１１世紀前半、１３世紀

前後、近世以降のものが認められ、当該地周辺の土地

利用時期は複数ある。特に、平瓶が地山面から出土し

たこと、それ以降の遺物はそれよりも上位層から出土

することから、今回確認した城内側の構造が機能して

いた時期は７世紀後半以降ということが明らかとなっ

た。これは石塁と呼ばれてきた城壁遺構が当該期に構

築されたことを裏付けるものである。加えて、次に注

目されるのが、かなり埋積した段階にあたる、１３世

紀前半から１４世紀にかけての段階である。利用目的

は不明であるが、当該地に何等かの形で再利用されて

おり、特に煮沸具・中国陶磁器が持ち込まれている点

は注目される。
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め戻した。

②調査成果

あ）基本層序（第４５図）

　表土（第１層）の下に、砂礫混じりの粘質のあるシ

ルト層（第２層）が堆積しており、崩落石と考えられ

る安山岩を含んでいる。それらの含有状況で分層がで

きる。その下位にあたる黄褐色粘質土（花崗岩風化土：

第３層）があり、地山面と考えられる。安山岩を含む

場合（第６・７層）があり、いわゆる崩積土と呼ばれ

る屋島の斜面を形成している土層である。基本的には、

この崩積土が地盤となって遺構が形成されていると考

えられる。

い）遺構（第４５図）

全体的に緩斜面を呈するものの、平坦面を造成する

ような行為は認められず、遺構も確認できなかった。

また、地山面までに、大小様々な礫（安山岩）を含む

堆積層が確認でき、層の厚みが８０㎝となる箇所もあっ

た。崩積土の上層は城壁内部と同様に、山頂部からの

大量の土砂によって斜面部もある程度覆われているこ

とが明らかとなった。

地山面の直上では、わずかに炭化材を確認した。こ

れは城門地区でも認められたもので、築城時の伐採な

どに伴う野焼きを示す可能性も想定できるが、時期は

不明である。

う）出土遺物（第４５図）

古代以降と考えられる土師器の杯が１点出土したも

のの、２１年度調査で確認されたようにまとまって遺

物が出土する状況は認められなかった。

３２は土師器の杯の口縁部の小片である。

③小結

今回の城壁背面の斜面部の調査では、人工的な造成

面などは確認できなかった。また、土砂が比較的厚く

堆積していることも判明した。既述したレーザー測量

による平面図では明確な平坦面は見い出せない。それ

よりも、城内側からみた場合、城壁と当該地の間の空

間には明確な段差があり、当時の構造を反映している

可能性が想定される。当該地の調査を行う場合、面的

な調査が必要であり、今後の課題である。

４）城門推定地の調査：平成２４・２５年度
a）平成２４年度（第４６～４８図）

①調査の目的と方法

多くの古代山城で城門が確認された箇所の特徴と類

似した城壁内の窪地が、昭和５５年度の調査時に確認

されていた石積みの南側で認められ、当該地周辺に城

門が所在する可能性が以前より指摘されていた。その

ため、５５年度に確認されていた石積みが分断されて

いる箇所周辺を城門の北側の隅角部周辺と想定して、

その石積みに対して直交するようにトレンチを設定し、

城門に伴う門道部側壁の石積みの確認を目指して実施

した。調査はすべて人力により実施し、調査後は養生し、

埋め戻した。

②調査成果

あ）基本層序（第４８図）

　腐葉土（第１層）の下に、表土（第１層）があり、

さらにその下位に黄褐色のシルト質粘質土（第３層）

が比較的厚く堆積している。特に、第３a層は、５～

１０㎝程度の安山岩を含み、集石を覆うように水平に

堆積しており、石積みの背面の盛土を構成している。

ただし、細かな層状盛土ではない。また、城内側の石

積みが途切れる場所の東側（山側）では、さらに城内

側へと延びるように見え、後述する城内側の石積みと

の関係が不明確であるが、城壁の構造などについて考

える上では今後重要になる土と言える。さらにその下

位に集積された安山岩（幅２５～３０㎝程度）の層が

確認でき、城壁の構築層（第４層）と考えられる。

　城内側と城外側で地山層と考えられるにぶい黄色若

しくは黄褐色のシルト質粘質土（第６・１０層）を確

認した。双方の標高差が約２．１mあり、城外側に向かっ

て地山は下っており、第４層は城外側に向かって厚み

を増す（深くなる）と考えられる。

い）遺構（第４７図）

門道を明確に示す石積み、遺構は確認できなかった。

昭和５５年度に確認された石積みの南側は一部崩落石

を除去することで、根石と思われる石がわずかに確認

できたものの、石積みが残存する状況は確認できず、

崩落が著しい。ただし、大型の石材が城外側に認めら

れ、これらが、石積みを構成していたものと考えられる。

また、調査の目的であった、この石積みに対して垂直

方向に延びる門道側壁を構成する石積みや痕跡として

の列石などは確認できなかった。

ただ、これに対して、城外側の石積みに平行する城

内側の新たな石積みを確認した。内外に残存する石積

みの天端はほぼ同じ標高で、それぞれは城壁の内外を

構成する石積みと考えられる。北側の石材はやや小ぶ
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め戻した。

②調査成果

あ）基本層序（第４５図）

　表土（第１層）の下に、砂礫混じりの粘質のあるシ

ルト層（第２層）が堆積しており、崩落石と考えられ

る安山岩を含んでいる。それらの含有状況で分層がで

きる。その下位にあたる黄褐色粘質土（花崗岩風化土：

第３層）があり、地山面と考えられる。安山岩を含む

場合（第６・７層）があり、いわゆる崩積土と呼ばれ

る屋島の斜面を形成している土層である。基本的には、

この崩積土が地盤となって遺構が形成されていると考

えられる。

い）遺構（第４５図）

全体的に緩斜面を呈するものの、平坦面を造成する

ような行為は認められず、遺構も確認できなかった。

また、地山面までに、大小様々な礫（安山岩）を含む

堆積層が確認でき、層の厚みが８０㎝となる箇所もあっ

た。崩積土の上層は城壁内部と同様に、山頂部からの

大量の土砂によって斜面部もある程度覆われているこ

とが明らかとなった。

地山面の直上では、わずかに炭化材を確認した。こ

れは城門地区でも認められたもので、築城時の伐採な

どに伴う野焼きを示す可能性も想定できるが、時期は

不明である。

う）出土遺物（第４５図）

古代以降と考えられる土師器の杯が１点出土したも

のの、２１年度調査で確認されたようにまとまって遺

物が出土する状況は認められなかった。

３２は土師器の杯の口縁部の小片である。

③小結

今回の城壁背面の斜面部の調査では、人工的な造成

面などは確認できなかった。また、土砂が比較的厚く

堆積していることも判明した。既述したレーザー測量

による平面図では明確な平坦面は見い出せない。それ

よりも、城内側からみた場合、城壁と当該地の間の空

間には明確な段差があり、当時の構造を反映している

可能性が想定される。当該地の調査を行う場合、面的

な調査が必要であり、今後の課題である。

４）城門推定地の調査：平成２４・２５年度
a）平成２４年度（第４６～４８図）

①調査の目的と方法

多くの古代山城で城門が確認された箇所の特徴と類

似した城壁内の窪地が、昭和５５年度の調査時に確認

されていた石積みの南側で認められ、当該地周辺に城

門が所在する可能性が以前より指摘されていた。その

ため、５５年度に確認されていた石積みが分断されて

いる箇所周辺を城門の北側の隅角部周辺と想定して、

その石積みに対して直交するようにトレンチを設定し、

城門に伴う門道部側壁の石積みの確認を目指して実施

した。調査はすべて人力により実施し、調査後は養生し、

埋め戻した。

②調査成果

あ）基本層序（第４８図）

　腐葉土（第１層）の下に、表土（第１層）があり、

さらにその下位に黄褐色のシルト質粘質土（第３層）

が比較的厚く堆積している。特に、第３a層は、５～

１０㎝程度の安山岩を含み、集石を覆うように水平に

堆積しており、石積みの背面の盛土を構成している。

ただし、細かな層状盛土ではない。また、城内側の石

積みが途切れる場所の東側（山側）では、さらに城内

側へと延びるように見え、後述する城内側の石積みと

の関係が不明確であるが、城壁の構造などについて考

える上では今後重要になる土と言える。さらにその下

位に集積された安山岩（幅２５～３０㎝程度）の層が

確認でき、城壁の構築層（第４層）と考えられる。

　城内側と城外側で地山層と考えられるにぶい黄色若

しくは黄褐色のシルト質粘質土（第６・１０層）を確

認した。双方の標高差が約２．１mあり、城外側に向かっ

て地山は下っており、第４層は城外側に向かって厚み

を増す（深くなる）と考えられる。

い）遺構（第４７図）

門道を明確に示す石積み、遺構は確認できなかった。

昭和５５年度に確認された石積みの南側は一部崩落石

を除去することで、根石と思われる石がわずかに確認

できたものの、石積みが残存する状況は確認できず、

崩落が著しい。ただし、大型の石材が城外側に認めら

れ、これらが、石積みを構成していたものと考えられる。

また、調査の目的であった、この石積みに対して垂直

方向に延びる門道側壁を構成する石積みや痕跡として

の列石などは確認できなかった。

ただ、これに対して、城外側の石積みに平行する城

内側の新たな石積みを確認した。内外に残存する石積

みの天端はほぼ同じ標高で、それぞれは城壁の内外を

構成する石積みと考えられる。北側の石材はやや小ぶ
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りで、南に向かって石積みが高く（根石が深く）なる

ようで、次第に石も城外側と同様に４０～６０㎝程度

の大きさの石材となる。ただし、城内側の石積みは多

くの古代山城の場合、城外側に比べて小ぶりになる傾

向があり、当該石積みの石材も同様な傾向が認められ、

城外側に比べるとやや小ぶりである。

２４年度の調査区では、確認された石積みが南側の

城壁に連続するか、門道を構成するかを判断できなかっ

た。また、この石積みに挟まれた部分、すなわち城壁

の内部を構成する部分は多くの石材が確認でき、人頭

大の（２０～３０㎝程度）の安山岩が非常に粗く集積

されたような状況で充填されており、基本的に水平に

設置したような状況であるが、石材の方向は一定の規

則性は認めれず、石積み部分と明らかに設置の意識に

差異が認められる。

城壁の断割りは行わなかったため、この集積された

石材がどの程度用いられているかは判断できないが、

地上の傾斜から城外側は厚くなると考えられる。山上

の城門地区の城壁構造（高松市教育委員会 2016）と

比較すると上記の３a 層は盛土層に対応し、第４層は

土石層に対応する可能性があり、重要な成果を得るこ

とができた。当該地の調査で確認された石積みの石材

と城壁内部の構築材と考えられる石材には、大きさに

明確な違いが認められ、石を使い分けている状況も確

認することができた。

う）出土遺物

図化できる遺物はないが、これらの遺構を覆ってい

た埋土は中世と考えられる土師質土器の小片を包含し

ており、この時期に埋没した可能性が高い。

③小結

調査目的であった城門は確認できなかったが、５５

年度に確認した石積みに平行する城内側の新たな石積

みを確認することができた。また、城壁内部の石積み

の北側では地山を確認することができ、周辺の地形を

どの程度、改変しているか、さらには確認した石積み

が城内側の石積みとどのような関係性にあるかを確認

するため、引き続き、２５年度に調査を実施すること

とした。

b）平成２５年度（第４６・４９～５１図）

①調査の目的と方法

　２４年度の調査に引き続き、確認した城門推定地の

城外石積みに対して平行する城内側の石積みがどのよ

うに展開するかを確認するためにトレンチを設定し、

城壁の状況及び城門等の遺構の所在確認を行うことを
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【城外石積み周辺集石撤去前】

【城外石積み周辺集石撤去後】
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目的として調査を実施した。また、城内側の地形を確

認するため、２４年度に確認した石積みに対して垂直

方向にトレンチを設定して掘削を行った。調査はすべ

て人力により実施し、調査後は養生し、埋め戻した。

②調査成果

あ）基本層序（第５０・５１図）

　第５１図の断面⑤⑦からみると調査区周辺は北から

南へと大きく傾斜していることが理解できる。表土は

腐葉土（第１層）で、その下位に褐灰色の砂礫混じり

土（第２層）、にぶい黄褐色砂質土（第３層）が覆って

いる。なお、城内側の基本的な石積みを覆う土は、第１・

２層であるが、２４年度の調査時に確認した土との関

係は、一部が削平され、露出している点、２４年度の

土層確認箇所が石積みよりも北側であった点から確認

できなかった。

さらに、その下層には灰黄褐色砂礫混じり土（第４

層）、同様な土で礫が少ない第５層が堆積している。こ

の第４層からは１９世紀以降の陶磁器片が出土してお

り、上層については２００年ほどの間に堆積したもの

と考えられる。第５層は、石積みで厚く堆積し、城内

側にかけて堆積が薄くなる。さらにその下位に、黒褐

色砂礫混じり土、褐灰色砂礫混じり土などで構成され

る第６層が堆積している。断面⑦のように、第６e層

には大型の石材を包含しており、城内側が一定程度、

埋積した後に、石積みが一定程度崩落し、さらに埋積

が進んだものと考えられる。後述するように５層以下

については、年代を決める遺物は出土していない。第

４層～第６層については、土質は異なるものの、比較

的類似したやや黒ずんだ色調の花崗岩起源の土が堆積

している。いずれも南に向かって傾斜しながら堆積し

ている。

　さらに下の地山直上に堆積する炭化材を多量に含む

褐灰色砂礫混じり土（第７層）は、石積みの根石の下

へと入り込み、城壁から城内側に向かって、傾斜地や

窪地を埋めるように、比較的水平に堆積し、谷部に向

かっても一定程度の平坦面を設けながら下っているよ

うに見受けられる。そのため、石積みを行う際の根石

周辺の整地に伴う造成土と考えられる。これは２１年

度に確認された第４１図の第２７～３３層と同様なも

のと考えられる。また、一部が根石よりも高い範囲に

及ぶことから、同様な土を用いて、一定の埋戻しによ

る根固めも行われているものと考えられる。断面⑥の

第６ｆ層も同様な造成である可能性がある。これらの

造成土の城外側の状況については２４年度の調査時に

も確認できていないので、城外側へと同様な造成土が

延びるかは不明である。

地山はにぶい黄褐色粘質土の安山岩を含むもの（第

８層）で、いわゆる崩積土である。この地山自体も北

から南へと傾斜している。

い）遺構（第５０・５１図）

　２４年度に引き続き、門道を明確に示す石積み、遺

構は確認できなかった。調査の結果、２４年度に確認

した城内側の石積みは南側の城壁に向かって延びてい

ることが明らかとなり、埋没している範囲においても、

変形しながらも城壁が良好に残っていることも明らか

になった。そのため、経年的な堆積作用によって城内

側が埋まり高くなったことで、大雨時等に城内側から

の水みちが形成され、城壁の一部が流出したことで、

当該調査地の窪みは形成されたものと考えられる。

石材は、最大幅４０㎝で、多くはそれより小さいも

のである。石積みは小ぶりの横長の石材が使用して、

石積み基本型（高松市教育委員会 2016）で積まれて

いる。石積みの保存のため、石積み間の土は最小限の

除去とし、上部の状況に応じて、無理な検出は行って

いない。

城外側の現存する石積みと今回の調査で明確となっ

た石積みの距離は、上端部で約７．５mである。現存す

る石積みの上部にさらに石積みが築かれていたかは不

明であるが、城壁は斜面地に築かれているため、南側

（谷側）に向かうに従い、上部に築かれていた石積みが

あったと推測される。現状では、最北部（最上部）は

１石程度で、南に下るに従って石積みの段が増えてい

き、確認できた範囲の最南部では高さ約１．４mの石積

みが残っていた。以上のことから、城壁は低い方から

山側に向かって地形に擦り付けているものと考えられ

る。南側に行くほど、大きく孕んでおり、石積みが城

内側へ大きく変形している。石積みの根石部分は先の

造成土（第７層）の上に非常に小さな石で積んでおり、

その上部にもあまり大きな石材を用いていない点も明

らかとなり、２１年度調査を追認することができた。

また、最北部の根石の北側（山側）には掘り込みが確

認でき、造成土は根石の城内側でも確認できることか

ら、①まず、地山を掘り込み、②根石を設置しながら、

造成も必要に応じて行い、さらに③根石の前面（城内

側）を埋め戻すという順序で施工されたと考えられる。

そのため、造成土と根石の城内側の土の見分けがつか

ないものと判断される。既述の２１年度の調査では根
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石と造成土の関係は明確にできていないが、根石を据

える際、地山の上に造成を行った後に石積みを行うと

いう点は共通しており、この点は城門地区の石積みの

あり方と異なる点である。しかし、褐灰色砂礫混じり

粘質土は比較的広範囲に認められることから、同様な

土を用いて、造成を行ったものと考えられる。

また、２４年度に確認していた石積みに挟まれた部

分、すなわち城壁の内部を構成する部材は、人頭大の

（２０～３０㎝程度）安山岩で非常に粗く集積したよう

な状況であった。基底部までの断ち割りは行わなかっ

たため、この集積された石材がどの程度用いられてい

るかは判断できないが、山上の城門地区の城壁構造な

どと比較を行える重要な成果を得ることができた。今

回確認できた石積みの石材と城壁内部の構築材と考え

られる石材には、明らかにサイズに違いが認められ、

石を使い分けている状況も確認することができた。

う）出土遺物（第５０図）

　城内側に設定した東西方向のトレンチ及び石積みに

平行したトレンチから土師質土器の小片が数点出土し

たが、時期決定をできる遺物はなかった。第４層及び

その上層から３３は須恵器甕の体部片で、外面は平行

叩き、内面はナデ調整によって仕上げている。３４は

１９世紀後半以降と考えられる端反椀である。

③小結

　調査目的であった城門の存在が否定されたと同時に、

城壁内側に埋没している石積みが良好に残っているこ

とが判明した。このことによって、城内側の城壁周辺

に散在している大型石材の多くは、城内が埋積した後

に、崩落した石積みの石材であることも明らかとなっ

た。第４層の出土土器の年代からも、比較的近年まで、

石積みが良好に残存していた可能性が高い。石積みの

残存状況は、一定程度石積みが埋没したことによって

生じたものと考えられる。

また、２５年度の調査によって、城壁は北から南へ

と下る地形（地山）に擦り付けていることが判明し、

雉城と考えられる物見台と呼ばれている箇所とどのよ

うに接続するのか、雉城のさらに北側の谷部までの間

に城壁があるのか、さらには、関野貞氏推定の城壁の

有無などに関する検討の必要性が高まった。いずれに

しても、城内側については、地形に擦り付けており、

地形を取り込んで、城壁を構築していることは明らか

となった。

５）雉城部の調査：平成２６～２８年度

a）平成２６年度（第５２～５４図）

①調査の目的と方法

当該箇所は、昭和５５年度においても、表土を除去

することで、人工的に作り出された平坦面であること、

石積みの崩落が著しい点が明らかにされた箇所であっ

た。

２４、２５年度の調査によって城壁が物見台と呼ば

れている張出部へどのように延伸するかが課題となっ

た。そのため、この雉城と考えられる物見台（張出部）

の構造と城壁との関係を主な主題として調査を行うこ

ととした。調査は、周辺測量を行った後、トレンチを

２箇所に設定した。掘削は人力で行い、調査後は養生し、

埋戻した。

②調査成果

あ）基本層序（第５４図）

　第１トレンチは流出が著しく、表土（黒褐色粘質シ

ルト：第１層）直下に、構造物が確認できる。第２ト

レンチは、表土が流出しており、にぶい黄褐色粘質シ

ルト（第２層）が堆積し、後述する石積み状に見える

石材を覆っている。石積みの背面の盛土もほぼ同質同

色の土で現状では含有物における差異しか認められな

い。さらに一段下がった箇所では地山起源のにぶい黄

褐色（やや明るい）のやや粘質及び湿潤な粘質シルト

（第３層）が堆積している。いずれも、流出作用の大き

な場所であり、基本的には構築されていたもの（遺構）

の残存部分を確認したもので堆積土ではないと考えら

れる。

　地山はにぶい黄褐色粘質シルトで安山岩及び風化礫

を多量に含み、しまりが強い。

い） 遺構（第５３・５４図）

第１トレンチ

調査前から城内側へと石面を揃えて設置しているよ

うな石列状の構築物が確認できたため、平面測量を実

施した後、表土を除去した。その結果、想定以上に集

石した状況が確認されるとともに、概ね南北方向に石

列が築かれていることが明らかとなった。

そのため、２６年度の調査では、集石の測量にとど

め、次年度以降に一部、石材の取上げを行いながら、

調査を実施することとした。

第２トレンチ

調査前から測量及び現地目視によって地形の傾斜
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変換点が確認できた。さらに、この傾斜変換点付近が

２４年度の城壁の外側の石積みを延長した箇所にあた

るとともに、その場所に大型の石材が所在していたた

め、城壁と物見台（張出部）との接続箇所と想定し、

第２トレンチを設定した。

表土の掘削によって、想定していた箇所の石積みは

大きく崩れており、明確な石積み遺構を確認すること

ができなかった。ただし、傾斜変換周辺の石材の直下

で地山と考えられる土を確認したことから、概ね、物

見台（張出部）の根石周辺とみてよいであろう。また、

物見台（張出部）全体で、この根石と同様な高さで傾

斜が変化し、急な勾配となることからも傍証できる。

この傾斜変換点周辺、さらにその下位に大型の石材が

まとまって崩落したような状況で集積していることか

ら、本来は物見台（張出部）の表面は石積みが構築さ

れていたと考えられる。城壁部分と同様な状況であろ

う。

トレンチ上部では、上記の石積み想定箇所から奥側

（北側）に２mほど入った箇所で石積み状の遺構を確認

した。確認できた範囲で約１．３mの高さがある。勾配

はほぼ９０°で城壁が延伸してくる箇所では石積みは崩

落しており、接続状況は確認できなかった。当該調査

では、石積み状遺構の構造については明らかにはでき

なかったが調査当時は下記の４点を想定した。

①テラス状の平坦面を挟んで、物見台（張出部）の

表面は２段の石積みとなっており、確認した石積み状

の遺構は上段側である。

②検出された石積み状遺構は裏込めにあたり、石積

みは崩落している（城門地区の調査等により、石積み

の背面の栗石が石積み状を呈する場合がある。）。

③上段の石積み状遺構が古く、後に拡張した（若し

くは工程差）。

④土層から、遺構を覆っている崩積土が偶然、石積

み状に見える。

遺構の性格、類例等から①は現状では考えにくいが、

今後、調査区を複数箇所で設定し、構造について検討

したが、２７・２８年度の調査によって、④であるこ

とが明らかとなり、盛土材として使用される石材の一

部が石積み状に見えたものと考えるに至った。

う）出土遺物

表土から土師質土器の小片が１点出土したが、年代

を明らかにできるものは出土していない。

③小結

　調査目的であった城壁との接続については明確な遺

構としては確認できなかったが、残存する地形、周辺

の崩落している石材などから概ね推定することができ

た。また、物見台（張出部）の構造を考える上で、石

積み状遺構を確認した。さらに、当遺構の形状及び構

造を明らかにするために、調査方法を検討し、調査を

行っていく必要性が高まった。

b）平成２７年度（第５２・５５～５８図）

①調査の目的と方法

　２６年度の調査時に、城壁の雉城と呼ばれている張

出し部上面に石列を確認したことから、２７年度の調

査では雉城の上面を中心に２箇所にトレンチを設定し

て、雉城の構造把握を目的として調査を実施した。

②調査成果

あ） 基本層序

第１トレンチ（第５７図）

表土（第１層）の下は、にぶい黄橙色の礫混じりシ

ルト（第２層）が堆積している。さらに、第２層に安

山岩を含む土（第３層）、灰黄褐色礫層（第４層）、に

ぶい黄褐色礫層（第５層）が堆積している。第３～５

層の堆積状況から、後述する石積みの城内側には幅１．

５mほどの通路上の空間があることがわかる。また、

東側（山側）をやや掘り込むように空間が確保されて

いることが明らかである。地山（第６～７層）は、に

ぶい黄褐色粗砂混じりシルトでいわゆる崩積土である。

第２トレンチ（第５７図）

　表土（第１層）を除くと、残存している構築材と考

えられる盛土及び石材が確認でき、基本的には堆積は

認められず、流出過程にある状況を示しているものと

考えられる。

第３トレンチ（第５８図）

表土（第１層）、灰黄褐色粗砂やにぶい黄褐色安山

岩を含む土（第２～３層）などの崩積土起源の土で覆

われていた。一部断割りを行ったが、古い段階の崩積

土（第４～８層）によって基盤が形成されており、こ

れは屋島の山麓斜面の基盤を形成している崩積土と考

えられる。

い） 遺構

第１トレンチ（第５６・５７図）

雉城の上部平坦面から西側の斜面部に設置した。調

査の結果、石列が予想された部分で石積み状遺構を確
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変換点が確認できた。さらに、この傾斜変換点付近が

２４年度の城壁の外側の石積みを延長した箇所にあた

るとともに、その場所に大型の石材が所在していたた

め、城壁と物見台（張出部）との接続箇所と想定し、

第２トレンチを設定した。

表土の掘削によって、想定していた箇所の石積みは

大きく崩れており、明確な石積み遺構を確認すること

ができなかった。ただし、傾斜変換周辺の石材の直下

で地山と考えられる土を確認したことから、概ね、物

見台（張出部）の根石周辺とみてよいであろう。また、

物見台（張出部）全体で、この根石と同様な高さで傾

斜が変化し、急な勾配となることからも傍証できる。

この傾斜変換点周辺、さらにその下位に大型の石材が

まとまって崩落したような状況で集積していることか

ら、本来は物見台（張出部）の表面は石積みが構築さ

れていたと考えられる。城壁部分と同様な状況であろ

う。

トレンチ上部では、上記の石積み想定箇所から奥側

（北側）に２mほど入った箇所で石積み状の遺構を確認

した。確認できた範囲で約１．３mの高さがある。勾配

はほぼ９０°で城壁が延伸してくる箇所では石積みは崩

落しており、接続状況は確認できなかった。当該調査

では、石積み状遺構の構造については明らかにはでき

なかったが調査当時は下記の４点を想定した。

①テラス状の平坦面を挟んで、物見台（張出部）の

表面は２段の石積みとなっており、確認した石積み状

の遺構は上段側である。

②検出された石積み状遺構は裏込めにあたり、石積

みは崩落している（城門地区の調査等により、石積み

の背面の栗石が石積み状を呈する場合がある。）。

③上段の石積み状遺構が古く、後に拡張した（若し

くは工程差）。

④土層から、遺構を覆っている崩積土が偶然、石積

み状に見える。

遺構の性格、類例等から①は現状では考えにくいが、

今後、調査区を複数箇所で設定し、構造について検討

したが、２７・２８年度の調査によって、④であるこ

とが明らかとなり、盛土材として使用される石材の一

部が石積み状に見えたものと考えるに至った。

う）出土遺物

表土から土師質土器の小片が１点出土したが、年代

を明らかにできるものは出土していない。

③小結

　調査目的であった城壁との接続については明確な遺

構としては確認できなかったが、残存する地形、周辺

の崩落している石材などから概ね推定することができ

た。また、物見台（張出部）の構造を考える上で、石

積み状遺構を確認した。さらに、当遺構の形状及び構

造を明らかにするために、調査方法を検討し、調査を

行っていく必要性が高まった。

b）平成２７年度（第５２・５５～５８図）

①調査の目的と方法

　２６年度の調査時に、城壁の雉城と呼ばれている張

出し部上面に石列を確認したことから、２７年度の調

査では雉城の上面を中心に２箇所にトレンチを設定し

て、雉城の構造把握を目的として調査を実施した。

②調査成果

あ） 基本層序

第１トレンチ（第５７図）

表土（第１層）の下は、にぶい黄橙色の礫混じりシ

ルト（第２層）が堆積している。さらに、第２層に安

山岩を含む土（第３層）、灰黄褐色礫層（第４層）、に

ぶい黄褐色礫層（第５層）が堆積している。第３～５

層の堆積状況から、後述する石積みの城内側には幅１．

５mほどの通路上の空間があることがわかる。また、

東側（山側）をやや掘り込むように空間が確保されて

いることが明らかである。地山（第６～７層）は、に

ぶい黄褐色粗砂混じりシルトでいわゆる崩積土である。

第２トレンチ（第５７図）

　表土（第１層）を除くと、残存している構築材と考

えられる盛土及び石材が確認でき、基本的には堆積は

認められず、流出過程にある状況を示しているものと

考えられる。

第３トレンチ（第５８図）

表土（第１層）、灰黄褐色粗砂やにぶい黄褐色安山

岩を含む土（第２～３層）などの崩積土起源の土で覆

われていた。一部断割りを行ったが、古い段階の崩積

土（第４～８層）によって基盤が形成されており、こ

れは屋島の山麓斜面の基盤を形成している崩積土と考

えられる。

い） 遺構

第１トレンチ（第５６・５７図）

雉城の上部平坦面から西側の斜面部に設置した。調

査の結果、石列が予想された部分で石積み状遺構を確
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認することができた。この石列は高さ５０～８０㎝に

及ぶ石積み遺構で、直方体を呈する自然石（３０～

５０㎝）を使用している。この石列は物見台（張出部）

の城内側の構築物で、この石積みの城内側（山側）では、

人頭大（１０～３０㎝程度）のやや扁平な石材を丁寧

に集積して設置した状況を確認した。ただし、南側は

非常に小ぶりな石材を用いており、場所によってやや

異なっている印象を受ける。この集石は先の石積みと

山側の斜面との間に形成される断面三角形状の空間を

埋めている。基本層序で述べたように、山側とこの石

積みの間には１．５m ほどの空間が設けられており、そ

の一部が集石で形成されているものと考えられる。

トレンチ南端の断割り調査の結果、他の古代山城同

様に、地山の直上で炭化物を確認することができ、築

城時の野焼きの痕跡と考えられる。これらの集石はそ

の上面に構築されていることから築城時に構築したも

のと想定される。この集石は、斜面部に位置している

ことから、通路状の平坦面の確保や排水機能等を考慮

して敷設された可能性が想定でき、鬼ノ城の角楼背面

において確認されている階段状を呈する石積みの遺構

に類似した機能であった可能性もある。

いずれにしても、城内側に小規模な石積みがあり、

その城内側に１．５m ほどの通路状の空間を設けて、そ

の石積み側を小ぶりな石材を丁寧に敷設しているもの

と考えられる。

第２トレンチ （第５６・５７図）

雉城西側斜面部で石積状を呈する状況を確認してい

たため、外面側の構造についての情報をさらに蓄積す

るために、調査を行った。しかし、表土直下で、盛土

内に石材が多量に含んでいる状況を確認するとともに、

これらが部分的に石積み状を呈したように見えること

を確認した。また、大型の石材が斜面部に転石として

点在しているため、当初はこれらを用いて外面に石積

みを行っていたものと推測されたが、基本的には崩落

してしまっていると判断に至った。いずれにしても、

盛土内にはかなりの石材が使用されており、城門地区

第 58 図 屋嶋城跡浦生地区Ｈ 27-3 トレンチ平面図・断面図（S ＝１／ 80）
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第 57 図 屋嶋城跡浦生地区Ｈ 27 トレンチ立面図（S ＝１／ 60）・断面図（S ＝１／ 60・１／ 120）
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認することができた。この石列は高さ５０～８０㎝に

及ぶ石積み遺構で、直方体を呈する自然石（３０～

５０㎝）を使用している。この石列は物見台（張出部）

の城内側の構築物で、この石積みの城内側（山側）では、

人頭大（１０～３０㎝程度）のやや扁平な石材を丁寧

に集積して設置した状況を確認した。ただし、南側は

非常に小ぶりな石材を用いており、場所によってやや

異なっている印象を受ける。この集石は先の石積みと

山側の斜面との間に形成される断面三角形状の空間を

埋めている。基本層序で述べたように、山側とこの石

積みの間には１．５m ほどの空間が設けられており、そ

の一部が集石で形成されているものと考えられる。

トレンチ南端の断割り調査の結果、他の古代山城同

様に、地山の直上で炭化物を確認することができ、築

城時の野焼きの痕跡と考えられる。これらの集石はそ

の上面に構築されていることから築城時に構築したも

のと想定される。この集石は、斜面部に位置している

ことから、通路状の平坦面の確保や排水機能等を考慮

して敷設された可能性が想定でき、鬼ノ城の角楼背面

において確認されている階段状を呈する石積みの遺構

に類似した機能であった可能性もある。

いずれにしても、城内側に小規模な石積みがあり、

その城内側に１．５m ほどの通路状の空間を設けて、そ

の石積み側を小ぶりな石材を丁寧に敷設しているもの

と考えられる。

第２トレンチ （第５６・５７図）

雉城西側斜面部で石積状を呈する状況を確認してい

たため、外面側の構造についての情報をさらに蓄積す

るために、調査を行った。しかし、表土直下で、盛土

内に石材が多量に含んでいる状況を確認するとともに、

これらが部分的に石積み状を呈したように見えること

を確認した。また、大型の石材が斜面部に転石として

点在しているため、当初はこれらを用いて外面に石積

みを行っていたものと推測されたが、基本的には崩落

してしまっていると判断に至った。いずれにしても、

盛土内にはかなりの石材が使用されており、城門地区

第 58 図 屋嶋城跡浦生地区Ｈ 27-3 トレンチ平面図・断面図（S ＝１／ 80）
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第 57 図 屋嶋城跡浦生地区Ｈ 27 トレンチ立面図（S ＝１／ 60）・断面図（S ＝１／ 60・１／ 120）
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の城壁構造に類似している点は重要である。

第３トレンチ（第５８図）

雉城の北側に続く斜面に位置し、城壁がさらに北に

ある谷へと延伸するかどうかを確認することを目的と

して設定した。調査の結果、城壁、特に石積みなどの

存在を確認することはできなかった。そのため、当該

地と同様な斜面が、さらに北側の斜面に向かって続い

ているものと考えられる。　

う）出土遺物

集石の中から土師質土器の小片が出土したが、時期

決定ができる遺物は出土しなかった。

③小結

今回の調査によって、雉城の城内側に面をもつ石積

み遺構があり、その前面と山の斜面を埋めるように集

石がなされていることが判明し、城内側の構造が明確

になった。さらに、雉城外面は本来、石積みであり、

現在は大規模に崩落していることから、２６年度に確

認した石積み状の構築物は盛土の一部であることが判

明した。第３トレンチの調査で、雉城の北側斜面には

城壁は延伸しない可能性が高いことを確認することが

でき、城壁としては物見台（張出部）までと考えられる。

c）平成２８年度（第５９～６１図）

①調査の目的と方法

２７年度に引き続き、雉城と呼ばれている張出し部

の形状及び構造を確定することを目的に調査を実施し

た。隅丸方形状の物見台（張出部）の北東側、北西側

の２箇所にトレンチを設定して実施した。

②調査成果

あ）基本層序（第５９・６０図）

第１・２トレンチともに表土（第１層）直下及び

落石を含むにぶい黄褐色粘質土を撤去すると石積みが

残っていることが判明した。地山（第４層）はこれま

での調査で確認されている黄褐色を呈するやや粘質及

び湿潤な粘質シルトに安山岩を多量に含むもので、い

わゆる崩積土である。

い ）遺構（第５９・６０図）

第１トレンチ

張出し部の北東側の形状を確認することを目的とし

て設定した。この部分は、大型の石材が近隣に転石し

ていた。調査の結果、根石周辺のみであるが、東西方

向（城外方向）に延びる石列及び１～３段の石積みを

確認することができた。本来の石積みの範囲は明確で

はないが、天端付近であることから、１～１．５mの石

積みがあったものと想定される。石材は５０㎝程度の

石材を横方向に使用し、石積み基本型（高松市教育委

員会 2016）で積まれている。大きなものになると１．

５mを超えるものもある。また、城外側に向かって根

石が低くなることから、次第に石積みの高さは増した

ものと想定される。また、根石については城壁部分と

は異なり、造成土は認められないため、地山に直接的

に石材を設置している。

また、トレンチ中央部において南北方向に細長い石

材を使用した石列とそれが崩れた状況を確認できた。

この石列自体の残存状況は良くないが、２６・２７年

度に確認した城内側の石積みの延長に当たることと、

さらに北、東側へとは延びないことが確認できた。そ

のため、この石積みは物見台（張出部）の城内側の表

面を構築しており、本来は、本調査区で確認した東西

方向の石積みと隅角部を形成していたものと考えられ

る。

第２トレンチ

張出し部の城外側（北西隅部）の形状を確認するこ

とを目的として設定した。確認できる現地形が隅丸方

形状を呈していたことから、物見台（張出部）は方形

（雉城）になることが想定していた。遺構の保存のた

め、城壁周辺は極力掘削を避けたが、調査の結果、第

１トレンチの石積みの延長線状に当たる箇所で、垂直

（南北方向）方向に交わる石積みを確認した。隅角部は

変形しており、当時の状況を示していない可能性があ

るが、４０～６０㎝の石材を用いた石積みを確認する

ことができ、石積み基本型（高松市教育委員会 2016）

であると考えられる。既に崩落が著しく、トレンチ内

部に崩落したものと考えられる石材が多数確認でき、

実際に石積みの残存状況もあまりよくなかった。残存

する天端高さから、本来の高さは城外側で約５．５mと

想定でき、その根石周辺が確認できたものと考えられ

る。残存したわずかな石積みから、本来の形状を推測

することができ、方形の物見台（張出部）であったこ

とが推定できる。

う）出土遺物（第６１図）

　トレンチ調査では遺物は出土しなかったが、３次元

測量のための城壁全体の清掃時に崩落石に混じって採

集されている。

　３５～３７が土師器である。３５は足釜の口縁部、

３６が脚部である。３５は佐藤編年（佐藤 1995）の
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の城壁構造に類似している点は重要である。

第３トレンチ（第５８図）

雉城の北側に続く斜面に位置し、城壁がさらに北に

ある谷へと延伸するかどうかを確認することを目的と

して設定した。調査の結果、城壁、特に石積みなどの

存在を確認することはできなかった。そのため、当該

地と同様な斜面が、さらに北側の斜面に向かって続い

ているものと考えられる。　

う）出土遺物

集石の中から土師質土器の小片が出土したが、時期

決定ができる遺物は出土しなかった。

③小結

今回の調査によって、雉城の城内側に面をもつ石積

み遺構があり、その前面と山の斜面を埋めるように集

石がなされていることが判明し、城内側の構造が明確

になった。さらに、雉城外面は本来、石積みであり、

現在は大規模に崩落していることから、２６年度に確

認した石積み状の構築物は盛土の一部であることが判

明した。第３トレンチの調査で、雉城の北側斜面には

城壁は延伸しない可能性が高いことを確認することが

でき、城壁としては物見台（張出部）までと考えられる。

c）平成２８年度（第５９～６１図）

①調査の目的と方法

２７年度に引き続き、雉城と呼ばれている張出し部

の形状及び構造を確定することを目的に調査を実施し

た。隅丸方形状の物見台（張出部）の北東側、北西側

の２箇所にトレンチを設定して実施した。

②調査成果

あ）基本層序（第５９・６０図）

第１・２トレンチともに表土（第１層）直下及び

落石を含むにぶい黄褐色粘質土を撤去すると石積みが

残っていることが判明した。地山（第４層）はこれま

での調査で確認されている黄褐色を呈するやや粘質及

び湿潤な粘質シルトに安山岩を多量に含むもので、い

わゆる崩積土である。

い ）遺構（第５９・６０図）

第１トレンチ

張出し部の北東側の形状を確認することを目的とし

て設定した。この部分は、大型の石材が近隣に転石し

ていた。調査の結果、根石周辺のみであるが、東西方

向（城外方向）に延びる石列及び１～３段の石積みを

確認することができた。本来の石積みの範囲は明確で

はないが、天端付近であることから、１～１．５mの石

積みがあったものと想定される。石材は５０㎝程度の

石材を横方向に使用し、石積み基本型（高松市教育委

員会 2016）で積まれている。大きなものになると１．

５mを超えるものもある。また、城外側に向かって根

石が低くなることから、次第に石積みの高さは増した

ものと想定される。また、根石については城壁部分と

は異なり、造成土は認められないため、地山に直接的

に石材を設置している。

また、トレンチ中央部において南北方向に細長い石

材を使用した石列とそれが崩れた状況を確認できた。

この石列自体の残存状況は良くないが、２６・２７年

度に確認した城内側の石積みの延長に当たることと、

さらに北、東側へとは延びないことが確認できた。そ

のため、この石積みは物見台（張出部）の城内側の表

面を構築しており、本来は、本調査区で確認した東西

方向の石積みと隅角部を形成していたものと考えられ

る。

第２トレンチ

張出し部の城外側（北西隅部）の形状を確認するこ

とを目的として設定した。確認できる現地形が隅丸方

形状を呈していたことから、物見台（張出部）は方形

（雉城）になることが想定していた。遺構の保存のた

め、城壁周辺は極力掘削を避けたが、調査の結果、第

１トレンチの石積みの延長線状に当たる箇所で、垂直

（南北方向）方向に交わる石積みを確認した。隅角部は

変形しており、当時の状況を示していない可能性があ

るが、４０～６０㎝の石材を用いた石積みを確認する

ことができ、石積み基本型（高松市教育委員会 2016）

であると考えられる。既に崩落が著しく、トレンチ内

部に崩落したものと考えられる石材が多数確認でき、

実際に石積みの残存状況もあまりよくなかった。残存

する天端高さから、本来の高さは城外側で約５．５mと

想定でき、その根石周辺が確認できたものと考えられ

る。残存したわずかな石積みから、本来の形状を推測

することができ、方形の物見台（張出部）であったこ

とが推定できる。

う）出土遺物（第６１図）

　トレンチ調査では遺物は出土しなかったが、３次元

測量のための城壁全体の清掃時に崩落石に混じって採

集されている。

　３５～３７が土師器である。３５は足釜の口縁部、

３６が脚部である。３５は佐藤編年（佐藤 1995）の
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Ｂ類で形状から１３世紀後半と考えられる。粗い刷毛

目調整で仕上げた後、タガの部分を成形している。白

色砂粒のほか、角閃石、雲母等を含んだ非常に粗い特

徴的な胎土である。３７は小片のため、詳細は不明で

あるが、甕の口縁部の可能性が考えられる。３８は鉄

製の焙烙と考えられる。３９・４０は石器で、３９は

やや扁平であるが石斧、４０は安山岩の大型の刃器で

ある。

　いずれも、屋嶋城跡の年代を示すものではないが、

弥生時代中期頃、１３世紀後半頃の当該期周辺の利用

状況を考える上では重要な遺物と言える。

③小結

当該調査によって、張出し部の形状を確認すること

ができ、雉城であることが明確となった。また、これ

までの成果から判断すると、城壁と雉城の間において、

明らかに遺構が確認できない範囲があることから当該

地域も自然地形を利用しつつ、城壁、雉城を配置して

いるものと考えられる。第１トレンチ及び２６・２７

年度で確認した城内側の石列若しくは小規模な石積み

ラインと城壁の城外側の石積みラインは一直線では接

続しないことと城壁を地形に擦り付けて構築している

ことから、直接的に接続していない可能性を想定して

おきたい。

６）城壁ラインの調査：平成２９年度
a）平成２９年度（第６２～６５図）

①調査の目的と方法

　平成２８年度に実施した測量成果、２１・２２年度

の調査成果によって、城壁の残存状況の良い場所を確

認した。そのうち、第２０図の石積み②と④について、

城壁基底部を確認することで、全体の形状及び規模の

確定を目的として実施した。調査では転石と判断でき

るもののみを除去しながら実施したが、基本的には石

積みの変更・解体は行わず、最少規模での調査目的の

達成を目指した。そのため、転石の撤去によって遺構

への影響が懸念される際は、無理な除去作業は行わず、

遺構の保全、安全面を十分に確保して確認調査を実施

した。人力による掘削・埋め戻しを行った。

②調査成果

あ）基本層序（第６４・６５図）

　石積みは地表より上に見えており、どの程度埋没し

ているかを確認するために城内側の掘削を行った。第

１トレンチは城壁前面（城内側）が後世の流土によっ

て埋没していた。
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第 61 図 屋嶋城跡浦生地区清掃時表採遺物（S ＝１／３）
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断面④（第６４図）に基づき、その石積みの前面部

堆積状況を確認すると、表土（第１層）の下層には、

黒褐色粘質土（第２層）、１０～２０㎝程度の安山岩等

の砂礫を多量に含むにぶい黄褐色粘土（第３層）が堆

積している。低い箇所には黒褐色砂礫土（第４層）が

堆積している。その下層がにぶい黄褐色粘質土（第５a

層）、さらに下層には灰黄褐色砂礫土（第５b 層）が確

認できる。後者は根石下位にも認められ、東西トレン

チ断面③の第３層に対応するものである。この第３層

は地山が城壁に向かって下っていくのを造成土によっ

て平坦化する目的で設けられたものと考えられる。以

上の点から断面④の第５b 層、断面③の第３層は造成

土と考えられ、２１、２５年度調査で確認されたもの

と同様と考えられる。断面④の第５a 層、断面③の第

２a 層についても同様な可能性が想定できるが、堆積

状況の対応関係から、現状では先の第５b 層のみを造

成土と考えておきたい。

地山（断面④の第６層、断面③の第４層）は城内側

から城外側に向けて下っているため、その上部に盛土

をして石積みを構築している。そして、さらにその石

積みの根石及び造成土部分の前面（城内側）に土を盛っ

て補強するとともに、平坦部を形成しているものと考

えられる。

　第２トレンチは、表土直下に落石が累積しており、

残存する石積みを残すために、それ以上の掘削は行っ

ていない。そのため、表土（第１層）のみを除去した。

い）遺構

第１トレンチ（第６２～６４図）
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断面④（第６４図）に基づき、その石積みの前面部

堆積状況を確認すると、表土（第１層）の下層には、

黒褐色粘質土（第２層）、１０～２０㎝程度の安山岩等

の砂礫を多量に含むにぶい黄褐色粘土（第３層）が堆

積している。低い箇所には黒褐色砂礫土（第４層）が

堆積している。その下層がにぶい黄褐色粘質土（第５a

層）、さらに下層には灰黄褐色砂礫土（第５b 層）が確

認できる。後者は根石下位にも認められ、東西トレン

チ断面③の第３層に対応するものである。この第３層

は地山が城壁に向かって下っていくのを造成土によっ

て平坦化する目的で設けられたものと考えられる。以

上の点から断面④の第５b 層、断面③の第３層は造成

土と考えられ、２１、２５年度調査で確認されたもの

と同様と考えられる。断面④の第５a 層、断面③の第

２a 層についても同様な可能性が想定できるが、堆積

状況の対応関係から、現状では先の第５b 層のみを造

成土と考えておきたい。

地山（断面④の第６層、断面③の第４層）は城内側

から城外側に向けて下っているため、その上部に盛土

をして石積みを構築している。そして、さらにその石

積みの根石及び造成土部分の前面（城内側）に土を盛っ

て補強するとともに、平坦部を形成しているものと考

えられる。

　第２トレンチは、表土直下に落石が累積しており、

残存する石積みを残すために、それ以上の掘削は行っ

ていない。そのため、表土（第１層）のみを除去した。

い）遺構

第１トレンチ（第６２～６４図）
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第３章　基礎調査事業の成果

　城内側の石積み構造及び城壁ラインを確認すること

を目的として設定した。この部分は列石状に石材が並

んでおり、その下層に石積みが残存している可能性が

想定された箇所である。掘削を開始すると、北側部分

は大型の石材が崩落した状況で出土し、移動させるこ

とができなかったため、南側のみ掘削を行った。その

結果、南側へと傾斜して列石状に残っていた箇所で、

４０～５０㎝程度の石材を用いた１～１．２mほどの石

積みが埋没していることが判明した。石積みの石材間

の土を安定性の問題から除去していないが、石積み基

本型（高松市教育委員会 2016）で積まれている。根

石は階段状に南側（谷側）へと下っているものと考え

られ、地形に擦り付けながら、水平面を形成し石積み

を行っている状況を確認することができる。明確な根

石は判明していない箇所があるが、土層との関係から

みると、根石の下には２５年度調査で確認したように、

やや小ぶりな石材を設置している。石が明確に確認で

きていない箇所も、やや奥まった箇所で石積みが残存

しているものと考えられる。基本層序で確認したよう

に、根石前面（城内側）及び根石下層の土が非常に類

似しており、これまでの調査と同様な所産と言えよう。

既述のとおり、当該トレンチの南端部から城門推定

地までの間には不自然な平坦面が認められる。城壁も

崩落したよう傾斜し、安定勾配（約 1割程度（４５°

程度））となっている。ただし、当該箇所が後世の流出

によって形成されたとするには不自然な平坦面である。

そのため、築城当初は当該調査区の南端部に石積みの

垂直壁があった可能性が想定され、城門までに方形の

空間があったと考えられる。これらの想定に基づけば、

城壁内側の石積みの当初の高さは３m程度であった可

能性が想定できる。さらに、今回検出した石積みを城

門推定地へと延伸させた場所には、重箱積みが残存す

ることが明らかになった。古代山城の石積みにおいて

重箱積みが用いられる一般的な箇所の一つに城門の隅

角部がある。この点を踏まえると、重箱積みの箇所が

城門の城内側の隅角部と推定できる。城外側の隅角部

と想定される箇所には、大型石材を用いた重箱積みだっ

たと考えられる崩落しかけた石積みが残存し、城外側

の城壁ラインとも一致する。以上のことから崩落が著

しいが、城門の北側側壁のラインはほぼ推定すること

ができた。

第２トレンチ（第６５図）

　城外側の石積みがかろうじて残存していた箇所で、

城外側の城壁ラインを確定できる箇所である可能性が

想定された場所である。調査の結果、表土を除去する

と、崩落した石積みの石材が累積していることが明ら

かとなった。かろうじて、残存しているように見えた

石積みも、表土除去後の詳細な観察に基づくと、上部

の石積みが形状を保ちつつ、崩落した可能性が高いこ

とが想定でき、本来の形状を残すような形状ではある

ものの、基本的に移動していることが明らかとなった。

いずれにしても、今回の調査によって、城外側の石積

みは最北部で残存するものを除くと、基本的には崩落

してしまっていることが明らかとなった。

う）出土遺物（第６４図）

　出土遺物はわずかで、第１トレンチから、土師器、

須恵器片が出土している。

第１トレンチ埋土

　４１・４２ともに土師器の小皿の破片である。いず

れも橙褐色を呈し、白色砂粒を含む。

城内石積み崩落上面

　４３は須恵器の甕体部の破片である。外面は平行叩

き、内面はナデ調整によって仕上げる。青灰色を呈し、

白色砂粒を含む。１２世紀後半以降と考えられる。

③小結

　今回の調査によって城外側・城内側ともにラインが

確定し、城壁の幅が明確になった。２１年度、２５年

度の調査と同様に、城内側の城壁石積みが埋没し、良

好に遺存していることも確認することができた。加え

て、城内側の石積みラインが確定することで、城門と

考えられる城内側の隅角部及び城門北側側壁を特定で

き、城門推定地が城門である可能性が高まった。

　以上、平成２１年度から２９年度にかけての調査に

よって、浦生地区の城壁の平面形は第６６図のように

復元することができ、構造の解明の解明の基礎を構築

できた（第４章参照）。ただし、城門推定地部分の調査

は今後の課題である。

　また、上記の点以外で、１２～１３世紀の出土遺物

がまとまって表採され、特に龍泉窯系の青磁椀等の希

少財が持ち込まれている点は注目される。このほか、

調理具が多数認められることから、当該地で何等かの

作業が行われたものと考えられる。同様な傾向を示す

ものとして、船岡山古墳、御殿貯水池南遺跡などを挙

げることができ、背景は不明であるが、中世前半期に

高地（標高１００m未満）に展開する遺跡として浦生

地区は注目される。
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　城内側の石積み構造及び城壁ラインを確認すること

を目的として設定した。この部分は列石状に石材が並

んでおり、その下層に石積みが残存している可能性が

想定された箇所である。掘削を開始すると、北側部分

は大型の石材が崩落した状況で出土し、移動させるこ

とができなかったため、南側のみ掘削を行った。その

結果、南側へと傾斜して列石状に残っていた箇所で、

４０～５０㎝程度の石材を用いた１～１．２mほどの石

積みが埋没していることが判明した。石積みの石材間

の土を安定性の問題から除去していないが、石積み基

本型（高松市教育委員会 2016）で積まれている。根

石は階段状に南側（谷側）へと下っているものと考え

られ、地形に擦り付けながら、水平面を形成し石積み

を行っている状況を確認することができる。明確な根

石は判明していない箇所があるが、土層との関係から

みると、根石の下には２５年度調査で確認したように、

やや小ぶりな石材を設置している。石が明確に確認で

きていない箇所も、やや奥まった箇所で石積みが残存

しているものと考えられる。基本層序で確認したよう

に、根石前面（城内側）及び根石下層の土が非常に類

似しており、これまでの調査と同様な所産と言えよう。

既述のとおり、当該トレンチの南端部から城門推定

地までの間には不自然な平坦面が認められる。城壁も

崩落したよう傾斜し、安定勾配（約 1割程度（４５°

程度））となっている。ただし、当該箇所が後世の流出

によって形成されたとするには不自然な平坦面である。

そのため、築城当初は当該調査区の南端部に石積みの

垂直壁があった可能性が想定され、城門までに方形の

空間があったと考えられる。これらの想定に基づけば、

城壁内側の石積みの当初の高さは３m程度であった可

能性が想定できる。さらに、今回検出した石積みを城

門推定地へと延伸させた場所には、重箱積みが残存す

ることが明らかになった。古代山城の石積みにおいて

重箱積みが用いられる一般的な箇所の一つに城門の隅

角部がある。この点を踏まえると、重箱積みの箇所が

城門の城内側の隅角部と推定できる。城外側の隅角部

と想定される箇所には、大型石材を用いた重箱積みだっ

たと考えられる崩落しかけた石積みが残存し、城外側

の城壁ラインとも一致する。以上のことから崩落が著

しいが、城門の北側側壁のラインはほぼ推定すること

ができた。

第２トレンチ（第６５図）

　城外側の石積みがかろうじて残存していた箇所で、

城外側の城壁ラインを確定できる箇所である可能性が

想定された場所である。調査の結果、表土を除去する

と、崩落した石積みの石材が累積していることが明ら

かとなった。かろうじて、残存しているように見えた

石積みも、表土除去後の詳細な観察に基づくと、上部

の石積みが形状を保ちつつ、崩落した可能性が高いこ

とが想定でき、本来の形状を残すような形状ではある

ものの、基本的に移動していることが明らかとなった。

いずれにしても、今回の調査によって、城外側の石積

みは最北部で残存するものを除くと、基本的には崩落

してしまっていることが明らかとなった。

う）出土遺物（第６４図）

　出土遺物はわずかで、第１トレンチから、土師器、

須恵器片が出土している。

第１トレンチ埋土

　４１・４２ともに土師器の小皿の破片である。いず

れも橙褐色を呈し、白色砂粒を含む。

城内石積み崩落上面

　４３は須恵器の甕体部の破片である。外面は平行叩

き、内面はナデ調整によって仕上げる。青灰色を呈し、

白色砂粒を含む。１２世紀後半以降と考えられる。

③小結

　今回の調査によって城外側・城内側ともにラインが

確定し、城壁の幅が明確になった。２１年度、２５年

度の調査と同様に、城内側の城壁石積みが埋没し、良

好に遺存していることも確認することができた。加え

て、城内側の石積みラインが確定することで、城門と

考えられる城内側の隅角部及び城門北側側壁を特定で

き、城門推定地が城門である可能性が高まった。

　以上、平成２１年度から２９年度にかけての調査に

よって、浦生地区の城壁の平面形は第６６図のように

復元することができ、構造の解明の解明の基礎を構築

できた（第４章参照）。ただし、城門推定地部分の調査

は今後の課題である。

　また、上記の点以外で、１２～１３世紀の出土遺物

がまとまって表採され、特に龍泉窯系の青磁椀等の希

少財が持ち込まれている点は注目される。このほか、

調理具が多数認められることから、当該地で何等かの

作業が行われたものと考えられる。同様な傾向を示す

ものとして、船岡山古墳、御殿貯水池南遺跡などを挙

げることができ、背景は不明であるが、中世前半期に

高地（標高１００m未満）に展開する遺跡として浦生

地区は注目される。
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Ｂ．北嶺山上地区の調査

■　調査の経緯

北嶺は、これまで、昭和５５年度、平成１０～１３

年度に既に調査が実施され、１２年度に屋島寺の前身

と考えられる２間×３間の礎石建物跡を確認し、その

東側では掘立柱建物跡を確認していた。さらにその外

側で石積みの基壇状の遺構も確認していた。遺構が確

認されていない調査地点においても、９～１２世紀の

遺物がかなりの頻度で出土しており、古代において断

続的な可能性はあるが、連綿と利用された場所であっ

たことを確認していた。

しかし、史跡としての屋島の潜在価値は未だ十分に

は掘り起こしが行えていない状態と言え、特に北嶺山

上については千間堂跡の確認後、大きな成果は得られ

ていなかった。また、屋嶋城跡についても、城門跡の

発見以後、既述の浦生地区でも地道な成果ではあるが、

構造の解明が進められてきたが、北嶺については人工

構造物が分布調査でも認められないため、屋嶋城跡に

関する確認調査は実施していなかった。北嶺は、南嶺

とほぼ同様な標高であるものの、山頂の縁辺部が断崖

となるという特徴的な地形で、城壁遺構のような構造

物は明確ではなかったが、北嶺山上の確認調査におい

て１点ではあるが、７世紀後半代の須恵器が出土して

おり、何らかの形で利用されている可能性が想定され

た。

城門跡の調査と併行して、屋嶋城跡調査整備会議

からも北嶺の調査を実施すべきとの意見を得たため、

１９年度に踏査を実施し、調査候補地を決定し、２０

年度に確認調査を実施することとなった。

また、その後、屋島寺の歴史の解明を主な目的とし

て北嶺山上に位置する千間堂跡周辺の調査を重点的に

実施することなり、２６年度から３年計画（１年延長）

で、調査を実施することなった。この一連の調査の目

的は、地名として残る千間／軒堂、さらには北嶺の広

大な平坦な地形から、多くの建物若しくは大型の建物

が存在する可能性が想定され、それらの実態解明を目

的として実施した。まず、２５年度にこれまでの調査

成果を参照しながら、基壇状の高まりや大型の礎石な

どの分布を確認するために、踏査を実施した。その中で、

第６７図に示したような箇所で、集石や礎石状の大型

石材の分布の範囲が確認できた。その後、園路近くの

集石ついては、昭和４０年代の北嶺における園路整備

時に障害となる石材をまとめたものである可能性があ

ることも判明した。一方で、既に確認されていた礎石

建物跡のような基壇状の高まりは目視では確認できな

かった。

　このほか、踏査の中で建物と直接的に関係はないが、

次のような点も確認できた。

・広大な平坦地に見える北嶺山上も、東側に平坦面が　

　まとまり、中央の園路から西側に向かって、さらに

　北側に向かって傾斜した地形である。

・南嶺同様に、北嶺でも千間堂広場、さらに北側で現　

　在も水が貯まる箇所が２箇所あり、貯水池等をはじ

　めとして水が確保できる場所がある。

・南嶺から遊歩道沿いに歩き、北嶺に向かって鞍部を

　登りはじめると、右の尾根に上っていく石段がある。

　さらにその石段を登り切って尾根上に出ると、石畳

　が通路状に千間堂広場に向かって一直線に敷設され

　ている。これらの構造物は、いつのものかは不明で

　あるが、現在の北嶺に向かう遊歩道とは異なるルー

　トであり、遊歩道以前のルートであることは間違い

　ないが、時代や目的については不明である。

■　調査の経過　　　 

１）発掘調査

　各年度の調査実施期間と発掘調査の担当者は下記の

とおりである（第６７図）。　　　 

平成２０年度　

　平成２０年９月１日～平成２０年１２月１７日 

　調査面積：１６４㎡　  担当：山元敏裕・中村茂央

平成２６年度　

　平成２６年１０月２０日～平成２６年１２月２４日　　　　　

　調査面積：６３. ５㎡　担当：渡邊　誠

平成２７年度　

　平成２７年８月１７日～平成２７年９月１４日　

　調査面積：７５㎡　 担当：渡邊　誠・杉原賢治

平成２８年度　

　平成２９年２月２３日～平成２９年３月３０日　

　調査面積：１００㎡　 担当：渡邊　誠・杉原賢治

平成２９年度　

　平成３０年２月６日～平成３０年３月３０日　　

　調査面積：１４２㎡ 　担当：渡邊　誠・益崎卓巳

２）整理期間

　本発掘調査の整理及び本書の製作は、年度ごとに担

当者が実施するとともに、平成３０年度にこれまでの

調査成果の見直し、出土遺物の整理作業、及び本書の
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石列確認箇所石列確認箇所

集石確認箇所集石確認箇所

H26-1 トレンチH26-1 トレンチ

H26-2 トレンチH26-2 トレンチ

H27トレンチH27トレンチ

H28-1 トレンチH28-1 トレンチ

H28-2 トレンチH28-2 トレンチ

H29-1 トレンチH29-1 トレンチ

H29-3 トレンチH29-3 トレンチ

H29-4 トレンチH29-4 トレンチ

H29-2 トレンチH29-2 トレンチ

トレンチトレンチ

H20-1 トレンチH20-1 トレンチ

H20-2 トレンチH20-2 トレンチ

H20-3 トレンチH20-3 トレンチ

S55 トレンチS55 トレンチ

H10 トレンチH10 トレンチ

H11-1 トレンチH11-1 トレンチ

H20-4 トレンチH20-4 トレンチ

H11 トレンチH11 トレンチ

H12-3 トレンチH12-3 トレンチ

H12-4 トレンチH12-4 トレンチ

H12-2 トレンチH12-2 トレンチ

H13 トレンチH13 トレンチ

H12-1 トレンチH12-1 トレンチ

第 67 図 北嶺山上地区調査区位置図（S ＝１／ 2,250）



96

第３章　基礎調査事業の成果

M.N

基準杭

A

A’

DD’

B

C’

C

B’

（S=1/100）
0 2m

第 68 図 北嶺山上地区　H20-1 トレンチ平面図（S ＝１／ 100）
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執筆・編集作業を下記の期間で実施した。

　平成３０年度　平成３０年４月～平成３１年２月　　

　担当：渡邊　誠

■ 調査成果

１）屋嶋城跡関連調査：平成２０年度
a）平成２０年度（第６８～７１図）

①調査の目的と方法

調査にあたっては、これまでの南嶺における城壁確

認調査の成果を取り入れ、防御正面にあたる西側斜面

の断崖上部で、面的に平坦面が確認された４箇所でト

レンチを設定し、確認調査に支障のある樹木を伐採し

た後、人力掘削により遺構・遺物の確認作業を実施した。

　北嶺山上西側の遊歩道沿いに平坦面が確認された箇

所にトレンチを設定し（第６７図）、北側から第１トレ

ンチと呼称した。

②調査の成果

あ）基本層序

第１トレンチ（第６９図）

表土（第１層）下位は土器片を含むにぶい橙砂質シ

ルト（第２層）、その下が地山と考えられるにぶい橙砂

質シルトで固く締まっており、風化安山岩を含む。

第２トレンチ（第７０図）

SP2SP1

7.5YR5/2　灰褐色粘質シルト
（木の根が入る）

7.5YR6/2　灰褐色粘質シルト（土器出土）

L=282.0m

L=284.0mL=284.0m

L=282.0m

E

4

1

2
3

1. 表土
2. 7.5YR5/3　にぶい赤褐色砂質シルト（風化安山岩を微量に含む）
3. 7.5YR5/3　赤褐色粘質シルト（風化安山岩を多量に含む）
4. 5YR5/1　褐灰色土（缶・ごみを含む）

W

M.
N

SP2
SP1

L=276.5m L=276.5m

L=277.5m

W
L=277.5m
E

木根

木根
1 2

1

2

3

3

3

1. 表土
2. 10R6/3　にぶい赤橙色粘質シルト　土は比較的柔らかい、微量に 7.5YR5/3 にぶい褐色の土を含む（土器片出土）
3. 10R6/3　にぶい赤橙色粘質シルト　土は固く締まっている、7.5YR5/3 にぶい褐色の土を多く斑に含む

（S=1/100）
0 2m

（S=1/100）
0 2m

0 1m
（S=1/40）

（S=1/100）
0 2m

M.N

【第３トレンチ】

【第４トレンチ】

第 71 図 北嶺山上地区　H20-3・４トレンチ平面図・土層図（S ＝１／ 100・１／ 40）
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　表土（第１層）下位は板状の風化安山岩２㎝大を含

む灰褐色砂質シルト（第２層）、その下が地山と考えら

れる灰褐色砂質シルトで固く締まっており、５㎜大の

風化安山岩を多量に含む。

第３トレンチ（第７１図）

表土（第１層）下位は土器片を含むにぶい赤橙色粘

質シルト（第２層）、その下が地山と考えられるにぶい

赤橙色粘質シルトで固く締まっている。

第４トレンチ（第７１図）

表土（第１層）下位は風化安山岩を微量に含むにぶ

い赤褐色砂質シルト（第２層）、その下が地山と考えら

れる風化安山岩を多量に含むにぶい赤褐色粘質シルト

で固く締まっている。トレンチ中央部より外側では缶・

ごみを含む褐灰色土が堆積している。公園整備事業に

伴う撹乱若しくは二次堆積と考えられる。

い）遺構

第１トレンチ（第６８図）

東西方向で１mの比高差があり、緩やかに傾斜して

いる。遺構に伴うものではないが、トレンチの西側で

上記の第２層から弥生土器が出土している。遺構は確

認できなかった。

第２トレンチ（第７０図）

東西方向で０. ６mの比高差があり、非常に緩やか

に東から西に傾斜している。トレンチ中央部で弥生土

器と考えられる土器片がまとまって出土している。遺

構は確認できなかった。

第３トレンチ（第７１図）

トレンチは東西方向で１mの比高差があり、緩やか

に傾斜している。西半でピットを２基確認したのみで

ある。規模はＳＰ１が直径２５㎝、ＳＰ２が直径３０

㎝であり、深さはそれぞれ６㎝・２㎝と非常に浅く、

削平されているものと考えられる。土層埋土はいずれ

も灰褐色粘質シルトである。

第４トレンチ（第７１図）

東西方向で１mの比高差があり、中央部から西側で

岩盤が確認され、その箇所から傾斜がやや急になる。

遺構は確認できなかった。

う）出土遺物（第６９図）

第４トレンチを除く各トレンチから出土している

が、全般に出土量は少なく、出土遺物の大半は第１ト

レンチからのものである。第１トレンチでは、南西部

の第２層を中心に色調・胎土から弥生土器の個体と考

えられる口縁部・底部片がまとまって出土している。

第２トレンチでも第２層から弥生土器甕が出土してい

る。

４４～４６は土師質土器の小皿で、いわゆるかわら

投げのかわらけである。４４、４５の底部外面には糸

切り痕跡が認められるが、４６は丸底で、型づくりで

ある。４７は弥生土器の甕の口縁部である。白色砂粒

を多量に含むほか、角閃石を含んでいる。弥生時代後

期後半である。４８は弥生土器の甕の底部と考えられ

る。器面は摩耗が著しい。胎土は４７に類似する。　　

４９は千間堂周辺で表採されたもので、須恵器の壷

の体部と考えられる。外面は自然釉が認められ、内面

はヨコナデによる調整が認められる。

２）千間堂跡周辺の調査：平成２６～２９年度
　まず、千間堂南側の地域を中心として、２６、２７

年度（第７２図）に調査を実施し、その後、２８、

２９年度（第８０図）に千間堂の周辺及び北側にて調

査を実施した。

a）平成２６年度（第７３～７５図）

①調査の目的と方法

２５年度の分布調査に基づき、現在の千間堂広場の

四阿の南側の森林の中に大型石材が並ぶように認めら

れる範囲と現在の千間堂広場の地形などの状況を確認

する目的で、２箇所にトレンチを設定し、人力掘削に

より遺構の平面・断面及び堆積状況、出土遺物などの

確認を行った。一部断ち割りを実施し、土層の確認を

行った。調査後は養生し、埋め戻した。

②調査成果

あ）基本層序（第７５図）

第１トレンチ

北側に１．５mほど高低差があり、表土（第１層）

直下に暗赤褐色粘質シルト（第３a層）の地山面を確

認した。また、トレンチ南端で、花崗土やコンクリー

トを含む造成土等が確認され、現在の地形の一部は造

成若しくは攪乱後の状況であることが判明した。

第２トレンチ

南に向かって５０㎝ほど低くなっている。表土（第

１層）直下に暗赤褐色粘質シルト（第３a層）の地山

面を確認した。

い）遺構

第１トレンチ（第７３図）

比較的平坦な面が確保できる箇所で、表面で、石列

のような配置で石が露出していたことから、礎石建物

跡の存在が想定されていたが、明確な建物遺構の確認
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　表土（第１層）下位は板状の風化安山岩２㎝大を含

む灰褐色砂質シルト（第２層）、その下が地山と考えら

れる灰褐色砂質シルトで固く締まっており、５㎜大の

風化安山岩を多量に含む。

第３トレンチ（第７１図）

表土（第１層）下位は土器片を含むにぶい赤橙色粘

質シルト（第２層）、その下が地山と考えられるにぶい

赤橙色粘質シルトで固く締まっている。

第４トレンチ（第７１図）

表土（第１層）下位は風化安山岩を微量に含むにぶ

い赤褐色砂質シルト（第２層）、その下が地山と考えら

れる風化安山岩を多量に含むにぶい赤褐色粘質シルト

で固く締まっている。トレンチ中央部より外側では缶・

ごみを含む褐灰色土が堆積している。公園整備事業に

伴う撹乱若しくは二次堆積と考えられる。

い）遺構

第１トレンチ（第６８図）

東西方向で１mの比高差があり、緩やかに傾斜して

いる。遺構に伴うものではないが、トレンチの西側で

上記の第２層から弥生土器が出土している。遺構は確

認できなかった。

第２トレンチ（第７０図）

東西方向で０. ６mの比高差があり、非常に緩やか

に東から西に傾斜している。トレンチ中央部で弥生土

器と考えられる土器片がまとまって出土している。遺

構は確認できなかった。

第３トレンチ（第７１図）

トレンチは東西方向で１mの比高差があり、緩やか

に傾斜している。西半でピットを２基確認したのみで

ある。規模はＳＰ１が直径２５㎝、ＳＰ２が直径３０

㎝であり、深さはそれぞれ６㎝・２㎝と非常に浅く、

削平されているものと考えられる。土層埋土はいずれ

も灰褐色粘質シルトである。

第４トレンチ（第７１図）

東西方向で１mの比高差があり、中央部から西側で

岩盤が確認され、その箇所から傾斜がやや急になる。

遺構は確認できなかった。

う）出土遺物（第６９図）

第４トレンチを除く各トレンチから出土している

が、全般に出土量は少なく、出土遺物の大半は第１ト

レンチからのものである。第１トレンチでは、南西部

の第２層を中心に色調・胎土から弥生土器の個体と考

えられる口縁部・底部片がまとまって出土している。

第２トレンチでも第２層から弥生土器甕が出土してい

る。

４４～４６は土師質土器の小皿で、いわゆるかわら

投げのかわらけである。４４、４５の底部外面には糸

切り痕跡が認められるが、４６は丸底で、型づくりで

ある。４７は弥生土器の甕の口縁部である。白色砂粒

を多量に含むほか、角閃石を含んでいる。弥生時代後

期後半である。４８は弥生土器の甕の底部と考えられ

る。器面は摩耗が著しい。胎土は４７に類似する。　　

４９は千間堂周辺で表採されたもので、須恵器の壷

の体部と考えられる。外面は自然釉が認められ、内面

はヨコナデによる調整が認められる。

２）千間堂跡周辺の調査：平成２６～２９年度
　まず、千間堂南側の地域を中心として、２６、２７

年度（第７２図）に調査を実施し、その後、２８、

２９年度（第８０図）に千間堂の周辺及び北側にて調

査を実施した。

a）平成２６年度（第７３～７５図）

①調査の目的と方法

２５年度の分布調査に基づき、現在の千間堂広場の

四阿の南側の森林の中に大型石材が並ぶように認めら

れる範囲と現在の千間堂広場の地形などの状況を確認

する目的で、２箇所にトレンチを設定し、人力掘削に

より遺構の平面・断面及び堆積状況、出土遺物などの

確認を行った。一部断ち割りを実施し、土層の確認を

行った。調査後は養生し、埋め戻した。

②調査成果

あ）基本層序（第７５図）

第１トレンチ

北側に１．５mほど高低差があり、表土（第１層）

直下に暗赤褐色粘質シルト（第３a層）の地山面を確

認した。また、トレンチ南端で、花崗土やコンクリー

トを含む造成土等が確認され、現在の地形の一部は造

成若しくは攪乱後の状況であることが判明した。

第２トレンチ

南に向かって５０㎝ほど低くなっている。表土（第

１層）直下に暗赤褐色粘質シルト（第３a層）の地山

面を確認した。

い）遺構

第１トレンチ（第７３図）

比較的平坦な面が確保できる箇所で、表面で、石列

のような配置で石が露出していたことから、礎石建物

跡の存在が想定されていたが、明確な建物遺構の確認
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には至らなかった。ただし、大型石の下層に根石を敷

き並べており、あたかも礎石の様相を呈するものも確

認された。ただし近世以前の遺物が出土していないこ

とからも、これまでの北嶺の調査状況とは異なり、施

設等があった可能性は低いと想定した。

第２トレンチ（第７４図）

南から北に向かって緩やかに傾斜しており、トレン

チの南北で、１．５mの標高差がある。１０～３０㎝程

度の石材が点在するが、遺構は確認できなかった。遺

物の出土していない。

う）出土遺物（第７５図）

　５０はいわゆるかわら投げで使用されるかわらけで、

５１は備前焼の灯明皿の小片である。これらの遺物か

ら１８世紀以降と考えられる。

③小結　　　

　調査目的であった千間堂跡に関連する施設は確認で

きなかった。また、中世以前の遺物が皆無であること

から、周辺に建物等は想定しにくい。現地を管理して

いた古老の話によれば、昭和４０年代の北嶺の環境整

備時に調査区北側に四阿を設置し、周遊の遊歩道を設

置する際に出た残土等を当該地周辺に残置したという

ことから、表面から想定される石材は、その整備の際

に集められた可能性が高い。現在広場として利用され

ている箇所は、広場を整備する際に一部、盛土や削平

がなされていることも確認することができた。

b）平成２７年度（第７６・７７図）

①調査の目的と方法

２６年度に引き続き、屋島寺の歴史を解明すべく北

嶺山上に所在する千間堂跡周辺の調査を重点的に実施

したものである。ただ、２７年度は千間堂広場内で環

境省が施設整備を予定している箇所について確認調査

を実施し、広場整備以前の状況を確認することとした。

ただし、当該箇所は近年まで建物（茶屋千軒（うどん屋））

があった場所である。

調査は、まず、Ｔ字型にトレンチを設定し、人力掘

削により遺構の平面・断面及び堆積状況、出土遺物な

どの確認を行った。一部断ち割りを実施し、土層の確

認を行った。調査後は埋め戻した。

②調査成果

あ）基本層序（第７７図）

第１トレンチ（南北トレンチ）

　トレンチの約１／２で地山（遺構面）が残存する範

囲を確認した。その範囲では、表土及び造成土（攪乱土）

の下で赤灰色粘質シルトの地山（第６層：遺構面）を

確認でき、当該箇所では、表土、攪乱（第２層）、地山

起源の灰赤色粘質シルト（第３層）、旧表土と考えられ

る暗灰赤色シルト（時代不明：第４層）の堆積層を確

認した。一方攪乱は、表土から８０㎝程度まで及んで

おり、想定以上に大規模であることが明らかとなった。

第２トレンチ（東西トレンチ）

堆積状況は第１トレンチと同様ではあるが、トレン

チ西側の一部で地山を表土から４０㎝下で確認できた

が、それ以外は攪乱であった。東端のサブトレンチで

は攪乱が表土から９０㎝以上及んでいることが明らか

となった。

い） 遺構（第７６図）

　２つのトレンチともに、当該地に所在した茶屋千間

の基礎及び建物解体工事によって、地山（遺構面）が

大規模に攪乱されており、第１トレンチの西側約１／

２程度、第２トレンチの西部の一部のみで地山面を確

認することができる程度であった。第１トレンチでは、

その範囲においてピットと考えられる遺構を１基確認

したが、出土遺物はなく、時期及び遺構の性格につい

ては不明である。遺構及び遺物は極めて希薄である。

う）出土遺物

　攪乱から現代の磁器の破片のほか、須恵器片１点が

出土したが、時期等は不明である。

③小結　　　　

環境省によって施設整備が計画されている範囲は、

以前に所在した茶屋千間によって大規模に攪乱されて

いることが判明した。また、当該地を知る方の話によ

れば、第１トレンチより東側は大規模な掘削を行って

貯水糟を設置していたとのことである。第２トレンチ

東端におけるサブトレンチ調査でも、地表面から９０

㎝以上の攪乱が及んでいることを確認しており、第１

トレンチより東側は大規模に攪乱されていると想定さ

れる。

以上のような点から、当該地に遺構及び遺物が遺存

している可能性は極めて低いと考えられる。

c）平成２８年度（第７８～８３図）

①調査の目的と方法

１２年に確認された礎石建物跡以外に礎石建物跡の

有無を目的に、礎石建物跡の北側の大型石材が分布す
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には至らなかった。ただし、大型石の下層に根石を敷

き並べており、あたかも礎石の様相を呈するものも確

認された。ただし近世以前の遺物が出土していないこ

とからも、これまでの北嶺の調査状況とは異なり、施

設等があった可能性は低いと想定した。

第２トレンチ（第７４図）

南から北に向かって緩やかに傾斜しており、トレン

チの南北で、１．５mの標高差がある。１０～３０㎝程

度の石材が点在するが、遺構は確認できなかった。遺

物の出土していない。

う）出土遺物（第７５図）

　５０はいわゆるかわら投げで使用されるかわらけで、

５１は備前焼の灯明皿の小片である。これらの遺物か

ら１８世紀以降と考えられる。

③小結　　　

　調査目的であった千間堂跡に関連する施設は確認で

きなかった。また、中世以前の遺物が皆無であること

から、周辺に建物等は想定しにくい。現地を管理して

いた古老の話によれば、昭和４０年代の北嶺の環境整

備時に調査区北側に四阿を設置し、周遊の遊歩道を設

置する際に出た残土等を当該地周辺に残置したという

ことから、表面から想定される石材は、その整備の際

に集められた可能性が高い。現在広場として利用され

ている箇所は、広場を整備する際に一部、盛土や削平

がなされていることも確認することができた。

b）平成２７年度（第７６・７７図）

①調査の目的と方法

２６年度に引き続き、屋島寺の歴史を解明すべく北

嶺山上に所在する千間堂跡周辺の調査を重点的に実施

したものである。ただ、２７年度は千間堂広場内で環

境省が施設整備を予定している箇所について確認調査

を実施し、広場整備以前の状況を確認することとした。

ただし、当該箇所は近年まで建物（茶屋千軒（うどん屋））

があった場所である。

調査は、まず、Ｔ字型にトレンチを設定し、人力掘

削により遺構の平面・断面及び堆積状況、出土遺物な

どの確認を行った。一部断ち割りを実施し、土層の確

認を行った。調査後は埋め戻した。

②調査成果

あ）基本層序（第７７図）

第１トレンチ（南北トレンチ）

　トレンチの約１／２で地山（遺構面）が残存する範

囲を確認した。その範囲では、表土及び造成土（攪乱土）

の下で赤灰色粘質シルトの地山（第６層：遺構面）を

確認でき、当該箇所では、表土、攪乱（第２層）、地山

起源の灰赤色粘質シルト（第３層）、旧表土と考えられ

る暗灰赤色シルト（時代不明：第４層）の堆積層を確

認した。一方攪乱は、表土から８０㎝程度まで及んで

おり、想定以上に大規模であることが明らかとなった。

第２トレンチ（東西トレンチ）

堆積状況は第１トレンチと同様ではあるが、トレン

チ西側の一部で地山を表土から４０㎝下で確認できた

が、それ以外は攪乱であった。東端のサブトレンチで

は攪乱が表土から９０㎝以上及んでいることが明らか

となった。

い） 遺構（第７６図）

　２つのトレンチともに、当該地に所在した茶屋千間

の基礎及び建物解体工事によって、地山（遺構面）が

大規模に攪乱されており、第１トレンチの西側約１／

２程度、第２トレンチの西部の一部のみで地山面を確

認することができる程度であった。第１トレンチでは、

その範囲においてピットと考えられる遺構を１基確認

したが、出土遺物はなく、時期及び遺構の性格につい

ては不明である。遺構及び遺物は極めて希薄である。

う）出土遺物

　攪乱から現代の磁器の破片のほか、須恵器片１点が

出土したが、時期等は不明である。

③小結　　　　

環境省によって施設整備が計画されている範囲は、

以前に所在した茶屋千間によって大規模に攪乱されて

いることが判明した。また、当該地を知る方の話によ

れば、第１トレンチより東側は大規模な掘削を行って

貯水糟を設置していたとのことである。第２トレンチ

東端におけるサブトレンチ調査でも、地表面から９０

㎝以上の攪乱が及んでいることを確認しており、第１

トレンチより東側は大規模に攪乱されていると想定さ

れる。

以上のような点から、当該地に遺構及び遺物が遺存

している可能性は極めて低いと考えられる。

c）平成２８年度（第７８～８３図）

①調査の目的と方法

１２年に確認された礎石建物跡以外に礎石建物跡の

有無を目的に、礎石建物跡の北側の大型石材が分布す
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第 76 図 北嶺山上地区　H27 トレンチ平面図（S ＝１／ 80）
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る箇所（第１トレンチ）と隣接する南側の平坦地（第

２トレンチ）で発掘調査を実施した。調査は、人力掘

削により遺構の平面・断面及び堆積状況、出土遺物な

どの確認を行った。一部断ち割りを実施し、土層の確

認を行った。調査後は埋め戻した。

②調査成果

あ）基本層序

第１トレンチ（第８２図）

上層から表土（第１層）、その下に、遺物を包含す

る灰褐粘質土（第２層）を確認し、さらにその下にに

ぶい赤褐粘質土（第３層）の地山となる。部分的に断

ち割った箇所で、その下層に安山岩及び風化礫を含む

にぶい赤褐粘質土が認められる。

第２トレンチ（第８２図）

上層から表土（第１層）、その下に、炭化物・遺物

を包含するにぶい黄橙色粘質シルト若しくは灰黄褐色

粘質シルト（第２層）を確認し、さらにその下ににぶ

い黄橙色粘質シルト（第３層）の地山となる。部分的

に断ち割った箇所で、その下層に粘性の強い黄褐色粘

質シルトが認められる。

後述する黄橙色シルトが地山の上で確認でき、遺物

を含むことから上層の一部が盛土である可能性が想定

された。

い）遺構

第１トレンチ（第８１図）

　トレンチは東から西へと緩やかに傾斜しており、地

山面で東と西で 0.7m ほどの標高差がある。大型石材

が点在していたため、建物の可能性を想定していたが、

建物跡は確認することができなかった。土師器の甕と

考えられる破片が、比較的まとまって出土した。当該

トレンチの東側はより平坦な地となるので、隣接地に

建物等が展開する可能性が想定された。

第２トレンチ（第８１図）

平坦地が広がっていることから、建物跡が所在する

可能性があったが、遺構は確認できなかった。ただし、

遺物を包含する地山起源の土（第２a 層）を確認した。

これは盛土の可能性があったが、申請した調査範囲に

広がっていることが明らかであったので、掘り下げは

行わず、次年度以降にこの広がりを確認することとし

た。

なお、第２トレンチでは地山の土質が周辺と異なる

ことが判明した。通常は屋島特有の安山岩の風化土で

赤褐色を呈するが、本調査区で確認できた土質は黄褐

色シルトであった。香川大学長谷川修一教授に現地を

確認していただいた結果、南嶺に所在する屋島礫層に

似た経緯（安山岩形成後に、周辺から流れてきて堆積

したもの）で形成された堆積土が局所的に残存したも

のの可能性が高く、今後、その広がりを解明していく

必要性も生じた。

う）出土遺物（第８３図）

　第１トレンチからは多数の土師器片、第２トレンチ

からは９世紀中頃以降と考えられる須恵器の杯や蓋等

が出土した（第８３図）。第１トレンチ出土の土師器は

石列確認箇所石列確認箇所

集石確認箇所集石確認箇所

H28-1 トレンチH28-1 トレンチ

H28-2 トレンチH28-2 トレンチ

H29-1 トレンチH29-1 トレンチ

H29-3 トレンチH29-3 トレンチ

H29-4 トレンチH29-4 トレンチ

H29-2 トレンチH29-2 トレンチ
トレンチトレンチ

H20-3 トレンチH20-3 トレンチ

H11 トレンチH11 トレンチ

H12-3 トレンチH12-3 トレンチ

H12-2 トレンチH12-2 トレンチ

H13 トレンチH13 トレンチ

H12-1 トレンチH12-1 トレンチ

第 78 図 北嶺山上地区　H28・29 トレンチ位置図（S ＝１／ 1,600）
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風化が著しく、部位を特定できるものはない。

第１トレンチ

　６２は弥生時代後期後半以降の甕の口縁部と考えら

れる。白色砂粒と雲母を多量に含む。表面は磨滅が著

しい。

第２トレンチ

　５２～５４は須恵器の蓋で、いずれも小片で、非常

に扁平である。５３・５４はややいびつな形状のもの

もあるが、９世紀中頃のものと考えられる。５５～

５７、５９～６１は須恵器杯の口縁部等の破片である。

５５、５７、６０、６１は、やや厚手で、青灰色を呈

し、白色砂粒、黒色砂粒を含む。形状から９世紀中頃

のものと考えられる。それ以外の杯は淡灰褐色を呈し、

薄手でやや内湾気味の杯部の形状である。いずれも破

片のため、判断が難しいが１０世紀前半以降のものと

考えられる。５８は椀の口縁部片と考えられる。

表採

　６３・６４は土師器の小皿で、いわゆるかわら（か

わらけ）投げで使用されているものである。ヨコナデ

整形で、底部には糸切痕跡が残る。いずれも明橙褐色

を呈する。

　以上のほかに、第２トレンチから炭化材と鉄滓と考

えられるものが３点ほど出土している。１２年度の調

査でも鞴の羽口と考えられる破片が出土している。　

③小結

調査目的であった千間堂跡のような礎石建物跡を確

認することはできなかったが、遺物がまとまって認め

られたことから、近隣に施設が存在した可能性をうか

がい知ることができた。また、第２トレンチでは、本

調査の目的ではないが、花崗岩起源の堆積物を確認す

ることができ、南嶺山上の屋島礫層に類似する堆積土

を確認することができた。天然記念物屋島としての新

しい価値を付与する成果を上げることができた。

d）平成２９年度（第８４～８９図）

①調査の目的と方法

　２８年度の調査成果を受け、千間堂跡周辺の４箇所

で発掘調査を実施した。２８年度の第１トレンチの東

側の隣接地のトレンを第１トレンチ、２８年度の第１

トレンチで確認された盛土の範囲の特定と屋島礫層に

類似するような、安山岩形成以後の堆積物の分布範囲

第 79 図 北嶺山上地区　H28-1・29-1 トレンチ位置図（S ＝１／ 250）
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る箇所（第１トレンチ）と隣接する南側の平坦地（第

２トレンチ）で発掘調査を実施した。調査は、人力掘

削により遺構の平面・断面及び堆積状況、出土遺物な

どの確認を行った。一部断ち割りを実施し、土層の確

認を行った。調査後は埋め戻した。

②調査成果

あ）基本層序

第１トレンチ（第８２図）

上層から表土（第１層）、その下に、遺物を包含す

る灰褐粘質土（第２層）を確認し、さらにその下にに

ぶい赤褐粘質土（第３層）の地山となる。部分的に断

ち割った箇所で、その下層に安山岩及び風化礫を含む

にぶい赤褐粘質土が認められる。

第２トレンチ（第８２図）

上層から表土（第１層）、その下に、炭化物・遺物

を包含するにぶい黄橙色粘質シルト若しくは灰黄褐色

粘質シルト（第２層）を確認し、さらにその下ににぶ

い黄橙色粘質シルト（第３層）の地山となる。部分的

に断ち割った箇所で、その下層に粘性の強い黄褐色粘

質シルトが認められる。

後述する黄橙色シルトが地山の上で確認でき、遺物

を含むことから上層の一部が盛土である可能性が想定

された。

い）遺構

第１トレンチ（第８１図）

　トレンチは東から西へと緩やかに傾斜しており、地

山面で東と西で 0.7m ほどの標高差がある。大型石材

が点在していたため、建物の可能性を想定していたが、

建物跡は確認することができなかった。土師器の甕と

考えられる破片が、比較的まとまって出土した。当該

トレンチの東側はより平坦な地となるので、隣接地に

建物等が展開する可能性が想定された。

第２トレンチ（第８１図）

平坦地が広がっていることから、建物跡が所在する

可能性があったが、遺構は確認できなかった。ただし、

遺物を包含する地山起源の土（第２a 層）を確認した。

これは盛土の可能性があったが、申請した調査範囲に

広がっていることが明らかであったので、掘り下げは

行わず、次年度以降にこの広がりを確認することとし

た。

なお、第２トレンチでは地山の土質が周辺と異なる

ことが判明した。通常は屋島特有の安山岩の風化土で

赤褐色を呈するが、本調査区で確認できた土質は黄褐

色シルトであった。香川大学長谷川修一教授に現地を

確認していただいた結果、南嶺に所在する屋島礫層に

似た経緯（安山岩形成後に、周辺から流れてきて堆積

したもの）で形成された堆積土が局所的に残存したも

のの可能性が高く、今後、その広がりを解明していく

必要性も生じた。

う）出土遺物（第８３図）

　第１トレンチからは多数の土師器片、第２トレンチ

からは９世紀中頃以降と考えられる須恵器の杯や蓋等

が出土した（第８３図）。第１トレンチ出土の土師器は

石列確認箇所石列確認箇所

集石確認箇所集石確認箇所

H28-1 トレンチH28-1 トレンチ

H28-2 トレンチH28-2 トレンチ

H29-1 トレンチH29-1 トレンチ

H29-3 トレンチH29-3 トレンチ

H29-4 トレンチH29-4 トレンチ

H29-2 トレンチH29-2 トレンチ
トレンチトレンチ

H20-3 トレンチH20-3 トレンチ

H11 トレンチH11 トレンチ

H12-3 トレンチH12-3 トレンチ

H12-2 トレンチH12-2 トレンチ

H13 トレンチH13 トレンチ

H12-1 トレンチH12-1 トレンチ

第 78 図 北嶺山上地区　H28・29 トレンチ位置図（S ＝１／ 1,600）
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の特定を目的としたものを第２～４トレンチとした。

なお、第２トレンチは１２年度の礎石建物跡南トレン

チに近接するものと考えられるが、調査時には既存の

調査のトレンチは確認できていない。調査は人力掘削

により遺構の平面・断面及び堆積状況、出土遺物など

の確認を行った。一部、遺構の断割りを実施し、土層

の確認を行った。調査後は埋め戻した。

②調査成果

あ）基本層序

第１トレンチ（第８５図）

表土（第１層）直下に灰赤色粘質シルトの地山（第２・

３層）を確認した。さらに掘り下げると、褐色礫を含

む灰赤色粘質シルト（第４層）となる。

第２トレンチ（第８６図）

表土（第１層）直下に遺物を包含する堆積層があり、

その下層が地山若しくは地山起源の土によるにぶい黄

橙色粘質シルトの盛土層（遺物は含まない。第４b ～

d 層）があり、この層が、２８年度の調査の第２a 層に

相当するが、２a 層は遺物を包含していた。地山はに

ぶい黄橙色粘質シルト（第６層）で、２８年度調査の

第３層に相当する。

第３トレンチ（第８７図）

表土（第１層）の下に、灰黄褐色粘質シルト（第２層）

が確認でき、さらにその下に遺物を包含しないにぶい

黄橙色粘質シルト（第３層）がある。この層が盛土と

考えられ、２８年度調査の第２a 層に相当するが、２a

層は遺物を包含していた。さらにその下の角礫を含む

にぶい黄橙色粘質シルトが地山である。

第４トレンチ（第８８図）

表土（第１層）の下に、にぶい黄褐色粘質シルトや

灰褐色粘質シルト（第２層）が確認でき、特に２a ～ c

層は炭化材や遺物を含み、２８年度調査の第２a 層に

相当する。これらは、トレンチの中央よりやや西側で

認められなくなり、概ね等高線が少し密集してくる箇

所と一致している。さらにその下に礫混じりにぶい黄

橙色粘質シルト（第３層）があり、この層が盛土と考

えられる。さらにその下の茶褐色・赤褐色の 5 ～２０

㎝風化礫を含むにぶい黄橙色粘質シルト若しくは灰褐

色粘質シルトが地山である。

第２～４トレンチでは、２８年度に確認された屋島

礫層に似た土（花崗岩系の風化礫か）の分布範囲を確

認することを目的として調査を実施したが、明確な範

囲を限定することはできていない。その中で第４トレ

ンチでは西に向かって、花崗岩系の風化土から安山岩

系の風化土に変化することを確認できたが、その変化

は非常に漸移的であった。また、盛土層については、

礎石建物跡周辺で確認でき、第３トレンチのように、

地表面の凹凸と一致した。東西の広がりについては範

囲を限定することができた。

い）遺構

第１トレンチ（第８４図）

　遺構は確認していない。石材の点在を確認すること

ができたが、礎石などの遺構ではないと考えられる。

第２トレンチ（第８６図）

●ＳＫ１

　過去の調査で確認した平安時代の礎石建物跡の南面

に位置し、礎石列に平行するように東西方向の溝若し

くは土坑と考えられる遺構を確認した。樹木のため、

遺構の広がりは明確にできなかったが、現地形から延

長が３m ほどと考えられる。部分的ではあるが壁面が

赤く焼けている箇所があり、埋土には多量の炭化材と

52 ～ 61：第２トレンチ

62：第１トレンチ

63 ～ 64：表採

0 5cm（S=1/3）

52

61

60

59

58

6463

57

56

55

62

54

53

第 83 図 北嶺山上地区　H28 トレンチ出土遺物（S ＝１／３）
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砕片化した土器片を含む。

　また、この遺構の南北（礎石建物跡に向かっ

て前後）方向で地山起源の盛土を確認してお

り、この盛土の広がりは礎石建物跡に平行し

て東西方向に認められ、第３トレンチでも確

認している。ただし、南側は現地形からは明

らかではない。

　このほかにピットを確認するとともに、石

材が散布していることを確認したが、石材に

ついては表土直下で、少し浮いた状況で検出

していることから、２次的にもたらされたも

のと考えられる。

第３トレンチ（第８７図）

　遺構は確認していない。トレンチ中央部で、

段状の落ちを確認することができ、造成土の

東端の可能性が考えられる。

第４トレンチ（第８８図）

　遺構は確認していない。

う）出土遺物（第８９図）

　いずれのトレンチにおいても、表土直下か

ら遺物が出土している。なお、第２トレンチ

では、遺構及び堆積層に多量の遺物の細片を

含む。出土遺物はいずれも細片であるため、

時期を比定できるものはない。

第２トレンチ

表土掘削時

　６５は須恵器の皿の破片である。

第２層

　６6 は土師器の小皿である。６7 は土師器

の杯である。６８は弥生土器の甕の底部と考

えられる。橙褐色を呈し、白色砂粒を多量に

含む。６９は土師質土器の甕若しくは鉢の口

縁部片と考えられる。外面は刷毛目調整で、

内面は横方向の刷毛目調整で仕上げている。　

７０は須恵器の甕の体部片である。外面は格

子目叩き、内面はナデ調整で仕上げる。一部

指押さえが残る。

木の南側一段下げ

　７１は土師器の小皿である。器壁の磨滅が

著しい。７２は土師器の杯と考えられる小片

である。７3 は須恵器の杯の破片である。底

部切り離しはヘラ切りである。７４は須恵器

杯の小片である。

中央部一段下げ
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　７５は土師器の杯の小片である。器壁の磨滅が著し

いが、ヨコナデによる整形痕跡が認められる。

清掃時

　７６は土師器の杯である。小片のため詳細は不明で

ある。

遺構面取り上げ

　７７は須恵器の多口瓶の肩部片である。多口瓶特有

の突帯がめぐっている。胎土が粗い点が特徴的である。

７８は土師器の杯である。器壁の磨滅が著しい。

ＳＫ１

　７９は須恵器の杯の小片である。

第３トレンチ

遺構検出時

　８０は土師器の杯の破片と考えられる。器壁は磨滅

している。８１は小片のため詳細は不明であるが、須

恵器の皿の破片と考えられる。８２は施釉陶器の小型

壷である。釉は黄白色を呈する。

遺構面取り上げ

Y＝55338.0

Y＝55336.0

Y＝55334.0

Y＝55332.0

Y＝55340.0

X
＝
1
5
1
7
3
0
.
0

X
＝
1
5
1
7
3
2
.
0

X
＝
1
5
1
7
3
4
.
0

X
＝
1
5
1
7
3
0
.
0

X
＝
1
5
1
7
3
2
.
0

X
＝
1
5
1
7
3
4
.
0

Y＝55338.0

Y＝55336.0

Y＝55334.0

Y＝55332.0

Y＝55340.0

2
8
4
.
6
0

2
8
4
.
8
0

83

0
1
m

（
S
=
1
/
6
0
）

0
1
m

（
S
=
1
/
6
0
）

G
.
N

L
=
2
8
5
.
0
m E

L
=
2
8
5
.
0
m

W

L
=
2
8
5
.
0
m N

L
=
2
8
5
.
0
m

S【
北
壁
土
層
図
】

1
 
表
土
（
腐
葉
土
）

2
 
1
0
Y
R
6
/
2
灰
黄
褐
色
粘
質
シ
ル
ト

3
 
1
0
Y
R
6
/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色
粘
質
シ
ル
ト
（
遺
物
含
ま
な
い
）
盛
土

4
a
 1
0
Y
R
6
/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色
粘
質
シ
ル
ト
（
角
礫
を
含
む
）

4
b
 1
0
Y
R
7
/
2
に
ぶ
い
黄
橙
色
粘
質
シ
ル
ト
（
角
礫
を
多
量
に
含
む
）

4
c
 1
0
Y
R
7
/
2
に
ぶ
い
黄
橙
色
角
礫
岩
（
花
崗
岩
の
よ
う
な
土
）

1

1

1
1

1
1

1

2

2
2

3
3

3

3

4
a

4
a

4
a

4
b

4
c

4
c

4
b

4
c

木

木

木

木

木

木

木

木

木
木

木
木

木
木

木
木

木
木

木
木

木

第 87 図 北嶺山上地区　H29-3 トレンチ平面図・土層図（S ＝１／ 60）

116

第３章　基礎調査事業の成果

根
L
=
2
8
4
.
5
m S

L
=
2
8
4
.
5
m

N

L
=
2
8
5
.
0
m S

L
=
2
8
4
.
7
m N

L
=
2
8
5
.
0
m

N

L
=
2
8
4
.
7
m

S

E
L
=
2
8
4
.
7
m

W

L=285.0m

W

L=285.0m

E

【
東
壁
土
層
図

】

【
炭
化
物
集
中
範
囲
断
面
図
】

【
S
P
1
】

【南壁土層図】

S
K
1 S
K
1

S
P
1

S
K
1

1
a
 
表
土
（
腐
葉
土
）

1
b
 
1
0
Y
R
6
/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色
粘
質
シ
ル
ト

2
 

1
0
Y
R
5
/
2
灰
黄
褐
色
粘
質
シ
ル
ト
（
遺
物
・
炭
化
物
を
多
量
に
含
む
）
盛
土
？

3
 

1
0
Y
R
4
/
2
灰
黄
褐
色
粘
質
土
（
炭
化
物
を
多
量
に
含
む
）
遺
構
埋
土

4
a
 
1
0
Y
R
6
/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色
粘
質
シ
ル
ト

4
b
 
1
0
Y
R
6
/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色
粘
質
シ
ル
ト
（
1
㎝
程
度
の
角
礫
を
含
む
）

4
c
 
1
0
Y
R
6
/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色
粘
質
シ
ル
ト
（
鉄
分
を
含
む
）

4
d
 
1
0
Y
R
5
/
3
に
ぶ
い
黄
褐
色
粘
質
シ
ル
ト
（
鉄
分
を
含
む
）
地
山
？

5
a
 
1
0
Y
R
5
/
2
に
ぶ
い
黄
褐
色
粘
質
シ
ル
ト
（
炭
化
物
・
遺
物
含
む
）
遺
構
埋
土

5
b
 
7
.
5
Y
R
5
/
4
に
ぶ
い
褐
色
粘
質
シ
ル
ト
（
炭
化
物
含
む
）

5
c
 
7
.
5
Y
R
5
/
2
灰
褐
色
粘
質
シ
ル
ト

5
d
 
7
.
5
Y
R
5
/
6
明
褐
色
粘
質
シ
ル
ト
（
焼
き
し
ま
る
）

5
e
 
7
.
5
Y
R
5
/
2
灰
褐
色
粘
質
シ
ル
ト
（
炭
化
材
多
量
に
含
む
）

5
f
 
7
.
5
Y
R
4
/
1
褐
灰
色
粘
質
シ
ル
ト
（
炭
化
材
含
む
）

5
g
 
7
.
5
Y
R
4
/
1
褐
灰
色
粘
質
シ
ル
ト
（
炭
化
材
多
量
に
含
む
）

6
 

1
0
Y
R
6
/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色
粘
質
シ
ル
ト
（
1
～

3
㎝
程
度
の
角
礫
含
む
、
し
ま
り
が
よ
い
）
地
山

7
 

1
0
Y
R
6
/
6
明
黄
褐
色
粘
質
シ
ル
ト

8
 

1
0
Y
R
7
/
6
明
黄
褐
色
粘
質
シ
ル
ト
（
し
ま
り
が
よ
い
、
岩
の
風
化
礫
）

1
 

1
0
Y
R
4
/
2
灰
黄
褐
色
粘
質
シ
ル
ト
（
炭
化
物
・
土
器
含
む
）

2
 

1
0
Y
R
6
/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色
粘
質
シ
ル
ト
（
褐
色
礫
を
含
む
）

1
 

1
0
Y
R
5
/
4
に
ぶ
い
黄
褐
色
粘
質
シ
ル
ト
（
炭
・
遺
物
を
含
む
）

1
 

1
0
Y
R
3
/
3
暗
褐
色
土
（
炭
化
物
が
多
量
に
混
じ
る
）

2
 

1
0
Y
R
6
/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色
粘
質
シ
ル
ト

1

1

2

2
2

2

1
2

3
3

4
a

4
a

4
a

4
b

4
c

4
d

5
a

5
b

5
c

5
d

5
e

5
f

5
g

6
6

7

S
.
P
.

N
.
P
.

8

木

木

1

1

2

木

赤
化

木
木

1b 1b
1a 1a

2 2 2 2

4a 4a4a

畦

6

木
木木

木

石
石

木
木

0
1
m

（
S
=
1
/
4
0
）

7
8

炭
化
材

G.N

Y＝
55
31
6.
0

Y＝
55
31
4.
0

Y＝
55
31
2.
0

X＝15173
6.0

X＝15173
4.0

X＝15173
2.0

Y＝
55
31
4.
0

Y＝
55
31
2.
0

X＝15173
6.0

X＝15173
4.0

X＝15173
2.0

第
86

図
 北

嶺
山

上
地

区
　

H
29

-2
ト

レ
ン

チ
平

面
図

・
土

層
図

（
S

＝
１

／
40

）



118

第３章　基礎調査事業の成果

2
8
4
.
2
5
m

2
8
4
.
5
0
m

2
8
4
.
5
0
m

2
8
4
.
0
0
m

2
8
3
.
7
5
m

Y＝55302.0

Y＝55300.0

Y＝55298.0

Y＝55296.0

Y＝55304.0

Y＝55308.0

Y＝55306.0

Y＝55310.0

X
＝
1
5
1
7
2
0
.
0

X
＝
1
5
1
7
2
2
.
0

X
＝
1
5
1
7
2
4
.
0

X
＝
1
5
1
7
2
0
.
0

X
＝
1
5
1
7
2
2
.
0

X
＝
1
5
1
7
2
4
.
0

Y＝55302.0

Y＝55300.0

Y＝55298.0

Y＝55296.0

Y＝55304.0

Y＝55308.0

Y＝55306.0

Y＝55310.0

G
.
N

L
=
2
8
4
.
5
m E

L
=
2
8
4
.
5
m

W北
壁

1
 

表
土
（
腐
葉
土
）

2
a
 
1
0
Y
R
5
/
3
に
ぶ
い
黄
褐
色
 
粘
質
シ
ル
ト
（
炭
化
物
含
む
）

2
b
 
1
0
Y
R
6
/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色
 
粘
質
シ
ル
ト
（
遺
物
・
炭
化
材
を
含
む
）

2
c
 
1
0
Y
R
5
/
3
に
ぶ
い
黄
褐
色
 
粘
質
シ
ル
ト
（
褐
色
礫
を
含
む
）

2
d
 
1
0
Y
R
5
/
3
に
ぶ
い
黄
褐
色
 
粘
質
シ
ル
ト
（
細
か
な
褐
色
系
の
礫
を
含
む
）

2
e
 
1
0
Y
R
5
/
3
に
ぶ
い
黄
褐
色
 
粘
質
シ
ル
ト
　
盛
土
で
は
な
い

2
f
 
1
0
Y
R
5
/
3
に
ぶ
い
黄
褐
色
 
粘
質
シ
ル
ト
（
赤
褐
色
礫
を
含
む
）
盛
土
で
は
な
い

2
g
 
7
.
5
Y
R
5
/
2
灰
褐
色
 
粘
質
シ
ル
ト

2
h
 
7
.
5
Y
R
5
/
2
灰
褐
色
 
粘
質
シ
ル
ト
（
1
㎝
程
の
礫
を
含
む
）

2
i
 
7
.
5
Y
R
4
/
2
灰
褐
色
 
粘
質
シ
ル
ト
（
1
㎝
程
の
礫
を
含
む
）

2
j
 
7
.
5
Y
R
4
/
2
灰
褐
色
 
粘
質
シ
ル
ト

3
a
 
1
0
Y
R
6
/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色
 
粘
質
シ
ル
ト
（
礫
混
じ
り
）

3
b
 
1
0
Y
R
6
/
3
に
ぶ
い
黄
橙
色
 
粘
質
シ
ル
ト
（
褐
色
礫
を
少
量
含
む
）

4
a
 
1
0
Y
R
6
/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色
 
粘
質
シ
ル
ト
（
第

5
層
を
ブ
ロ
ッ
ク
で
含
む
）

4
b
 
5
Y
R
4
/
2
灰
褐
色
 
粘
質
シ
ル
ト
（
茶
褐
色
・
赤
褐
色
の

5
～

2
0
㎝
風
化
礫
を
多
量
に
含
む
）

5
 

1
0
Y
R
7
/
4
に
ぶ
い
黄
橙
色
 
礫
（
岩
盤
風
化
土
）

1

1

1
1

2
a

2
c

2
b

2
d

2
f

2
f

2
e

2
g

2
g

2
i

2
i

2
i

2
j

2
h

2
h

3
a

5

5

5

3
b

4
a

4
b

4
b

4
b

4
b

木

木

木
の
撹
乱
？

木
木

木

木

木
木

木

0
2
m

（
S
=
1
/
8
0
）

0
2
m

（
S
=
1
/
8
0
）

第
88

図
 北

嶺
山

上
地

区
　

H
29

-4
ト

レ
ン

チ
平

面
図

・
土

層
図

（
S

＝
１

／
80

）



119

史跡天然記念物屋島基礎調査事業調査報告書Ⅲ　2019

　８３は土師器の小皿で、いわゆるかわら投げのかわ

らけである。ヨコナデによる整形で、底部外面は糸切

りである。

第４トレンチ

表土掘削中

　８４は磨滅が著しく詳細は不明であるが、弥生土器

甕口縁部の破片の可能性がある。茶褐色を呈し、白色

砂粒を多量に含む。８５は須恵器の杯である。

一段下げ

８６・８７は弥生土器の甕の底部若しくは土師器の

杯である。小片で、磨滅が著しく詳細は不明であるが、

器壁の厚みから考えると後者の可能性が高い。

精査中

　８８は須恵器皿の口縁部片である。

断割り掘削排土中

　８９は須恵器皿の口縁部片である。

表土直下赤褐色層

　９０は須恵器甕の体部片である。外面は粗い平行叩

きで部分的に刷毛目状の工具で表面をナデた痕跡が残

る。内面は当て具痕（青海波文）が残る。
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第 89 図 北嶺山上地区　H29 トレンチ出土遺物（S ＝１／３）
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図）。盛土の中からは基本的に９世紀中頃の須恵器が出

土することから、礎石建物跡の造営に先立って行われ

たものと考えられる。この造成範囲は地形図の平坦面

とも対応するものであるが、その範囲に対して礎石建

物跡は明らかに西側に偏っており、また、南側に空間

がある点は注意される。ただし、既述のとおり、礎石

建物跡の前面で確認された土坑以外には明確な遺構は

確認されておらず、建物前面の空間は儀式若しくは修

行空間のようなものとしての機能が想定される。

　遺構は確認できていないが、７世紀後半から８世紀

代に遡る可能性のある遺物が出土しており、以前の調

査でも破片が出土しており、屋嶋城跡との関係性も注

目される。

　以上４年に渡って、屋島北嶺山上の調査を実施して

きた。表面観察で起伏（凹凸）などが確認される場合

に遺構が確認できるものの、北嶺山上は広大な平坦面

であるため、石材の散布などを頼りにしてトレンチ設

定を行い調査を実施してきたが、遺構は確認できなかっ

た。そのため、北嶺山上の調査については、平坦面に

トレンチ調査を数多く実施することで、遺構や遺物の

有無を確認せざるを得ない。それらの成果を踏まえた

上で、将来的には遺構や遺物がまとまって認められる

箇所において、面的な調査を継続的に実施していく必

要がある。
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赤褐色シルト層

　９１は須恵器甕の体部片である。外面は粗い平行叩

きで部分的に刷毛目状の工具で表面をナデた痕跡が残

る。内面は当て具痕（青海波文）が残る。９0 と同一

個体の可能性もあり、７世紀後半に遡る可能性がある

遺物である。

　８５・８８・８9 ともに２８年度に出土した９世紀

中頃の須恵器杯に類似するものである。

　以上、７世紀後半から８世紀代の可能性のある遺物

と、９世紀中頃～１１世紀頃の遺物が出土しており、

これまでの既往の調査と大きな差は認められない。

③小結

　今回の調査（第２トレンチ）によって、礎石建物跡

の南面で火を使った行為を行っていることが明らかと

なった。この行為が礎石建物の修繕などに伴うものか、

修行や建物造営時などの儀式に伴うものかは明確にで

きないものの、鉄や銅などの滓が伴わないことから、

後者の可能性がある。礎石建物跡の南側に位置し平行

するように設置され、累積的に形成された遺構ではな

いことから、盛土（整地層）との関係を考慮すると、

建物建築に伴い利用された遺構と考えられる。

　なお、２８年度に確認した花崗岩系風化礫土の堆積

層の範囲は想定よりも広く、明確な分布の範囲は確認

できていないが、これらを用いて、礎石建物の前に基

壇状の盛土造成を行った後、土坑状の遺構が形成され

たと考えられる。また、この盛土の上層の遺物を含む

堆積層についても、周辺からの堆積作用が想定できな

いことから、人為的なものと考えられる。その範囲は

これまでの１２、１３年度の調査成果を踏まえて、判

断するとさらに北側にも分布しており、１３年度第２

調査地点の第２層は一連の調査で確認した盛土層に相

当する可能性が想定される。これらの点から南北は

３５m 以上と考えられ、東西は第３・４トレンチの成

果から約３４m と推定でき、やや南北に長い、方形を

呈する範囲に分布しているものと考えられる（第９０
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第 90 図 北嶺山上地区　千間堂跡周辺整地土想定図（S ＝１／４００）



121

史跡天然記念物屋島基礎調査事業調査報告書Ⅲ　2019

図）。盛土の中からは基本的に９世紀中頃の須恵器が出

土することから、礎石建物跡の造営に先立って行われ

たものと考えられる。この造成範囲は地形図の平坦面

とも対応するものであるが、その範囲に対して礎石建

物跡は明らかに西側に偏っており、また、南側に空間

がある点は注意される。ただし、既述のとおり、礎石

建物跡の前面で確認された土坑以外には明確な遺構は

確認されておらず、建物前面の空間は儀式若しくは修

行空間のようなものとしての機能が想定される。

　遺構は確認できていないが、７世紀後半から８世紀

代に遡る可能性のある遺物が出土しており、以前の調

査でも破片が出土しており、屋嶋城跡との関係性も注

目される。

　以上４年に渡って、屋島北嶺山上の調査を実施して

きた。表面観察で起伏（凹凸）などが確認される場合

に遺構が確認できるものの、北嶺山上は広大な平坦面

であるため、石材の散布などを頼りにしてトレンチ設

定を行い調査を実施してきたが、遺構は確認できなかっ

た。そのため、北嶺山上の調査については、平坦面に

トレンチ調査を数多く実施することで、遺構や遺物の

有無を確認せざるを得ない。それらの成果を踏まえた

上で、将来的には遺構や遺物がまとまって認められる

箇所において、面的な調査を継続的に実施していく必

要がある。
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赤褐色シルト層

　９１は須恵器甕の体部片である。外面は粗い平行叩

きで部分的に刷毛目状の工具で表面をナデた痕跡が残

る。内面は当て具痕（青海波文）が残る。９0 と同一

個体の可能性もあり、７世紀後半に遡る可能性がある

遺物である。

　８５・８８・８9 ともに２８年度に出土した９世紀

中頃の須恵器杯に類似するものである。

　以上、７世紀後半から８世紀代の可能性のある遺物

と、９世紀中頃～１１世紀頃の遺物が出土しており、

これまでの既往の調査と大きな差は認められない。

③小結

　今回の調査（第２トレンチ）によって、礎石建物跡

の南面で火を使った行為を行っていることが明らかと

なった。この行為が礎石建物の修繕などに伴うものか、

修行や建物造営時などの儀式に伴うものかは明確にで

きないものの、鉄や銅などの滓が伴わないことから、

後者の可能性がある。礎石建物跡の南側に位置し平行

するように設置され、累積的に形成された遺構ではな

いことから、盛土（整地層）との関係を考慮すると、

建物建築に伴い利用された遺構と考えられる。

　なお、２８年度に確認した花崗岩系風化礫土の堆積

層の範囲は想定よりも広く、明確な分布の範囲は確認

できていないが、これらを用いて、礎石建物の前に基

壇状の盛土造成を行った後、土坑状の遺構が形成され

たと考えられる。また、この盛土の上層の遺物を含む

堆積層についても、周辺からの堆積作用が想定できな

いことから、人為的なものと考えられる。その範囲は

これまでの１２、１３年度の調査成果を踏まえて、判

断するとさらに北側にも分布しており、１３年度第２

調査地点の第２層は一連の調査で確認した盛土層に相

当する可能性が想定される。これらの点から南北は

３５m 以上と考えられ、東西は第３・４トレンチの成

果から約３４m と推定でき、やや南北に長い、方形を

呈する範囲に分布しているものと考えられる（第９０
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Ｃ．南嶺山上地区の調査（第９１図）

a）平成２９年度

①調査の目的と方法

調査地は、北嶺へと向かう遊歩道入口の東側に位置

する。環境省による瀬戸内海国立公園屋島集団施設地

区再整備事業（北嶺エントランス整備：看板設置）が

予定されている箇所で確認調査を行った。調査は平成

２９年１１月６日から平成２９年１１月１０日に実施

した。調査面積は５㎡である。

②調査成果

あ）基本層序

調査地は、北から南へと傾斜する地形で、表層から

は旧地形が残存している可能性が想定されたが、表土

（第１層）直下から５０～８０㎝程度の攪乱層（第２～

６層）が認められ、その下位に地山を確認することが

できた。この攪乱層は、西側の道路（谷側）に向かっ

てさらに深くなっているようで、本来の地形が周辺の

園路などの整備に伴って、大幅に改変されたものと想

定される。

地山は赤褐色粘質シルト（第７層）で、攪乱土の中

にはやや大ぶりな安山岩の石材も放り込まれていた。

い） 遺構

大規模に攪乱されており、遺構は確認されなかった。

う）出土遺物

近代以降と考えられる磁器片等がわずかに出土し

た。

③小結

調査の結果、当該地は周辺よりも低い場所でありな

がら、地山起源の土を用いて、埋め戻されていたこと

から、周辺の遊歩道整備時に、大規模に攪乱された後、

整地されたと考えられる。当該地は、高低差があるも

のの、城門が推定される（第４章参照）箇所に比較的

近接しており、関連遺構などの存在が想定されたが、

調査の結果、既に現地形を留めていないものと判断す

ることができた。部分的な調査ではあったが、周辺の

駐車場等の整備時にも大規模に改変されている可能性

が高いことも分かった。
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第１節　屋嶋城跡

Ａ . 浦生地区の城壁とその構造

　第３章で報告した調査成果を踏まえ、浦生地区の城

壁について立地や構造の点からその特徴について掘り

下げて検討しておきたい。

■浦生地区の立地と構造

　既述のとおり、浦生地区は屋嶋城の城外に所在する。

瀬戸内海、屋島の北西に向けて開けた谷の中腹標高約

１００mに位置し、城壁の最も高い雉城の上部では、

瀬戸内海を見渡すことができる。当時、城壁周辺は伐

採され、開けていたと考えられ、海からも目立つ存在

であったであろう。対唐・新羅との戦いは海戦も十分

想定されるが、緩傾斜部と急傾斜部の接点という立地

に加え、海（敵軍）からの視界において目標とされや

すい立地は、誘導的意味を含め、浦生地区の城壁は屋

嶋城における最初の交戦の場として設置されたもので

あろう。

　本来、この浦生地区の城壁の背面、すなわち、谷の

山頂付近に大手を想定することができるが、現状では

未確認である。谷筋を登っていくのが登城路と考えら

れるが、城壁は、この谷の傾斜が変化する標高１００

m付近に谷を堰き止める砂防ダム状に構築されている。

　これまでの調査をもとに考えると、城壁は延長約

８０mで浦生川側には水門、さらにその北側に城門、

城壁の最高部（北側）には方形の張出部（雉城）が展

開し、谷筋から北側（城外側からみて左側）へと登っ

ていくような登り石垣状の景観を形成しており、見た

目としては大野城跡の百間石垣に類似した構造と言え

る。城壁天端を現在の最も高い箇所として、根石の高

さを城外側北側の石積みが残る箇所、城門推定地の隅

第４章　まとめと今後の課題

角部、城壁天端ライン等を参考に定めると、城壁高さ

は高い箇所で５m程となる。後述する城門横の平坦部

においても４．５m程となる。

　既述のとおり、雉城は城壁が地形に擦り付けている

ことから、城壁から突出させて構築しているというよ

りは、単体で張出部を構築していると考える方が理解

しやすい。これまで、城壁との連続性を想定してきた

が、改めて、城壁と地形との関係を考えると、関野氏

が注目した尾根と谷の間を塞ぐように城壁を構築し、

それに対して最も高所に雉城を構築しているものと考

えられる。そのため、接続部分が不明確であり、城壁

の城外側の石積みも地形に擦り付けているものと判断

できる。以上のような城壁と雉城の構造は明らかに、

朝鮮半島で認められるような城壁の一般的な構造とは

異なるものであり、屋嶋城跡の城門地区の甕城の在地

化（日本化）した構造と同様なものと考えておきたい。

この点から、浦生地区の未完成と判断される場合（亀

田 2018 等）もある。既述のように、地形に合わせた

屋嶋城ならではの構造であると認識できるならば、一

見中途半端な施工に見えるこれらの構築物も完成した

構造と考えることもできよう。

　雉城からは、見晴らしのみならず、城内へと侵入す

べく、谷筋を上がってきた敵兵を見下ろす場所にもな

り、まさに、側面から攻撃する雉城としての機能の場

所が計画的に配置されていると言える。また、下から

仰ぎ見ると、かなりの高低差があり、下から攻めるに

はやや不利な条件となる。

　次に、この浦生地区の城壁が城外側に位置している

という点から、屋嶋城全体における構築順序について

考えておく必要がある。山上の城壁構築の前後関係が

問題となるが、浦生地区先行構築説の場合は、史書上、
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Ｃ．南嶺山上地区の調査（第９１図）

a）平成２９年度

①調査の目的と方法

調査地は、北嶺へと向かう遊歩道入口の東側に位置

する。環境省による瀬戸内海国立公園屋島集団施設地

区再整備事業（北嶺エントランス整備：看板設置）が

予定されている箇所で確認調査を行った。調査は平成

２９年１１月６日から平成２９年１１月１０日に実施

した。調査面積は５㎡である。

②調査成果

あ）基本層序

調査地は、北から南へと傾斜する地形で、表層から

は旧地形が残存している可能性が想定されたが、表土

（第１層）直下から５０～８０㎝程度の攪乱層（第２～

６層）が認められ、その下位に地山を確認することが

できた。この攪乱層は、西側の道路（谷側）に向かっ

てさらに深くなっているようで、本来の地形が周辺の

園路などの整備に伴って、大幅に改変されたものと想

定される。

地山は赤褐色粘質シルト（第７層）で、攪乱土の中

にはやや大ぶりな安山岩の石材も放り込まれていた。

い） 遺構

大規模に攪乱されており、遺構は確認されなかった。

う）出土遺物

近代以降と考えられる磁器片等がわずかに出土し

た。

③小結

調査の結果、当該地は周辺よりも低い場所でありな

がら、地山起源の土を用いて、埋め戻されていたこと

から、周辺の遊歩道整備時に、大規模に攪乱された後、

整地されたと考えられる。当該地は、高低差があるも

のの、城門が推定される（第４章参照）箇所に比較的

近接しており、関連遺構などの存在が想定されたが、

調査の結果、既に現地形を留めていないものと判断す

ることができた。部分的な調査ではあったが、周辺の

駐車場等の整備時にも大規模に改変されている可能性

が高いことも分かった。
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第４章　まとめと今後の課題

水城は大野城より先行することと山頂自体の急峻さか

ら、類推することができるが、規模とその含意が異な

ることから、同一視はできない。次に山上の城壁構築

後の増築説について考えてみたい。既述のとおり、敵

軍の最初に上陸する場所として想定され、最初の交戦

場と想定される点、屋島の地形を利用した立地である

点から、攻撃される場所かつ一方で敵を誘導する場所

を手厚く増強し、防御を固めている点から理解しやす

い。ただし、その段階が同時期の施工か若しくは山上

の城壁構築直後か、その後の維持管理の中での増強（増

築）であるかは現状では即断できないが、交戦を想定

しているとすれば、同時若しくは直後と考えた方が良

いであろう。

■城壁構造

　調査所見からも明らかなように、城内外ともに、石

積みで構築し、その内部は、屋島特有の盛土、すなわち、

多くの石材を含む土で構築されている。この点は、山

上の城門周辺の城壁構造と類似しており、現地の地盤

が屋島特有の崩積土で構築されているという点からも

理解できるが、傾斜地に築く上で、土のみならず、石

材を含有させることでせん断抵抗が高まる効果も期待

できる。ただし、施工時は通常の突き固め作業がしづ

らく、構築時の締め固め作業の方法が問題となる。

　平成２１年度の調査成果からも明らかなように、城

内は背面の山上から大雨時に土石流などによって土砂

や石材が多量に供給されたことが想定され、かなり埋

没していることが判明している。表面に中世段階の遺

物が表採できることからも、ある程度城内側は早くに

埋没した可能性もある。それゆえ、城内側の石積みが

保存された可能性が高い。

　平成２９年度の調査によって、城門の城内側の隅角

部が明確となったが、同時にその上面の平場の意味も

検討する必要性が高まった。岡田唯吉氏の図面からも

明らかなように（岡田	1922）城門推定地の北側（山側）

が平坦であることが知られていたが、これまで崩落の

可能性しか想定されてこなかった。城外側の城壁の崩

落状況、背面の埋没状況などから想定すると、基本的

にはいずれも安全勾配で斜面が安定化していることか

ら、土石流などによる崩落とは想定できない。それゆえ、

城壁側（北側）も安全勾配で安定しており、当初から、

第９２図のような空間があったことが想定できる。現

状では、幅９m、奥行き８．８mの空間がどのように使

用されていたかは、これまで調査を実施していないの

で、明らかではないが、城門から櫓状に続くような建

造物が設けられていたと考える方が自然であろう。

■城　門

　城門の北側については上記の調査成果に基づくと、

奥行き約８．８mとなる。ただし、南側の側壁部分は列

石状に推定できる程度で、大規模に崩落しているもの

と考えられ、当初の形状はまったく推定できない。先

の城門北側の構造を元に、高さを復元するならば、中

央部で概ね３m程度となるものと考えられる。第９０

図のようになる。現在、遊歩道の関係で、城門入口部

はスロープ状を呈しているが、本来の城門がスロープ

状になるのか、懸門になるのかは不明である。城門推

定地については、今回の一連の調査でおぼろげながら

構造が見えてきたものの、今後の調査が重要である。

Ｂ . 屋嶋城の城壁ラインと城壁構造　

　次に、以上の成果を踏まえ、屋嶋城の全体構造につ

いても整理しておきたい。この点については、『屋嶋城

跡Ⅱ』（高松市教育委員会 2008）において詳述されて

いるが、その後の古代山城に関する調査研究の進展、

さらには本事業での調査成果、現地踏査の成果を踏ま

え、改めて、整理しておきたい。

■城壁（外郭線）ライン

　既述のとおり最初に、屋嶋城跡の城域を明確に示さ

れたのは関野貞氏である。関野氏は、浦生地区の城壁

を中心に、北嶺から浦生地区へと伸びる尾根筋を城壁

ラインと想定し、北嶺、南嶺を囲む城壁ライン（抱谷式）

を想定した（関野 1917）。しかし、その後の本事業に

おける調査成果に基づき、これまで山城の城壁ライン

については、山上のみで完結するライン（南嶺全周４．

０㎞、山上全周７．０㎞）を想定してきた（高松市教育

委員会 2008 ほか）。その中で、調査研究の進展によっ

て、関野氏が重要視した浦生地区の城壁の位置づけが

屋嶋城を考える上で課題となった。ここでは、２１年

度以降の調査、レーザー測量及びそれに基づく現地踏

査の成果を踏まえ、過去の成果を見直しておきたい。

　まず、本事業で調査を行った浦生地区から見ていき

たい。第３章の調査成果、前節の検討によって、浦生

地区の城壁は、浦生川とその北側にある谷の間を塞ぐ

ように築かれ、雉城の背面の尾根筋に城壁遺構は擦り

付けている。しかし、その尾根筋自身を城壁と見立て

ることは難しく、城壁ラインは、浦生川から尾根筋ま

での間を塞ぐように築かれており、山上の城壁とは遺

構としての連続性は認められない。そのため、他の古
代山城で確認されつつある山上とは別に構築された城
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壁（小規模土塁の一種）と考えられる。
　一方、山上では、現在のところ南嶺のみで城壁遺構

が確認されており、北嶺では城壁遺構は確認されてい

ない。また、南嶺の談古嶺から北嶺へと向かって下る

鞍部状を呈する箇所に２条の濠（山元 2005）が掘ら

れている。以上の遺構はいずれも標高２７０m付近に

構築されていることが指摘されていた（山元 2005）が、

レーザー測量によっても裏付けられ、一定の測量に基

づく計画的な施工が想定される。これらの点を最大限

考慮するならば、いわゆる古代山城特有の城壁遺構は、

南嶺のみで完結する可能性が高いと考えられる。ただ、

古代山城の場合、城壁は地形に左右され、起伏がある

ことが常であるが、屋島ならではかもしれないが、ほ

ぼ同一の標高で構築されている点は注目すべき点であ

ると言える。

　北嶺は、レーザー測量及び外観からも明らかなよう

に、急峻な崖が多く、南嶺のように山頂部からやや下っ

たところ（標高見たてる２７０m付近）は基本的には

断崖絶壁（崖地）にあたり、城壁を築けるような場所

はほとんどない。地形と標高のみで想定するならば、

北嶺西側の最北部の魚見台から先端部にかけての範囲

が唯一、緩やかな谷と尾根上地形が展開しており、遺

構の存在が想定できるが、現状では遺構は確認できて

いない。また、南嶺と北嶺をつなぐ尾根筋は、非常に

細く、急峻な地形であることから両側に城壁を築くよ

うな箇所がない。また、先の標高からすると２７０m

より低くなる箇所もある。仮に城壁ラインを想定する

ならば、現在の北嶺へと設けられている遊歩道（標高

２５０～２７０m）周辺が最も有力にはなるが、これ

らの遊歩道の原形がどこまで古くなるかは不明である。

ただし、尾根上で南北の行き来は困難な箇所があり、

斜面部の緩やかな箇所を通る道（土壇状の構造）があっ

た可能性は想定できる。関野氏が構想したように、先

の浦生地区からは北嶺へのアクセスの方が明らかに早

くて楽である。瀬戸内海の眺望という点からも、明ら

かに北嶺の方が立地的に優れており、既述のとおり遺

構は確認されていないが、見張りや狼煙場としての利

用などは十分に想定でき、いわゆる古代山城の城壁ラ

インの外側に位置する異なる機能を有した場（北嶺山

上）の可能性は否定できない。いずれにしても、屋嶋

城の城壁ラインについては、南嶺で完結する可能性が

高いものの、屋嶋城という軍事施設としての機能の範

囲については、今しばらく北嶺における調査を行った

上で判断する必要があろう。

■城壁構造

　これまでの調査成果から大きく２つの構造に分類で

きる。①両壁式（夾築式）の高さ５mを越えるような

城壁、②内托式の２m程度の城壁である（高松市教育

委員会 2008）。

　①は浦生地区、城門地区、②は南嶺北斜面、西斜面、

東斜面の城壁である。既述のとおり、これらの遺構は

標高を同じくして構築されており、計画的に配置され

施工されたことがうかがえる。①と②の違いにおいて、

現状で明らかな点は城門に接続しているかどうかであ

り、城門地区及び浦生地区では城門があり、城門地区

においても、現在整備されている箇所よりも南側の山

林中に残る城壁遺構（石積み）は②と類似した構造に

なるという点が指摘できる。以上の点から、①と②の

構造の違いは、地形ではなく、立地も含めた機能差に

よって生じている可能性を想定しておきたい。すなわ

ち、城門周辺は高い石積みを構築することで、堅牢か

つ威容を構造として示したものと想定される（高松市

教育委員会 2008）。

■城門の配置

　現在、屋嶋城では、城門が１箇所しか見つかってい

ないものの、一般的な古代山城では複数の城門が確認

されており、未だ確認されていないが城門が存在した

と考えられる。ここでは、城門地区の立地条件を一つ

の拠所として、唯一の確認例である城門の配置につい

て検討しておきたい。

　まず、城門地区の立地から考えると、瀬戸内海に面

した場というだけではなく、南側すなわち内海、さら

には陸路もかなり意識した場所に立地していると言え

る。地形の制約による構造の違いはあるものの、現在

見つかっている遺構、地形から想定しても、南向きの

箇所に規模の大きな遺構が配置されているようにも見

える。現在確認されている城門は、既に報告している

ように朝鮮半島の技術を取り入れた構造が明瞭に認め

られるものの、甕城などは、地形を利用した在地化

（倭国／日本型）した構造と言える（高松市教育委員

会2016）。地域性／特殊性を強調するわけではないが、

北と南に分かれた山の構造、立地、視界などを最大限

利用した形で、屋嶋城の城壁や城門が構築されている

可能性を考えておく必要がある。

　次に、未発見の城門の可能性について想定しておき

たい。既に、『屋嶋城跡』Ⅱにおいて、明治 8年作成の「屋

島寺境内並持林田畑図」をもとに、登山道について検

討が行われている。ここでは、第３章のレーザー測量
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水城は大野城より先行することと山頂自体の急峻さか

ら、類推することができるが、規模とその含意が異な

ることから、同一視はできない。次に山上の城壁構築

後の増築説について考えてみたい。既述のとおり、敵

軍の最初に上陸する場所として想定され、最初の交戦

場と想定される点、屋島の地形を利用した立地である

点から、攻撃される場所かつ一方で敵を誘導する場所

を手厚く増強し、防御を固めている点から理解しやす

い。ただし、その段階が同時期の施工か若しくは山上

の城壁構築直後か、その後の維持管理の中での増強（増

築）であるかは現状では即断できないが、交戦を想定

しているとすれば、同時若しくは直後と考えた方が良

いであろう。

■城壁構造

　調査所見からも明らかなように、城内外ともに、石

積みで構築し、その内部は、屋島特有の盛土、すなわち、

多くの石材を含む土で構築されている。この点は、山

上の城門周辺の城壁構造と類似しており、現地の地盤

が屋島特有の崩積土で構築されているという点からも

理解できるが、傾斜地に築く上で、土のみならず、石

材を含有させることでせん断抵抗が高まる効果も期待

できる。ただし、施工時は通常の突き固め作業がしづ

らく、構築時の締め固め作業の方法が問題となる。

　平成２１年度の調査成果からも明らかなように、城

内は背面の山上から大雨時に土石流などによって土砂

や石材が多量に供給されたことが想定され、かなり埋

没していることが判明している。表面に中世段階の遺

物が表採できることからも、ある程度城内側は早くに

埋没した可能性もある。それゆえ、城内側の石積みが

保存された可能性が高い。

　平成２９年度の調査によって、城門の城内側の隅角

部が明確となったが、同時にその上面の平場の意味も

検討する必要性が高まった。岡田唯吉氏の図面からも

明らかなように（岡田	1922）城門推定地の北側（山側）

が平坦であることが知られていたが、これまで崩落の

可能性しか想定されてこなかった。城外側の城壁の崩

落状況、背面の埋没状況などから想定すると、基本的

にはいずれも安全勾配で斜面が安定化していることか

ら、土石流などによる崩落とは想定できない。それゆえ、

城壁側（北側）も安全勾配で安定しており、当初から、

第９２図のような空間があったことが想定できる。現

状では、幅９m、奥行き８．８mの空間がどのように使

用されていたかは、これまで調査を実施していないの

で、明らかではないが、城門から櫓状に続くような建

造物が設けられていたと考える方が自然であろう。

■城　門

　城門の北側については上記の調査成果に基づくと、

奥行き約８．８mとなる。ただし、南側の側壁部分は列

石状に推定できる程度で、大規模に崩落しているもの

と考えられ、当初の形状はまったく推定できない。先

の城門北側の構造を元に、高さを復元するならば、中

央部で概ね３m程度となるものと考えられる。第９０

図のようになる。現在、遊歩道の関係で、城門入口部

はスロープ状を呈しているが、本来の城門がスロープ

状になるのか、懸門になるのかは不明である。城門推

定地については、今回の一連の調査でおぼろげながら

構造が見えてきたものの、今後の調査が重要である。

Ｂ . 屋嶋城の城壁ラインと城壁構造　

　次に、以上の成果を踏まえ、屋嶋城の全体構造につ

いても整理しておきたい。この点については、『屋嶋城

跡Ⅱ』（高松市教育委員会 2008）において詳述されて

いるが、その後の古代山城に関する調査研究の進展、

さらには本事業での調査成果、現地踏査の成果を踏ま

え、改めて、整理しておきたい。

■城壁（外郭線）ライン

　既述のとおり最初に、屋嶋城跡の城域を明確に示さ

れたのは関野貞氏である。関野氏は、浦生地区の城壁

を中心に、北嶺から浦生地区へと伸びる尾根筋を城壁

ラインと想定し、北嶺、南嶺を囲む城壁ライン（抱谷式）

を想定した（関野 1917）。しかし、その後の本事業に

おける調査成果に基づき、これまで山城の城壁ライン

については、山上のみで完結するライン（南嶺全周４．

０㎞、山上全周７．０㎞）を想定してきた（高松市教育

委員会 2008 ほか）。その中で、調査研究の進展によっ

て、関野氏が重要視した浦生地区の城壁の位置づけが

屋嶋城を考える上で課題となった。ここでは、２１年

度以降の調査、レーザー測量及びそれに基づく現地踏

査の成果を踏まえ、過去の成果を見直しておきたい。

　まず、本事業で調査を行った浦生地区から見ていき

たい。第３章の調査成果、前節の検討によって、浦生

地区の城壁は、浦生川とその北側にある谷の間を塞ぐ

ように築かれ、雉城の背面の尾根筋に城壁遺構は擦り

付けている。しかし、その尾根筋自身を城壁と見立て

ることは難しく、城壁ラインは、浦生川から尾根筋ま

での間を塞ぐように築かれており、山上の城壁とは遺

構としての連続性は認められない。そのため、他の古
代山城で確認されつつある山上とは別に構築された城
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微高地①微高地①

微高地②微高地②

微高地③微高地③

城門候補地い城門候補地い

微高地④微高地④

城門地区城門地区

南水門南水門

南斜面土塁南斜面土塁

切岸状遺構切岸状遺構

東斜面土塁東斜面土塁

北水門北水門

北斜面土塁北斜面土塁

城門候補地あ城門候補地あ

城門候補地え城門候補地え

城門候補地う城門候補地う

貯水池貯水池

第 93図	 南嶺山上詳細地形図と屋嶋城跡遺構想定図（S= １／ 6,000）
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に基づき、山城関連遺構の分布と地形との関係を見て

いくこととする。浦生地区を除く現在確認されている

山上の遺構群はすべて標高２７０m付近に分布してい

る。この共通性や最も調査の進んでいる城門地区の立

地条件について検討してみると、城門地区は崖が形成

されない、小規模な谷状地形に立地しており、赤色立

体図でみると半円状の谷地形で、かつ緩斜面であるこ

とが分かる。先の標高とともに、同様な地形という視

点で南嶺の範囲を観察すると次の４箇所を城門候補地

として想定することができる。

　あ）屋島寺山門付近

　い）屋島スカイウエイ（旧屋島ドライブウエイ）

　　　の駐車場の入口から東側の小規模な谷付近

　う）屋島南嶺の東側の谷筋付近

　え）屋島ケーブルカー駅舎の南側付近

　これらに、城門地区、浦生地区の城門を含めると城

門の数は６箇所となる。以下、各候補地について検討

しておきたい。

城門候補地　あ）屋島寺山門

　現在も遍路道として使用されており、平安時代末以

降に南嶺に移動して以降、寺院の正面玄関として使用

されているものと考えられる。現在の景観は『讃岐国

名勝図絵』からも確認でき、江戸時代の景観を残して

いることが分かる。必ずしも、それ以前に遡る明確な

根拠はないが、西斜面で南面に向かって開く大きな谷

であること、遍路道の存在からもともと麓からの道が

あったと想定できることから登城路があった可能性が

高いため、城門が存在した可能性を考えておきたい。

城門候補地　い）屋島スカイウエイ（旧屋島ドライブ

ウエイ）駐車場の入口から東側の小規模な谷

　当該箇所は、屋嶋城において瀬戸内海に向かって最

も開けた谷であり、城としても大手に当たると考えら

れる場所である。そのため、かなり大規模かつ荘厳な

城門があった可能性が想像される。道路が横断してい

ることで、地形が大規模に改変されており、城門は遺

存している可能性は低い。谷地形としては少し北にも

谷があり、候補地としては 2箇所が想定される。

城門候補地　う）屋島南嶺の東側の谷筋

　南嶺の中で、東側に比較的開けた谷状の地形で、現

地の石材散布などは確認できず、明確ではないが、や

や奥行きのある谷であり、城門が想定される箇所は標

高から現在の園路の周辺である。基本的には屋嶋城は

東面の遺構が少なく、西面を意識した構造であること

は当然ながら留意しておく必要もあろう。

城門候補地　え）屋島ケーブルカーの駅舎南側

　上記のう）と同様に現在確認された城門の所在する

地形に類似する場所で、現地にもわずかであるが石材

の散布が確認されるが、量は多くない。時期は明確で

はないが、石段状の遺構も確認できる。

　以上の箇所は、屋島の長い歴史の中で、後世に大き

く改変されている箇所もあり、すべての箇所で城門が

確認できる可能性は低いが、今後、地道な調査を継続

していく必要がある。

　なお、城壁遺構については、これまで確認されてい

る箇所以外では赤色立体図上で同様な平坦面は確認で

きない。

■建物等の城内施設

　城内施設については現状では最も調査研究が遅れて

おり、屋島寺における確認調査で当該期の須恵器が出

土している程度である。最終的には発掘調査によって

確認しなければならないが、将来の調査に備え、ここ

では、屋島寺の立地を参考に建物群が展開する候補地

について考えてみたい。

　まず、レーザー測量に基づく赤色立体図と等高線図

を重ねたもの（第９３図）を詳細に観察してみると、

平坦な山上にも微地形、すなわち、やや高く平坦な尾

根と谷が存在することが分かる。ここでは尾根上の平

坦な高い場所を便宜的に微高地と呼んでおく。

　このような観点から現在、屋島寺が所在する場所を

見てみると、南嶺のほぼ中央に位置する微高地状の平

坦地（微高地①）で周辺には３つの谷が展開している

ことが分かる。また、この微高地は南東側へと延び、

山頂の三角点のある周辺の微高地と連続する（微高地

②）。南嶺の西側では、現在の県木園周辺に同様な平坦

な微高地（微高地③）が認められる。さらに、南部で

は旧屋島ケーブル駅舎周辺に同様な安定した場所が確

認できる（微高地④）。その微高地（尾根）の周辺には

大小様々な谷若しくは鞍部状の地形が展開している。

　以上の地形をもとに、上記の４箇所について現在確

認されている遺構等の関係をみておきたい。

微高地①　　まず、先の屋島寺は南嶺のほぼ中央に位

置する微高地に選地していることから、かなり意図的

に場所が選ばれたものと考えられる。当該地から７世

紀中頃～８世紀前葉の須恵器が複数出土していること

が注目される。屋島寺の発掘調査では遺構は確認され

ていないが、やはり、現在の境内地周辺に建物等が所

在した可能性は想定される。また、弥生時代の遺物も

まとまって出土しており、居住地として適当であった
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微高地①微高地①

微高地②微高地②

微高地③微高地③

城門候補地い城門候補地い

微高地④微高地④

城門地区城門地区

南水門南水門

南斜面土塁南斜面土塁

切岸状遺構切岸状遺構

東斜面土塁東斜面土塁

北水門北水門

北斜面土塁北斜面土塁

城門候補地あ城門候補地あ

城門候補地え城門候補地え

城門候補地う城門候補地う

貯水池貯水池

第 93図	 南嶺山上詳細地形図と屋嶋城跡遺構想定図（S= １／ 6,000）
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ことも注目される。

微高地②　　屋島寺から南東方向に位置し、北と南東

方向に展開する尾根である。この尾根は先の屋島寺が

立地する尾根と連続する尾根であり、微高地①ととも

に、候補地としては建物が所在する可能性が高い場所

である。平成９年度の調査では、弥生土器が多数確認

され、いわゆる高地性集落として位置づけられるが、

先の微高地①と類似した環境と言える。

　また、青海波文の残る甕の体部が出土しており、後

述する７世紀後半から８世紀代の遺物として注意して

おく必要がある。当該地は城門地区から登城した際に

最初にアクセスできる場所となる。また、城門候補地

のあ、うとアクセスできる箇所である。現在は山林に

なっており、やや分かりにくいが、このように地形か

らみると、南嶺において微高地①から②にかけての範

囲が最も広い平端面を確保でき、その中央部には現在

「瑠璃法池（血の池）」と呼ばれている貯水池と考えら

れる湧水地があり、水の確保も見込めることから、南

嶺の中心部と想定される微高地と言える。

微高地③　　獅子ノ霊巌南西側の尾根上で、現在の県

木園周辺である。ただし、面積はそれほど広くないが、

瀬戸内海に最も近い場所になり、施設が展開している

可能性がある。

微高地④　　城門地区の背面東側に位置する細い尾根

から連続して旧ケーブル駅舎へと延びる尾根である。

調査等は行われていないが、城門地区、東側で唯一確

認されている城壁遺構に近接する点からも可能性が想

定される。

　以上の整理から、大きく３つの範囲（微高地①・②、

③、④）が想定される。立地が異なることから、機能

が立地に応じて変わっている可能性も想定される。い

ずれにしても今後の発掘調査が必要不可欠である。

　さて、以上の検討を総合的に考えると、城壁・城門

の配置（造営）と建物群は対応するような配置に見え、

地形に制約を受けながら山城は構築されているものの、

防御施設と建物群が展開する微高地との関係性が認め

られ、城の防備に関する意識が漠然とではあるが、見

えそうである。屋嶋城は天然の要害に守られ、その場

凌ぎ的に見える遺構配置、さらには見た目に平坦な屋

島山頂の地形という条件から、これまで、あまり具体

的に諸遺構間の関係性に関する検討はできていなかっ

た。近年の調査研究の蓄積とレーザー測量による微地

形を把握できる状況となったことから、ようやく以上

のような把握が可能となったものである。

　このような成果によって、屋嶋城についても、他の

古代山城における地形との関係性の中で諸施設の造営

が計画されている状況と類似した状況を確認すること

ができ、ある種の共通性を見出すことができる。本節

で述べた地形に基づく想定は、最終的には発掘調査に

よる検証が必要不可欠であるが、軍事施設としての造

営における考え方と微地形との関係を念頭に置きなが

ら、分布調査と発掘調査地の選定が今後必要であろう。

■山麓の関連遺跡の存在

　山城とはいえ、島という立地から必ず港湾施設が麓

の海岸線沿いにはあったはずであり、小山南谷・新田

本村遺跡群のような山城関連施設の遺跡が山麓に展開

している可能性も想定される。特に、南麓、東麓には

一定の緩斜面が認められ、関連施設が所在する可能性

を想定しておく必要があるかもしれない。実際、赤牛

崎では屋嶋城と同時期の遺物が出土している（高松市

教育委員会 2003）。

　また、この点についても先の微地形から海岸線の復

元、港湾施設の立地、微地形からみた遺構群の展開な

どについて検討する必要がある。現状では麓の発掘デー

タは極めて希薄で、関連するものとしては平成１５年

刊行の『史跡天然記念物屋島』Ⅰに報告されたものの

みである。ここでは、その足掛かりとして、レーザー

測量に基づき、海岸線の復元を行ってみたい。

　第３章で既述した海岸線付近の地形の特徴に標高を

重ねて考えてみたい。海岸線復元の根拠は海岸線付近

に展開する段丘状の崖と標高との関係で、崖の外側（海

側）になると標高は２mとなる。この標高に基づき、

第９４図は作図したものである。屋嶋城の段階の港と

後世の『兵庫北関入船納帳』に登場する方本（潟元）

港は恐らく、堆積作用による地形（海岸線）の変化によっ

て、異なる立地と想定され、ここでは、それらを分け

て考えてみたい。

●潟元周辺

　既述のとおり、屋島小学校の南の仲池及び道池といっ

たため池より南側は地形が低くなり、低地であったこ

とが明瞭であるが、そこから西に向かうと現地形では

明瞭な高低差を見出しにくくなる。この点は当然では

あるが、赤色立体図でも同様に把握できる。ただ、明

治３０年の地図では半島状に突き出た地割りが認めら

れる。

　再度、赤色立体図の当該地周辺の平坦部の濃淡を見

ると、湾状に小学校の南側が低くなっていることは読

み取ることができるし、崖が見えなくなる箇所は南へ
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の地形の連続性を示していることが分かる。さらに、

レーザー測量によって作成した地形図をもとに段彩図

（第１０図）によって、地形を視覚化すると、南に短く

延びる半島状の地形と湾状の空間が少し鮮明化し、南

へと延びる半島状の痕跡が見える。米軍の航空写真か

らも明らかであるが、想定半島部は農地化しており、

現在残る地割や段差などから判断すると、本来的には、

現状よりは高い尾根筋が現在の潟元駅付近に延びてい

たものの、周辺の地形の平準化（低地部の埋め立てなど）

の際に、想定半島部の土砂が利用された可能性が想定

され、元々の地形がかなり改変されている可能性を想

定しておきたい。そのため、ここでは上記の地割や地形、

さらには、現在も現地の所々に残る段差を元に、海岸

線を復元している。この場合、仲池、道池の南側には

小規模な湾状の空間を想定することができる。古くは

湾が入り込み、西風を受けるような半島状の地形があっ

た可能性を想定しておきたい。

　この点については、既に、類似した復元が佐藤竜馬

氏（佐藤 2003）、山元敏裕氏（山元 2006）、出石一雄

氏（出石 2006・2010）乗松真也氏（乗松 2015）、松

古代の海岸線の根拠は標高２m古代の海岸線の根拠は標高２m
古代の海岸線古代の海岸線

中世後半期の海岸線中世後半期の海岸線

佐藤次信の碑佐藤次信の碑 安徳天皇社安徳天皇社

古代の港？古代の港？

方本港？方本港？
口銭場川口銭場川

候補地①候補地①

候補地②候補地②

古・浦生港古・浦生港

「高松藩領絵図　山田郡丁」（高松市歴史資料館蔵）
に古濱と表記されている箇所
「高松藩領絵図　山田郡丁」（高松市歴史資料館蔵）
に古濱と表記されている箇所

横山横山

遍路道遍路道

中世後期の海岸線の根拠は塩田中世後期の海岸線の根拠は塩田

第 94図	 屋島旧海岸線復元図及び源平合戦関連候補地位置図（縮尺任意）
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ことも注目される。

微高地②　　屋島寺から南東方向に位置し、北と南東

方向に展開する尾根である。この尾根は先の屋島寺が

立地する尾根と連続する尾根であり、微高地①ととも

に、候補地としては建物が所在する可能性が高い場所

である。平成９年度の調査では、弥生土器が多数確認

され、いわゆる高地性集落として位置づけられるが、

先の微高地①と類似した環境と言える。

　また、青海波文の残る甕の体部が出土しており、後

述する７世紀後半から８世紀代の遺物として注意して

おく必要がある。当該地は城門地区から登城した際に

最初にアクセスできる場所となる。また、城門候補地

のあ、うとアクセスできる箇所である。現在は山林に

なっており、やや分かりにくいが、このように地形か

らみると、南嶺において微高地①から②にかけての範

囲が最も広い平端面を確保でき、その中央部には現在

「瑠璃法池（血の池）」と呼ばれている貯水池と考えら

れる湧水地があり、水の確保も見込めることから、南

嶺の中心部と想定される微高地と言える。

微高地③　　獅子ノ霊巌南西側の尾根上で、現在の県

木園周辺である。ただし、面積はそれほど広くないが、

瀬戸内海に最も近い場所になり、施設が展開している

可能性がある。

微高地④　　城門地区の背面東側に位置する細い尾根

から連続して旧ケーブル駅舎へと延びる尾根である。

調査等は行われていないが、城門地区、東側で唯一確

認されている城壁遺構に近接する点からも可能性が想

定される。

　以上の整理から、大きく３つの範囲（微高地①・②、

③、④）が想定される。立地が異なることから、機能

が立地に応じて変わっている可能性も想定される。い

ずれにしても今後の発掘調査が必要不可欠である。

　さて、以上の検討を総合的に考えると、城壁・城門

の配置（造営）と建物群は対応するような配置に見え、

地形に制約を受けながら山城は構築されているものの、

防御施設と建物群が展開する微高地との関係性が認め

られ、城の防備に関する意識が漠然とではあるが、見

えそうである。屋嶋城は天然の要害に守られ、その場

凌ぎ的に見える遺構配置、さらには見た目に平坦な屋

島山頂の地形という条件から、これまで、あまり具体

的に諸遺構間の関係性に関する検討はできていなかっ

た。近年の調査研究の蓄積とレーザー測量による微地

形を把握できる状況となったことから、ようやく以上

のような把握が可能となったものである。

　このような成果によって、屋嶋城についても、他の

古代山城における地形との関係性の中で諸施設の造営

が計画されている状況と類似した状況を確認すること

ができ、ある種の共通性を見出すことができる。本節

で述べた地形に基づく想定は、最終的には発掘調査に

よる検証が必要不可欠であるが、軍事施設としての造

営における考え方と微地形との関係を念頭に置きなが

ら、分布調査と発掘調査地の選定が今後必要であろう。

■山麓の関連遺跡の存在

　山城とはいえ、島という立地から必ず港湾施設が麓

の海岸線沿いにはあったはずであり、小山南谷・新田

本村遺跡群のような山城関連施設の遺跡が山麓に展開

している可能性も想定される。特に、南麓、東麓には

一定の緩斜面が認められ、関連施設が所在する可能性

を想定しておく必要があるかもしれない。実際、赤牛

崎では屋嶋城と同時期の遺物が出土している（高松市

教育委員会 2003）。

　また、この点についても先の微地形から海岸線の復

元、港湾施設の立地、微地形からみた遺構群の展開な

どについて検討する必要がある。現状では麓の発掘デー

タは極めて希薄で、関連するものとしては平成１５年

刊行の『史跡天然記念物屋島』Ⅰに報告されたものの

みである。ここでは、その足掛かりとして、レーザー

測量に基づき、海岸線の復元を行ってみたい。

　第３章で既述した海岸線付近の地形の特徴に標高を

重ねて考えてみたい。海岸線復元の根拠は海岸線付近

に展開する段丘状の崖と標高との関係で、崖の外側（海

側）になると標高は２mとなる。この標高に基づき、

第９４図は作図したものである。屋嶋城の段階の港と

後世の『兵庫北関入船納帳』に登場する方本（潟元）

港は恐らく、堆積作用による地形（海岸線）の変化によっ

て、異なる立地と想定され、ここでは、それらを分け

て考えてみたい。

●潟元周辺

　既述のとおり、屋島小学校の南の仲池及び道池といっ

たため池より南側は地形が低くなり、低地であったこ

とが明瞭であるが、そこから西に向かうと現地形では

明瞭な高低差を見出しにくくなる。この点は当然では

あるが、赤色立体図でも同様に把握できる。ただ、明

治３０年の地図では半島状に突き出た地割りが認めら

れる。

　再度、赤色立体図の当該地周辺の平坦部の濃淡を見

ると、湾状に小学校の南側が低くなっていることは読

み取ることができるし、崖が見えなくなる箇所は南へ
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本和彦氏（松本 2016）によって指摘されているが、

時期設定や変化について必ずしも明確でない。ここで

の想定は、屋嶋城築城期を含む、それ以前の海岸線と

して想定しておきたい。屋嶋城との関係から言えば、

この潟元周辺（後の方本）と浦生周辺が山上の遺構分

布からも重要となる場所である。浦生については近年

まで港として使用されており、かなり古い地形を残し

ている可能性（山元 2006）が想定できるが、潟元に

ついては、南部に塩田が中世から近世にかけて展開す

ること、さらには高松藩初代藩主松平賴重が相引川を

掘り直すまでに、陸続きとなっており、古代以降、陸

地化という形で地形が変化していったことが想定でき、

その意味で、今後の調査が必要である。

　次に、中世後半期の港として方本港について検討し

ておきたい。本書で行った地形のみからの復元を手掛

かりとすると、堆積作用による陸地化とその結果、整

備される塩田を根拠として、南麓側の海岸線の変遷を

考えるならば、「兵庫北関入船納帳」にみられる方本

港が機能した頃の海岸線を第９４図のように復元した。

源平合戦における源氏が屋島へと渡った際の逸話から

も明らかなように、平安時代末には河川等の堆積作用

によって、屋島と高松間の内海はかなり浅くなってい

たと考えられる。その後の具体的な変遷は明らかでは

ないが、少なくとも、現在の屋島陸上競技場周辺及び

対岸に最初期の（具体的な年代は不明）塩田があった

ことが『高松藩領絵図　山田郡丁』に描かれた古濱か

ら想定されることから、この周辺までは陸地化が進ん

でいたと推測される。屋島側の地形から見ても、概ね、

方本港の場所は陸上競技場の南から新川の河口にかけ

ての範囲と言える。

　この方本港については、近世初頭の絵図の検討及び

周辺の土地条件等の検討から、現在の口銭場川河口付

近の可能性が既に田中健一氏によって指摘されている

（田中 2018）。田中氏は、江戸期の絵図の検討、特に

正保元年（1644）「正保国絵図讃岐国」に描かれた、

屋島南麓対岸発着の航路の記載を一つの手がかりとし

て、周辺の地形について、土地条件図及び現地形の浸

水範囲図から旧地形を検討されるとともに、古い塩田

の位置、口銭場川の直線的に北上する流路と「口銭場」

という名称、地形から見える新川の旧河道、河口付近

の堆積と港湾との位置関係（観音寺の港との対比）に

関する詳細な検討から、現在の屋島中学校南側の口銭

場川河口付近（高松側）を方本港と推定されている註１）。

　厳密な箇所については、今後の発掘調査等に委ねる

しかないが、本書の地形復元のみならず、田中氏によ

る絵図の検討を定点とした旧地形及び河川と港の歴史

的変遷のあり方を検討することで、おおよその範囲が

推定できることは明らかではないだろうか。　

●浦生港　

　既述のとおり、浦生にも小規模ながら内湾状の地形

が復元でき、女木島の南の潮流は浦生へと向かうもの

であり、小規模ながら港湾施設も想定される。実際に

近年まで港として利用され、屋島ドライブウエイ（現

在の屋島スカイウエイ）設置以前において、高松から

荷が運びこまれ、山上へと浦生を拠点として人力によっ

て搬入されていた。

　この他、港湾施設としては長崎鼻や石場等の港は採

石に伴う可能性が想定される。現在確認できないが、

遍路道が現在の檀ノ浦付近に八栗寺に向かう遍路道が

降りていくことを考えると、檀ノ浦周辺に港湾を想定

することもできる。

■土器からみた年代

　これまでに屋嶋城から出土した遺物は第９５図の６

～８、１４である。今回報告した平瓶を含めて量的に

は非常に少ないが、ほぼすべてが完形に近い残存状況

であることは特徴的で、基本的には地山直上で出土す

る点は、山城が機能していた段階の廃棄等によって現

在に至っていることを示している。その意味では、８

世紀前葉以降の遺物が認められない点は注目される。

分布から述べると、屋島寺周辺で供膳具、城門や城壁

周辺で貯蔵具（須恵器壷や瓶）や調理具（土師器甕）

が出土しており、機能によって分布域が異なるように

見える点も今後検討が必要である。

　また、この他にも屋島寺境内地における調査で、須

恵器杯身、蓋等が出土しており、７世紀中頃から８世

紀前葉程度の時期幅のものである。また、明確な時期

は特定しづらいが、７世紀後半から８世紀代の遺物と

して、内面に青海波文を残す甕の破片が北嶺山上、南

嶺山上の調査で出土している。加えて、移動式の竈と

考えられる破片や土師器の甕の取っ手が出土しており、

これらの遺物は屋嶋城の機能した時期を示す可能性が

ある。今後の調査に期待せざるを得ないが、これらの

遺物群は屋嶋城の存続時期や後述する屋島寺の創建地

の選地の問題を考えていく上で注目される遺物群であ

る。
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２～５：屋島寺出土（高松市教育委員会 2006）６・８・14：城門地区出土 （高松市教育委員会 2008・2016）　７：浦生地区出土（本書）
１・９・10：北嶺山上出土（1：高松市教育委員会 2005、９・10：本書）11 ～ 13・15・16：南嶺山上出土（高松市教育委員会 2005）
（なお、既報告資料（『史跡天然記念物屋島』Ⅰ及び『屋島寺』掲載）については再実測（拓本）及び再トレースを行っている）
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第 95図	 屋嶋城跡及び屋島山上出土７世紀後半から８世紀代の可能性のある遺物（S= １／３）
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第 96図	 北嶺山上詳細地形図と屋島寺関連遺構想定図（S= １／ 3,000）
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第２節　北嶺山上地区の調査
Ａ．これまでの発掘調査と本事業の成果

　さて、今回の調査では当初、千間堂跡の南側の千間

広場及びその南側での調査を実施した。しかし、明確

な遺構は確認できず、昭和４０年代の北嶺の国立公園

の環境整備に伴う園路や公園整備によって土砂の移動

がなされており、建物の建設などで大規模に撹乱され

ている箇所などが明らかになった。それゆえ、現在の

千間広場については、本来の地形について現地形から

直接推測できないことも明らかになった。

　その後、平成２８～２９年の調査は、千間堂跡周辺

を中心に実施した。２９年度の第２トレンチ以外では、

明確な遺構を確認することができなかったが、建物周

辺に整地土の存在を確認することができた。出土遺物

については、これまでの成果同様に、９世紀中頃の遺

物が点々と出土することも確認できた。ここでは、千

間堂跡周辺の出土遺物の傾向、今回の調査で確認した

整地土について検討しておきたい。

■出土遺物

　今回の調査では、千間堂北側のＨ２８－１、Ｈ２９

－１トレンチでは、破片化し、磨滅著しい土師器片が

まとまって出土し、礎石建物跡周辺では９世紀中頃の

須恵器片がまとまって出土している。

　これまでの調査では、礎石建物跡周辺と北に約

２００m離れた池状の湿地（窪地）周辺でまとまって

遺物が出土している。上記の調査のような偏在性は認

められず、伴膳具、調理具ともに出土している。また、

修験の場であるにも関わらず、緑釉陶器、灰釉陶器が

出土していることからも、９世紀後半から１０世紀で

は、このような希少な品々が持ち込まれるような仏教

拠点であったと考えられ、既に想定されているような

国分寺等の仏教拠点との結びつきが想定できるかもし

れない。既述のとおり、煮沸具が一定程度占めること

からも、僧侶が一定程度、滞在していたことを示唆す

るものと考えられる。また、鍛冶関連遺物もわずかに

出土しており、一定程度の維持管理作業なども行われ

ていた可能性を示すと考えられる。

■整地土

　また、Ｈ２９－２トレンチで礎石建物跡の正面で、

火の使用を想定させるような土坑を確認した。修行に

伴うものか、礎石建物の造営等に伴うかは判断が難し

いが、何度も使用された状況ではないことからすると、

建物の造営に伴う仏教的な儀式に使用された可能性が

想定される。礎石建物跡の基壇土の中からは破砕され

た状況で多口瓶が出土したこと（高松市教育委員会

2003、渡邊 2017）から、建物造営に関わる儀式の存

在が想定されており、そのような儀式との関連が注目

される。

　また、建物の９世紀頃の須恵器を含む整地土が認め

られ、Ｈ２９－３トレンチでは、その縁辺が確認でき

た。既述の遺物の分布とこの整地土の広がりは１２年

に確認された礎石建物跡周辺のみに限られ、主要建物

が展開する範囲は限定的な可能性が想定できる。１０

年度の湿地周辺での遺物出土状況や、１２年度第３ト

レンチで確認した石積み基壇等から周辺には施設を伴

わないような修行等のいくつかの機能別の「場」が設

定されていたものと考えられる。既に言及されている

ように、江戸時代の『屋島記』、『四国遍路日記』等の

文献の記載から屋島寺は北嶺に多くの坊舎を築いてい

たことが想定されてきた（高松市教育委員会 2005・

2007）。本事業もその内実の解明を目的として実施し

てきたが、以上の成果を端的に言えば、千間堂という

名から想像されるような施設は明確にできなかった。

北嶺山上地区は、堆積作用がほとんど期待されない場

所であり、踏査での確認でも基壇や礎石建物が確認で

きないため、荘厳な建物が多数存在した可能性は低い

かもしれない。瓦の出土も限定的であるので、多くの

建物を想定する場合、掘立柱構造の建物を想定すべき

かもしれない。これまでは幅３m程度のトレンチ調査

を実施してきたが、以上のことから、今後は、面的な

発掘調査が必要であろう。『屋島記』には遺跡がいまだ

残っているとの紹介があるが、その実態や江戸時代に

伝えられていた北嶺における屋島寺の記録・記憶がど

のように形成されたものであったのかについても今後

の調査研究が必要であろう。

Ｂ．北嶺という場の歴史

　既述のとおり、北嶺における屋嶋城の存在は現状で

は不明と言わざるを得ないが、これまでの調査によっ

て弥生時代中期にいわゆる高地性の集落が営まれた後

は、修行の場、屋島寺の建立という宗教空間としての

利用が主たる「場」の機能であったと言える。近代に

なり、名勝的価値が付与されることで、新たな場の利

用がなされることとなる。ここでは、これまでの成果

を踏まえながら、屋島寺の北嶺における歴史について

再度整理し、今後の調査についても検討しておきたい。

■屋島寺の建立
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第 96図	 北嶺山上詳細地形図と屋島寺関連遺構想定図（S= １／ 3,000）
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第４章　まとめと今後の課題

　屋島寺は、四国霊場８４番札所で、山号は南面山で

ある。『屋嶋寺龍厳勧進帳』などの史料によれば、開基

は鑑真和上で、天平勝宝６年（754）唐から来朝した

際に都への中途で屋島に寄ったとされる。その弟子空

鉢恵雲律師が北嶺に堂宇（普賢堂）を建立し、普賢菩

薩を安置したと『唐招提寺千歳録』が伝えている。そ

の後、弘仁年間には、弘法大師が自ら千手観音像を作り、

南嶺に寺院を移したとされる。

　既述のとおり、屋島北嶺の千間堂跡という地名が残

る場所から南に位置するところで仏堂跡と想定される

礎石建物跡が確認されている。基壇からは多口瓶と呼

ばれる仏具と考えられる特殊な壷が３つ出土している

（高松市教育委員会 2003）。出土遺物からこの建物が

建立される以前は、９世紀頃から僧侶の修行場所とし

て利用され、10世紀頃に建物等の整備がなされ、主に

は建物が整備された 10～ 11 世紀頃を中心とした時期

に寺院としての主な機能が想定されるが、瓦器椀の出

土から、12世紀頃まで機能していたと考えられる。御

本尊で重要文化財の千手観音坐像は 10 世紀の作とさ

れ、この北嶺での歴史を伝えるものと考えられる。南

嶺での調査で出土した瓦には、讃岐国分寺と同文軒平

瓦、綾歌郡綾川町の陶（十瓶山）瓦窯跡群の西ノ浦支

群で焼成された可能性のある軒丸瓦・平瓦などが多数

出土しており、平安時代後期（11世紀後葉）から末頃

に南嶺に寺院が本格的に整備されたと考えられる。ま

た、それ以前の平瓦等も含まれており、寺院の移動時

期も含め、北嶺の堂宇との関係が注目されている。

　最後に、ではなぜ、屋島寺の前身が北嶺に建設され

たのか。この疑問については、これまで修験の地とし

て南嶺よりも北嶺が人里から離れた場所であるため選

択されたと想定されてきた（高松市教育委員会 2003・

2007）。修験という視点からは確かに最も理解しやす

いものである。しかし、霊山としての認識は屋島寺建

立以降、すなわち９世紀頃の修験場としての利用以降

であり、里からの距離としても南嶺から隔絶している

わけではない。あえて、屋島固有の歴史から考えてお

くことができないであろうか。すなわち、前史として

の屋嶋城との関係性から、北嶺建立の可能性を想定す

るものである。修験の地として選定されるにあたり、

南嶺には屋嶋城の存在があり、物理的に寺院を建立す

る領域若しくは修験の場として適当な空間がなかった

可能性、若しくは避けられた可能性を想定するもので

ある。既述のとおり、これまでの南嶺の調査では、７

世紀中頃から８世紀前葉頃の須恵器が出土している程

度で、その後の状況はよくわからない。そのため、大

宝２年（702）の高安城の廃城を契機として屋嶋城の

廃城を想定してきた。今後の調査に期待しなければな

らないが、屋嶋城跡出土の土器からは継続時期を示す

ものは薄弱なことを根拠とすると、廃城となっていた

ものの、国有地として手が付けられなかったのか、城

としてかろうじて機能を残されていたのかなどの理由

がいくつか想定される。いずれにしても、南嶺の古代

の土地利用の状況についても今後の調査の課題である。

　　

第３節　今後の調査とその候補地

　平成７年以降、約２０年間に及んで発掘調査が行わ

れ、多くの成果が積み重ねられてきた。しかし、既述

のとおり、史跡の構成要素においてでさえも、その価

値の掘り起しは未だ不十分と言わざるを得ない。その

ため、ここでは、踏査やレーザー測量などの成果を踏

まえながら、今後の調査を行うべき課題について敢え

て整理を行っておきたい。今後、さらに調査を継続し、

新たな屋島の価値の掘り起こしを行っていきたい。

Ａ．屋嶋城跡

　既に本章で述べてきたように平坦にイメージされる

屋島山上も微地形が存在しており、複数の谷があるな

ど、他の山城同様に、ある程度建物が配置した箇所も

地形に合わせて選定している可能性が想定される。本

章において既述した箇所について調査を実施して行く

必要があろう。

Ｂ．屋島寺の通史的な理解

　これまでの調査によって、古代における屋島寺の変

遷については、第２章及び本章前節で述べたように、

北嶺から南嶺への移動という縁起に残る歴史が明らか

にされるとともに、様々な資料からその歴史について

もトレースできるようになってきている。しかし、千

間堂の実態をはじめとして、ある種の修験道の拠点と

しての実態やその歴史、中世段階の寺院の規模や構造、

その歴史、地域における役割、さらには、札所寺院となっ

た近世以降の歴史については、未だに十分に解明され

ているとは言いがたい。史跡を構成する要素ではある

が、平安時代以降現代まで生き続けている史跡と言え、

屋島寺の歴史は屋島の本質的価値を考えていく上で大

きな柱になることは疑う余地はなく、今後も地道な調

査研究が必要である。
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Ｃ．源平合戦の古戦場に関する遺跡

　史跡を構成する重要な遺跡として源平合戦の古戦場

跡がある。屋島と言えば、源平合戦と言われるほど、

屋島の代名詞の遺跡であるが、これまで唯一発掘調査

が実施されていない遺跡でもある。周知のとおり、多

くの伝承地が残り、屋島から庵治・牟礼の地域に横断

的に分布している。特に、屋島側の関連史跡としては、

平家の陣営が行宮を構えたとされる安徳天皇社、菊王

丸の墓、松平賴重が整備したとされる佐藤継信の碑が

残されている。また、屋島の対岸には佐藤継信の墓、

松平賴重が街道沿いに建てたとされる「総門」、佐藤継

信が義経の身代わりとなり射落とされた場所と言われ

る「射落畠」、那須与一が扇の的を射落とす時に祈った

とされる「祈り岩」、那須与一が扇の的を石の上に馬を

止めて射落としたと伝わる「駒立岩」、弁慶が大長刀を

使い、土を掘ってつくったと言われる「長刀泉」、その

際に土中から出た巨石をはね上げた時に２km東方へ

と飛んで、現在の地に落ちたと伝わる「弁慶の投げ石」、

合戦の時に源氏の兵のために炊事をするための俎板が

なかったので、この背中で野菜を調理し汁をつくり、

義経ほかに差し上げたと伝わる「菜切地蔵」、安徳天皇

の御在所と伝わる六萬寺と水を捧げたと言われた「杉

の井」などがある。これらのうち著名な伝承地は、本

市の登録史跡として登録されているものもある。

　これらは、いずれも伝承地であり、江戸時代以降に

整備されたもので、江戸時代の伝承や記録に基づくも

のと考えられる。当時の認識を知る上では極めて重要

なものであり、源平合戦を取り巻く現在に至るまでの

歴史を考える上でも注目されるべきものである。ただ、

往時の戦やその前後の周辺の状況を知る手立ては現状

では『玉葉』や『平家物語』等の文献資料のみであり、

屋島に刻まれた痕跡を見つける必要がある。平家が寿

永２年（1183）～元暦２年（1185）という期間滞在

していたことに加え、安徳天皇が滞在したことを考え

ると、一定程度の施設が整えられていた可能性は高く、

今後、調査研究を深めつつ、発掘調査の候補地を選定し、

継続的な調査を実施する必要がある。ここでは、今後

の調査研究を見据えて屋嶋城同様に、地形から平家が

屋島に滞在した可能性のある場所について検討してお

きたい。

　これまで、平家が滞在した場所として、安徳天皇社

周辺が想定されてきた。当該地を含め、第 3章で述べ

たとおり、屋島南嶺側の東斜面は早くから開墾された

状況も踏まえ、標高１００m以下に緩斜面が比較的ま

とまって認められる。さらに、それらの緩斜面は小さ

な谷地形によって分断されており、一定程度の規模の

空間を確保するとなると、場所が限定される。また、

海上とのアクセスという点からは、第３章で既述のと

おり、屋島の海岸線沿いは崖上の地形となっている。

東斜面側においては、現在もその名残がよく残ってお

り、海への出易さなどについても考慮しておく必要が

ある。これらの条件をもとに下記の２箇所（第９４図）

について候補地として挙げておきたい。あくまでも地

形的視点での把握であり、様々なケースを想定し、東

側の緩斜面地をくまなく踏査していく必要があろう。

しかし、可能性の高い箇所から検討していくことも重

要であろう。

候補地①：安徳天皇社付近

　比較的緩斜面に立地し、北と南に谷があり、自然の

要害をなしている。他の場所と比較してやや広い空間

を確保できる。北と南の谷がまた、海岸線との関係で

見てみると、安徳天皇社から南東へと下った箇所は、

崖が見られず、スムーズに海にでることができる。また、

後世のものではあるが、遍路道沿いに位置し、山上へ

とアクセスできる点も重要である。屋島寺が厳密に何

年に南嶺に移ったかの特定が必要であるが、平安時代

末の瓦がまとまって出土しており、屋島寺が南嶺へと

移ってくる時期と重なる可能性もあり、注目されるが、

当時の南嶺山上の状況は現状では不明確である。ただ

し、麓での造営とは言え、単なる集落ではなく、ある

種の軍事的緊張関係の中での屋島での施設造営である

ので、屋島山上と無関係に麓に造営されたとは考え難

く、連携がある程度図られたと考えるべきであろう。

傍証にしかならないが、南嶺山上は現在の行政区分で

言えば、屋島東町で、遍路道も含め、当該地域と一体

性が確認される点は注目される。

候補地②

　東側の斜面で類似した箇所は、当該箇所の谷を挟ん

で北側の斜面地や横山の北側斜面地などを挙げること

ができるがいずれもやや狭い点や海へのアクセスとい

う点から考えると、横山北側の斜面地が候補地と言え

るかもしれない。強いて問題点を挙げるならば、山上

へのアクセスと高松側からの距離感、推定されている

船隠しの場所との距離感など、いくつか細かな疑問点

が残る。

　しかし、上記のいずれの箇所にしても、現地踏査を

踏まえ、遺物の有無や旧地形の在り方、さらにはその
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他の歴史資料等の読み込みから、あらゆる可能性の洗

い出しと検証作業が必要であろう。現地においても、

第３章の既述のとおり、農地として開削が繰り返され

ており、どの程度遺構が残存するかは不明と言わざる

を得ない。

Ｄ．石切丁場跡の調査

　以前から知られていた採石と今回の一連の踏査で認

識された石切丁場跡としての屋島の価値についても整

理し、今後の調査に備えたい。屋島での採石は屋島を

構成する３種類の石材、すなわち花崗岩、凝灰岩、安

山岩を対象に行われてきた。特に注目されるのは、花

崗岩と凝灰岩（いわゆる黒石）である。ここでは、踏

査成果とこれまでの既存の研究成果をもとに整理して

おきたい。

■花崗岩

　これまで、採石行為の明確な記載は認められない。

採石行為が確認されている箇所は北嶺が２箇所、南嶺

が１箇所である。前者は石場という地名が残る屋島少

年自然の家からの登山道周辺と長崎鼻古墳の西斜面（鯨

の墓）周辺である。また、長崎鼻西側の海岸にも採石

の痕跡が残されている。これらの石切丁場としての認

識は第３章で既述した、平成１９年度に始まり、２５、

２９、３０年度の調査によって範囲などが明確になり

つつある。

●石場（小字名）周辺の石切丁場跡

　少年自然の家から山上へと通じる登山道の両側に花

崗岩が露出する場所があり、その露頭に矢穴が残され

ている。矢穴は二種類（大型と小型）のものが残され

ており、江戸時代初期と幕末頃の年代が想定される。

それぞれで形状にヴァリエーションが認められ、形状

とそこから把握できる時期や技術などに関する詳細な

検討が必要であり、詳細な分布範囲についても今後の

課題である。

●鯨の墓の西側斜面

　小型の矢穴の残る石材を確認し、幕末頃と想定され

る採石時の矢穴痕跡を確認している。これらの石材は

海岸付近まで分布しており、花崗岩に加え、閃緑岩も

一部認められる。

　いずれも、搬出先は明確にされていないが、大型の

矢穴が残るものは高松城築城に関わる可能性が指摘さ

れており（大嶋 2012）、近世初期から石材利用が開始

された可能性がある。立地からも、高松城へと搬入す

るには、当該箇所及び海岸線沿いに分布する石材の利

用が最も効率的であろう。採石時期は江戸時代から近

代にかけて利用されたと考えられるが詳細な期間につ

いては不明である。

■凝灰岩

　洞窟という立体的な遺跡として残っており、早くか

ら認識されるとともに、採石行為の所産として考えら

れてきた。洞窟の壁面には採石時の加工の痕跡が明瞭

に残るとともに、洞窟の前面には作業場や生活の場と

考えられるような平坦面が確認でき、周辺には石積み

遺構や井戸枠なども残されている。実際の採石作業に

伴う遺構が残存している可能性が想定される。採石期

間は不明であるが、戦前には採石作業は終了していた

と言われている。場所は北嶺２箇所（先端中腹（遊鶴

亭展望所の下）と北嶺西斜面（浦生集落の北側斜面））

と南嶺北斜面１箇所である。南嶺の洞窟は材質の確認

は必要であるが、レーザー測量によって確認された小

規模な洞窟が確認されている。いずれの洞窟も標高

１５０～１７０m付近に分布している。

●遊鶴亭展望所下の洞窟群

　早くから認識されている最も著名なもので、屋島洞

と呼ばれているものと上屋島洞と呼ばれるものがある。

このうち屋島洞は、６箇所の入り口が確認でき、内部

で連結している。また洞窟の上部には、露天丁場と考

えられる垂直壁が残っている。

●北嶺西斜面の洞窟群

　もう１箇所は、上記の場所から同一レベルで南に移

動した場所である。ここは岩盤が奥まった場所に位置

しているため、表面には崩積土が堆積している。その

ため、入り口は前庭部状のやや広い空間が設けられ、

洞窟へと通ずる切通し状の通路が設けられる。さらに

その奥に洞窟の入り口が所在するという構造をとる。

この前庭部や通路には石積みが多用されている。この

ような構造から遊鶴亭展望所の下に所在する屋島洞な

どとは外観が異なる。また、構造に加え、その立地か

らも搬出作業は困難であったと考えられる。

　これらの構造の差異は、採石時期の差異を示唆して

いる可能性が高いが、凝灰岩の所在する環境に適した

採掘方法が採用されているものとも言える。また、具

体的な方法としては矢穴を用いた技法と矢を直接打ち

込む矢割技法があり、時期差や用途に応じた採石技法

等の可能性が考えられる。

　いずれの洞窟からも海岸へと向かう石曳き道が形成

されており、多量の搬出が繰り返されたことがわかる。

明治６年（1873）の『浦生集落図』に「石出道」が記
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載されており、当時の道として認識されるものであっ

たことを確認することができる。この絵図には「長崎

道」の記載もあり、当該期には、浦生から長崎ノ鼻に

向かう道があったことも分かる。南嶺では、先の小規

模な洞窟のほかに、屋島寺南側の谷筋中腹に凝灰岩の

露頭が確認されている（長谷川 2014）。また、大正６

年（1917）に屋嶋城跡の踏査を行った関野氏の論考に

も、当時、西斜面で凝灰岩の採石を行っていたことが

記載されており（関野 1917）、大正時代においても採

石が行われていたようである。

　これらの石材は黒石と呼ばれ、安山岩若しくは玄武

岩砂粒や軽石を含み、基質部分が火山灰によって構成

された石材であるが、比較的目の細かなものと粗いも

のがあり、風化の程度などによって、外見が異なる場

合があり、色調も灰褐色、黄灰色を呈するものなどが

ある。

　この洞窟を形成した凝灰岩の採石に関しては、近代

の資料であるが、文献史料（佐野光利資料）が残って

おり、本市歴史資料館に所蔵されている。明治１７年

（1884）から大正６年（1917）にかけての採石記録で、

佐野氏の採石業や、船での搬出状況などに関するもの

である。現在同様に当時も北嶺の斜面部は官林（国有林）

であったため、採石行為と採石した石材の払下げ（採

石／持ち出し）、借地、立木補償について愛媛大林区署

長（林務官）や高知大林区署長に許可申請を行っており、

その際に提出した書類の控えや、それに対する許可書、

領収書等が残されている（伊藤 1992）。これらによれ

ば、当時から「黒石」と呼ばれていたことが分かる。

　このほかの資料としては、新聞記事によって当時

の状況を知ることができる。大正７年（1918）６月

２０・２１日、７月３日、１０月１５日の香川新報の

記事によれば、屋島の風致維持のため、黒石採掘を国

が不許可としたことに対して、地元採石業者からの嘆

願書の提出がなされたこと、その採石許可に至るまで

の経緯が掲載されている。この資料によれば、この凝

灰岩は屋島石（黒石）と呼ばれ、庭園用灯篭、井桁、

竈として搬出しており、岡山地方にも搬出されていた

もので、高松藩時代には御用石として利用されていた

と記されている。また、採石を行っていた石工は、長

崎鼻地区、潟元村西潟元及び浦生地区の住民であった

ことも分かる。また、伊藤一男氏による報告で紹介さ

れた山下氏資料（伊藤1992）があり、昭和１６年（1941）

２～３月まで採石していた状況や水洞窟と呼ばれる北

嶺西斜面の洞窟で採石し、庭先で加工していたとこと

などが記されている。また、明治２５～２８年（1892

～ 1895）頃に、女木島からの依頼を受け、屋島浦生

の山下氏ら数名が洞窟を整備したという記録が残って

いるようである。このほかに、石材売上台帳（昭和２

～１３年（1927 ～ 38））等もあり、当時の採石業の

実態を知ることができる可能性もある。

　また、『木田郡誌』によれば、昭和１５年（1940）

にも「屋島より凝灰岩を産せしも今は無し」の記述が

あり、採石終了時期は昭和１５～１６年頃と考えられ

る。上記の資料から、近代における採石状況の一端が

明らかであるが、今後の総合的な研究が必要であり、

同じ備讃瀬戸に所在し、一大生産地である豊島や女木

島、男木島などの比較を通じて、備讃瀬戸における屋

島の凝灰岩の産地として占める位置、その歴史などの

調査研究が必要不可欠である。

■安山岩

　石器としての利用が想定されるが、現状で明確な石

材利用は長崎鼻古墳の葺石としての利用が最初期であ

る。その後が、屋嶋城の築城における石積みなどとし

ての使用である。このほか、これまでの研究で指摘さ

れているものとしては、古墳の用材（竪穴式石室等）

としての利用である（宇垣 1987、白石 1993）。既に

指摘されているが、県内の産地としては、石清尾山、

五色台、豊島、北山地域（さぬき市）などがあり、古

墳が立地している近隣の原産地が利用されているよう

である。屋島産とされる石材は高松市茶臼山古墳に供

給されているという成果がある（白石 1991）。それ

らの研究成果に基づくと、岡山県へ搬出していたとさ

れる原産地は五色台周辺、豊島、屋島、小豆島が挙げ

られている。その中で屋島産とされるものは、牛窓天

神山古墳（岡山県瀬戸内市牛窓町　全長８５m）、一

宮天神山古墳（岡山県岡山市北区　全長６０m）で使

用されているようである（宇垣 1987、白石 1991・

1993）。成分分析に基づく、産地分布は屋島産と区別

できるようであるが、石清尾山や五色台は重複した分

布であり、今後の検証が必要であろう。

　このほか、高松城築城に際する用材、長崎鼻砲台跡（石

積み（幕末））などとして、安山岩や玄武岩が用いられ

ている。ただし、女木島や男木島産の讃岐岩質玄武岩

の可能性も想定され、成分分析による検討が必要であ

る。

　上記のような様々な観点から、一部の石材に関する

調査研究はなされているものの、屋島を石材の産地と

して認識した総合的な調査研究は重要な課題である。
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他の歴史資料等の読み込みから、あらゆる可能性の洗

い出しと検証作業が必要であろう。現地においても、

第３章の既述のとおり、農地として開削が繰り返され

ており、どの程度遺構が残存するかは不明と言わざる

を得ない。

Ｄ．石切丁場跡の調査

　以前から知られていた採石と今回の一連の踏査で認

識された石切丁場跡としての屋島の価値についても整

理し、今後の調査に備えたい。屋島での採石は屋島を

構成する３種類の石材、すなわち花崗岩、凝灰岩、安

山岩を対象に行われてきた。特に注目されるのは、花

崗岩と凝灰岩（いわゆる黒石）である。ここでは、踏

査成果とこれまでの既存の研究成果をもとに整理して

おきたい。

■花崗岩

　これまで、採石行為の明確な記載は認められない。

採石行為が確認されている箇所は北嶺が２箇所、南嶺

が１箇所である。前者は石場という地名が残る屋島少

年自然の家からの登山道周辺と長崎鼻古墳の西斜面（鯨

の墓）周辺である。また、長崎鼻西側の海岸にも採石

の痕跡が残されている。これらの石切丁場としての認

識は第３章で既述した、平成１９年度に始まり、２５、

２９、３０年度の調査によって範囲などが明確になり

つつある。

●石場（小字名）周辺の石切丁場跡

　少年自然の家から山上へと通じる登山道の両側に花

崗岩が露出する場所があり、その露頭に矢穴が残され

ている。矢穴は二種類（大型と小型）のものが残され

ており、江戸時代初期と幕末頃の年代が想定される。

それぞれで形状にヴァリエーションが認められ、形状

とそこから把握できる時期や技術などに関する詳細な

検討が必要であり、詳細な分布範囲についても今後の

課題である。

●鯨の墓の西側斜面

　小型の矢穴の残る石材を確認し、幕末頃と想定され

る採石時の矢穴痕跡を確認している。これらの石材は

海岸付近まで分布しており、花崗岩に加え、閃緑岩も

一部認められる。

　いずれも、搬出先は明確にされていないが、大型の

矢穴が残るものは高松城築城に関わる可能性が指摘さ

れており（大嶋 2012）、近世初期から石材利用が開始

された可能性がある。立地からも、高松城へと搬入す

るには、当該箇所及び海岸線沿いに分布する石材の利

用が最も効率的であろう。採石時期は江戸時代から近

代にかけて利用されたと考えられるが詳細な期間につ

いては不明である。

■凝灰岩

　洞窟という立体的な遺跡として残っており、早くか

ら認識されるとともに、採石行為の所産として考えら

れてきた。洞窟の壁面には採石時の加工の痕跡が明瞭

に残るとともに、洞窟の前面には作業場や生活の場と

考えられるような平坦面が確認でき、周辺には石積み

遺構や井戸枠なども残されている。実際の採石作業に

伴う遺構が残存している可能性が想定される。採石期

間は不明であるが、戦前には採石作業は終了していた

と言われている。場所は北嶺２箇所（先端中腹（遊鶴

亭展望所の下）と北嶺西斜面（浦生集落の北側斜面））

と南嶺北斜面１箇所である。南嶺の洞窟は材質の確認

は必要であるが、レーザー測量によって確認された小

規模な洞窟が確認されている。いずれの洞窟も標高

１５０～１７０m付近に分布している。

●遊鶴亭展望所下の洞窟群

　早くから認識されている最も著名なもので、屋島洞

と呼ばれているものと上屋島洞と呼ばれるものがある。

このうち屋島洞は、６箇所の入り口が確認でき、内部

で連結している。また洞窟の上部には、露天丁場と考

えられる垂直壁が残っている。

●北嶺西斜面の洞窟群

　もう１箇所は、上記の場所から同一レベルで南に移

動した場所である。ここは岩盤が奥まった場所に位置

しているため、表面には崩積土が堆積している。その

ため、入り口は前庭部状のやや広い空間が設けられ、

洞窟へと通ずる切通し状の通路が設けられる。さらに

その奥に洞窟の入り口が所在するという構造をとる。

この前庭部や通路には石積みが多用されている。この

ような構造から遊鶴亭展望所の下に所在する屋島洞な

どとは外観が異なる。また、構造に加え、その立地か

らも搬出作業は困難であったと考えられる。

　これらの構造の差異は、採石時期の差異を示唆して

いる可能性が高いが、凝灰岩の所在する環境に適した

採掘方法が採用されているものとも言える。また、具

体的な方法としては矢穴を用いた技法と矢を直接打ち

込む矢割技法があり、時期差や用途に応じた採石技法

等の可能性が考えられる。

　いずれの洞窟からも海岸へと向かう石曳き道が形成

されており、多量の搬出が繰り返されたことがわかる。

明治６年（1873）の『浦生集落図』に「石出道」が記
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その意味で花崗岩、凝灰岩の調査は屋島の新たな価値

を示すものとしても期待され、屋島産出の石材の特徴、

採石方法、時代、搬出先を明らかにし、市内等への石

材供給のあり方を解明することは重要である。このよ

うな歴史が解明されれば、現在、本市の特産品である

「庵治石」創出の前史を明らかにすることともなり、讃

岐高松の石の文化の歴史的価値の掘り起しにもつなが

るものであろう。

Ｅ．製塩関連遺跡

　平成２４年から２７年にかけて本市と徳島文理大学

との協働調査によって、鵜羽神社境内遺跡の調査が実

施され、詳細な調査成果は調査報告書を待ちたいが、

遺跡の継続時期が明確し、弥生時代後期から７世紀に

かけての製塩を行う場の歴史が良好な状況で埋没して

いることが確認されている。平城宮出土木簡に見られ

る「山田郡海郷」との関係性も含め、注目される。

　また、屋島南麓の方本も、上記の「兵庫北関入船納

帳」に産地として記載されており、遺跡としては確認

されていないが、西潟元浜、東潟元浜等が中世の塩田

として考えられている。産地としての実態は不明であ

り、牟礼側も含め、屋島南麓周辺での塩作りが盛んに

行われていたと考えられる。名実ともに塩作りの場と

して認識されるのは、近世後半期以後で、特に、梶原

景山の亥の浜の塩田開発以降、方本から浦生にかけて

の屋島西麓で大規模な製塩に伴う開発が近代にかけて

行われる。現在も残る汐入川は、石炭を積んだ船が通

る河川であった。

Ｆ．古墳

　長崎鼻古墳は平成８～１０年度に調査が実施された

が、前期古墳の浜北古墳群、後期の横穴式石室墳が数

基存在するものの、詳細は把握されていない。今後の

地道な調査が必要である。

　
第４節　おわりに

　以上のように個別に概観すると、２０年間に渡り調

査研究が積み重ねられてきたが、史跡の構成要素をは

じめとして、多くの課題が残されていることを改めて

確認することができる。現在の山麓：居住地、山上：

観光地という対立項は近代から現代にかけて形成され

たものであり、それ以前の屋島の歴史は山麓：産業（塩、

石）、山上は霊地（宗教）の場として歴史を刻んできた

と言える。その意味でもここで取り上げたものはその

一部に過ぎない。広大さと様々な法規制、社会的文脈

の存在から、大規模な調査を実施することは困難であ

るため、これまで同様に地道に調査を積み重ねていく

しかないが、様々な歴史が埋没しており、調査研究を

行う上で、様々なポテンシャルを有する場所であるこ

とは間違いない。また、近年、天然記念物や名勝とし

ての価値について学術的な研究が進められており、歴

史のみならず学術研究の場（拠点）としての歴史も新

たに付与されはじめ、屋島という特異な形状とその場

で繰り広げられる歴史に多くの人々から注目されてい

る。

　これまで山上における調査が主であったが、今後は

山麓地区の調査を実施し、情報を蓄積しながら、必要

な保護（保存と活用）を図っていく必要もあろう。
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１－２　石場に残る矢穴の残る花崗岩②（南から） １－３　北嶺へと続く石敷道（北から）

１－１　石場に残る矢穴の残る花崗岩①（北から）
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2 －１　屋嶋城跡浦生地区城門推定地①（西から）

2－ 2　屋嶋城跡浦生地区城門推定地②（西から）
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３－ 2　屋嶋城跡浦生地区雉城からみた城壁（北から）

３－１　屋嶋城跡浦生地区城壁天端からみた城壁（北から）
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2 －１　屋嶋城跡浦生地区城門推定地①（西から）

2－ 2　屋嶋城跡浦生地区城門推定地②（西から）
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４－１　屋嶋城跡浦生地区城壁城外側の石積み①（西から）

４－ 2　屋嶋城跡浦生地区城壁城外側の石積み②（西から）
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４－１　屋嶋城跡浦生地区城壁城外側の石積み①（西から）

４－ 2　屋嶋城跡浦生地区城壁城外側の石積み②（西から）
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６－１　屋嶋城跡浦生地区城内側の状況①（北から）

６－ 2　屋嶋城跡浦生地区城内側の状況②（北東から）
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７－１　屋嶋城跡浦生地区城壁城内側の石積み④（東から）

７－ 2　屋嶋城跡浦生地区城壁城内側の石積み⑤（北東から）
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６－１　屋嶋城跡浦生地区城内側の状況①（北から）

６－ 2　屋嶋城跡浦生地区城内側の状況②（北東から）
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８－１　屋嶋城跡浦生地区城壁城内側の石積み⑥（東から）

８－ 2　屋嶋城跡浦生地区城内側の状況③（南から）
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９－ 2　屋嶋城跡浦生地区雉城の状況②（北から）

９－１　屋嶋城跡浦生地区雉城の状況①（南西から）
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８－１　屋嶋城跡浦生地区城壁城内側の石積み⑥（東から）

８－ 2　屋嶋城跡浦生地区城内側の状況③（南から）
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１０－ 2　屋嶋城跡浦生地区城内側石積み詳細②（東から）

１０－１　屋嶋城跡浦生地区城内側石積み詳細①（東から）
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１１－１　屋嶋城跡浦生地区城内側からみた城壁（城門推定地②H24・25年 Tr 箇所　南東から）

１１－ 2　屋嶋城跡浦生地区城内側石積み詳細③（東から）
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１０－ 2　屋嶋城跡浦生地区城内側石積み詳細②（東から）

１０－１　屋嶋城跡浦生地区城内側石積み詳細①（東から）
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１2－１　屋嶋城跡浦生地区H21年度 Tr 調査前状況（東から）

１2－ 2　屋嶋城跡浦生地区H21年度 Tr 完掘状況（東から）
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１３－ 2　屋嶋城跡浦生地区H21Tr 完掘時の石積み状況
①（東から）　

１３－３　屋嶋城跡浦生地区H21Tr 完掘時の石積み状況
②（南から）　

１３－１　屋嶋城跡浦生地区H21年度 Tr 調査前の石積み状況（東から）
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１2－１　屋嶋城跡浦生地区H21年度 Tr 調査前状況（東から）

１2－ 2　屋嶋城跡浦生地区H21年度 Tr 完掘状況（東から）
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１４－ 2　屋嶋城跡浦生地区H21Tr 完掘状況②（南東から）

１４－１　屋嶋城跡浦生地区H21Tr 完掘状況①（南西から）
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１４－ 2　屋嶋城跡浦生地区H21Tr 完掘状況②（南東から）

１４－１　屋嶋城跡浦生地区H21Tr 完掘状況①（南西から）
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１６－１　屋嶋城跡浦生地区H21Tr 遺物出土状況①（南西から）

１６－ 2　屋嶋城跡浦生地区H21Tr 遺物出土状況②（南
から）

１６－３　屋嶋城跡浦生地区H21Tr 遺物出土状況③（南
から）
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１６－１　屋嶋城跡浦生地区H21Tr 遺物出土状況①（南西から）

１６－ 2　屋嶋城跡浦生地区H21Tr 遺物出土状況②（南
から）

１６－３　屋嶋城跡浦生地区H21Tr 遺物出土状況③（南
から）
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１８－ 2　屋嶋城跡浦生地区H22Tr 土層堆積状況（西か
ら）

１８－３　屋嶋城跡浦生地区H22Tr 城外側崩落石状況④
（西から）

１８－１　屋嶋城跡浦生地区H22Tr 城外側崩落石状況③（南西から）
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１９－１　屋嶋城跡浦生地区 H22Tr 状況①（東から）

１９－３　屋嶋城跡浦生地区 H22Tr 城外側崩落石詳細状
況①（西から）

１９－ 2　屋嶋城跡浦生地区 H22Tr 状況② （西から）

１９－４　屋嶋城跡浦生地区 H22Tr 城外側崩落石詳細状
況②（東から）
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１８－ 2　屋嶋城跡浦生地区H22Tr 土層堆積状況（西か
ら）

１８－３　屋嶋城跡浦生地区H22Tr 城外側崩落石状況④
（西から）

１８－１　屋嶋城跡浦生地区H22Tr 城外側崩落石状況③（南西から）
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2 １－１　屋嶋城跡浦生地区H23Tr 検出状況②（東か
ら）

２１－３　屋嶋城跡浦生地区H23Tr 北壁土層②（南から）

２１－５　屋嶋城跡浦生地区H23Tr 北壁土層④（南から）

２１－２　屋嶋城跡浦生地区H23Tr 検出状況③（西か
ら）

２１－４　屋嶋城跡浦生地区H23Tr 北壁土層③（南から）

２１－６　屋嶋城跡浦生地区H23Tr 北壁土層⑤（南から）
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２２－１　屋嶋城跡浦生地区 H23Tr 北壁土層⑥（南西
から）

２２－２　屋嶋城跡浦生地区 H23Tr 北壁土層⑦（南西
から）

２２－３　屋嶋城跡浦生地区 H23Tr 北壁土層⑧（南西
から）

２２－５　屋嶋城跡浦生地区 H23Tr 北壁土層⑩（南か
ら）

２２－４　屋嶋城跡浦生地区 H23Tr 北壁土層⑨（南西
から）

２２－６　屋嶋城跡浦生地区 H23Tr 北壁土層⑪ （南か
ら）



　
写
真
図
版

23

　

2 ３－１　屋嶋城跡浦生地区 H24Tr 調査前状況 （北西から）

2 ３－ 2　屋嶋城跡浦生地区 H24Tr 検出状況 （西から）
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２２－１　屋嶋城跡浦生地区 H23Tr 北壁土層⑥（南西
から）

２２－２　屋嶋城跡浦生地区 H23Tr 北壁土層⑦（南西
から）

２２－３　屋嶋城跡浦生地区 H23Tr 北壁土層⑧（南西
から）

２２－５　屋嶋城跡浦生地区 H23Tr 北壁土層⑩（南か
ら）

２２－４　屋嶋城跡浦生地区 H23Tr 北壁土層⑨（南西
から）

２２－６　屋嶋城跡浦生地区 H23Tr 北壁土層⑪ （南か
ら）
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2 ４－１　屋嶋城跡浦生地区 H24Tr 城内側石積み検出状況 （東から）
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2 ４－１　屋嶋城跡浦生地区 H24Tr 城内側石積み検出状況 （東から）
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２６－１　屋嶋城跡浦生地区 H24Tr 検出状況④（南から）

２６－２　屋嶋城跡浦生地区 H24Tr 検出状況 ⑤（南から）

２６－４　屋嶋城跡浦生地区 H25Tr 調査前状況 （東から）

２６－５　屋嶋城跡浦生地区 H25Tr 石積み崩落状況 （東から）

２６－３　屋嶋城跡浦生地区 H24Tr 石積み検出状況 （北から）

２６－６　屋嶋城跡浦生地区 H25Tr 作業状況（北から）
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2 ７－１　屋嶋城跡浦生地区 H25Tr 検出状況 （北から）
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２６－１　屋嶋城跡浦生地区 H24Tr 検出状況④（南から）

２６－２　屋嶋城跡浦生地区 H24Tr 検出状況 ⑤（南から）

２６－４　屋嶋城跡浦生地区 H25Tr 調査前状況 （東から）

２６－５　屋嶋城跡浦生地区 H25Tr 石積み崩落状況 （東から）

２６－３　屋嶋城跡浦生地区 H24Tr 石積み検出状況 （北から）

２６－６　屋嶋城跡浦生地区 H25Tr 作業状況（北から）
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2 ８－１　屋嶋城跡浦生地区 H25Tr 石積み検出状況①
（東から）

２８－２　屋嶋城跡浦生地区 H25Tr 北壁土層（南から）

2 ８－３　屋嶋城跡浦生地区 H25Tr 石積み検出状況② 
（東から）

２８－４　屋嶋城跡浦生地区 H25Tr 石積み検出状況 ③
（南東から）
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2 ８－１　屋嶋城跡浦生地区 H25Tr 石積み検出状況①
（東から）

２８－２　屋嶋城跡浦生地区 H25Tr 北壁土層（南から）

2 ８－３　屋嶋城跡浦生地区 H25Tr 石積み検出状況② 
（東から）

２８－４　屋嶋城跡浦生地区 H25Tr 石積み検出状況 ③
（南東から）
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３３－３　屋嶋城跡浦生地区 H27-1Tr 検出状況 ②（東
から）

３３－４　屋嶋城跡浦生地区 H27-1Tr 検出状況③（北
から）

３３－１　屋嶋城跡浦生地区 H27-1・2Tr 調査前状況（北
から）

３３－２　屋嶋城跡浦生地区 H27-1Tr 検出状況①（東
から）

３３－５　屋嶋城跡浦生地区 H27-1Tr 石列検出状況①
（東から）

３３－６　屋嶋城跡浦生地区 H27-1Tr 石列検出状況②
（北から）

３３－７　屋嶋城跡浦生地区 H27-1Tr 石列検出状況③
（東から）

３３－８　屋嶋城跡浦生地区 H27-1Tr 北壁土層（南から）
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３４－１　屋嶋城跡浦生地区H27-1Tr 石列検出状況④（北から）
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３５－１　屋嶋城跡浦生地区H27-1Tr 調査完了状況（東から）

３５－２　屋嶋城跡浦生地区H27-3Tr 調査前状況（西
から）

３５－４　屋嶋城跡浦生地区H27-3Tr検出状況（西から）

３５－３　屋嶋城跡浦生地区H27-3Tr検出状況（西から）

３５－５　屋嶋城跡浦生地区H27-3Tr南壁土層（北から）
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３４－１　屋嶋城跡浦生地区H27-1Tr 石列検出状況④（北から）
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３６－１　屋嶋城跡浦生地区 H27-2Tr 調査前状況（西
から）

３６－ 2　屋嶋城跡浦生地区 H27-2Tr 石列検出状況（北
から）

３６－３　屋嶋城跡浦生地区 H28-1Tr 調査前状況 （北から）

３６－４　屋嶋城跡浦生地区 H28-1Tr 石積み検出状況（北から）
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３６－１　屋嶋城跡浦生地区 H27-2Tr 調査前状況（西
から）

３６－ 2　屋嶋城跡浦生地区 H27-2Tr 石列検出状況（北
から）

３６－３　屋嶋城跡浦生地区 H28-1Tr 調査前状況 （北から）

３６－４　屋嶋城跡浦生地区 H28-1Tr 石積み検出状況（北から）
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３７－ 2　屋嶋城跡浦生地区H28-1Tr 東壁土層②（西から）

３７－４　屋嶋城跡浦生地区H28-2Tr 調査前状況（西から）

３７－３　屋嶋城跡浦生地区H28-1Tr 南壁土層（北から）

３７－５　屋嶋城跡浦生地区H28-2Tr 石積み検出状況
①（西から）

３７－１　屋嶋城跡浦生地区H28-1Tr 東壁土層①（西から）
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４３－１　屋嶋城跡浦生地区H29-2Tr 調査前状況（南から）

４３－ 2　屋嶋城跡浦生地区H29-2Tr 検出状況（南から）
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４４－１　北嶺山上地区H20-1Tr 調査前状況（南から）

４４－３　北嶺山上地区H20-1Tr 検出状況②（南から）

４４－５　北嶺山上地区H20-1Tr 検出状況④（西から）

４４－2　北嶺山上地区H20-1Tr 検出状況①（北東から）

４４－４　北嶺山上地区H20-1Tr 検出状況③（北から）

４４－６　北嶺山上地区H20-1Tr 土層①（北から）

４４－７　北嶺山上地区H20-1Tr 土層②（北から） ４４－８　北嶺山上地区H20-1Tr 土層③（東から）
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４４－１　北嶺山上地区H20-1Tr 調査前状況（南から）

４４－３　北嶺山上地区H20-1Tr 検出状況②（南から）

４４－５　北嶺山上地区H20-1Tr 検出状況④（西から）

４４－2　北嶺山上地区H20-1Tr 検出状況①（北東から）

４４－４　北嶺山上地区H20-1Tr 検出状況③（北から）

４４－６　北嶺山上地区H20-1Tr 土層①（北から）

４４－７　北嶺山上地区H20-1Tr 土層②（北から） ４４－８　北嶺山上地区H20-1Tr 土層③（東から）
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４５－１　北嶺山上地区H20-2Tr 調査前状況（東から）

４５－３　北嶺山上地区H20-2Tr 検出状況②（西から）

４５－５　北嶺山上地区H20-3Tr 調査前状況（西から）

４５－ 2　北嶺山上地区H20-2Tr 検出状況①（東から）

４５－４　北嶺山上地区H20-2Tr 南壁土層（北から）

４５－６　北嶺山上地区H20-3Tr 検出状況①（西から）

４５－７　北嶺山上地区H20-3Tr 検出状況②（東から） ４５－８　北嶺山上地区H20-3Tr ピット検出状況（北
から）
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４６－ 2　北嶺山上地区H20-4Tr 南壁土層（東から）

４６－４　北嶺山上地区H20-4Tr 岩盤状況（西から）

４６－１　北嶺山上地区H20-4Tr 調査前状況（西から）

４６－３　北嶺山上地区H20-4Tr 検出状況（東から）

４６－５　北嶺山上地区H26-1Tr 調査前状況（北から）

４６－６　北嶺山上地区H26-1Tr検出状況①（南東から） ４６－７　北嶺山上地区H26-1Tr東壁土層①（南西から）
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４６－ 2　北嶺山上地区H20-4Tr 南壁土層（東から）

４６－４　北嶺山上地区H20-4Tr 岩盤状況（西から）

４６－１　北嶺山上地区H20-4Tr 調査前状況（西から）

４６－３　北嶺山上地区H20-4Tr 検出状況（東から）

４６－５　北嶺山上地区H26-1Tr 調査前状況（北から）

４６－６　北嶺山上地区H26-1Tr検出状況①（南東から） ４６－７　北嶺山上地区H26-1Tr東壁土層①（南西から）
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４８－１　北嶺山上地区H26-1Tr 南壁土層（北西から）

４８－３　北嶺山上地区H26-2Tr 調査前状況（北から）

４８－６　北嶺山上地区H26-2Tr 南壁土層（北から）

４８－７　北嶺山上地区H26-2Tr 北壁土層（南東から）４８－５　北嶺山上地区H26-2Tr 完了状況②（南から）

４８－ 2　北嶺山上地区H26-1Tr 東壁土層②（西から）

４８－４　北嶺山上地区H26-2Tr 完了状況①（北から）
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４８－１　北嶺山上地区H26-1Tr 南壁土層（北西から）

４８－３　北嶺山上地区H26-2Tr 調査前状況（北から）

４８－６　北嶺山上地区H26-2Tr 南壁土層（北から）

４８－７　北嶺山上地区H26-2Tr 北壁土層（南東から）４８－５　北嶺山上地区H26-2Tr 完了状況②（南から）

４８－ 2　北嶺山上地区H26-1Tr 東壁土層②（西から）

４８－４　北嶺山上地区H26-2Tr 完了状況①（北から）
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４９－３　北嶺山上地区H27Tr 完了状況（北から）

４９－ 1　北嶺山上地区H27Tr 検出状況①（北から） ４９－ 2　北嶺山上地区H27Tr 検出状況②（南から）

４９－４　北嶺山上地区H27Tr 検出状況③（東から）

４９－５　北嶺山上地区H27Tr 検出状況④（西から）
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５0－ 2　北嶺山上地区H27Tr 東壁土層（南西から）

５０－４　北嶺山上地区H27Tr 北端北壁土層（南から）

５０－６　北嶺山上地区H27Tr ピット完掘状況（西から）

５０－８　北嶺山上地区H28-1Tr 完了状況①（北西から）

５0－１　北嶺山上地区H27Tr 南壁土層（北から）

５０－３　北嶺山上地区H27Tr 北壁土層（南東から）

５０－５　北嶺山上地区H27Tr ピット検出状況（西から）

５０－７　北嶺山上地区H28-1Tr 調査前状況（西から）
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５0－ 2　北嶺山上地区H27Tr 東壁土層（南西から）

５０－４　北嶺山上地区H27Tr 北端北壁土層（南から）

５０－６　北嶺山上地区H27Tr ピット完掘状況（西から）

５０－８　北嶺山上地区H28-1Tr 完了状況①（北西から）

５0－１　北嶺山上地区H27Tr 南壁土層（北から）

５０－３　北嶺山上地区H27Tr 北壁土層（南東から）

５０－５　北嶺山上地区H27Tr ピット検出状況（西から）

５０－７　北嶺山上地区H28-1Tr 調査前状況（西から）
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５１－１　北嶺山上地区H28-1Tr 完了状況②（東から）

５1－３　北嶺山上地区H28-1Tr 完了状況④（東から）

５1－５　北嶺山上地区H28-1Tr 完了状況⑥（西から）

５1－７　北嶺山上地区H28-1Tr 南壁土層②（北から）

５１－ 2　北嶺山上地区H28-1Tr 完了状況③（南東から）

５1－４　北嶺山上地区H28-1Tr 完了状況⑤（南西から）

５1－６　北嶺山上地区H28-1Tr 南壁土層①（北から）

５1－８　北嶺山上地区H28-1Tr 南壁土層③（北から）



　
写
真
図
版

52

　

５2－１　北嶺山上地区H28-1Tr 南壁土層④（北から）

５2－３　北嶺山上地区H28-1Tr 東壁土層（北から）

５2－５　北嶺山上地区H28-2Tr 完了状況①（北東から）

５2－７　北嶺山上地区H28-2Tr 完了状況③（東から）

５2－ 2　北嶺山上地区H28-1Tr 南壁土層⑤（北から）

５2－４　北嶺山上地区H28-2Tr 調査前状況（東から）

５2－６　北嶺山上地区H28-2Tr 完了状況②（北から）

５2－８　北嶺山上地区H28-2Tr 完了状況④（西から）
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５2－１　北嶺山上地区H28-1Tr 南壁土層④（北から）

５2－３　北嶺山上地区H28-1Tr 東壁土層（北から）

５2－５　北嶺山上地区H28-2Tr 完了状況①（北東から）

５2－７　北嶺山上地区H28-2Tr 完了状況③（東から）

５2－ 2　北嶺山上地区H28-1Tr 南壁土層⑤（北から）

５2－４　北嶺山上地区H28-2Tr 調査前状況（東から）

５2－６　北嶺山上地区H28-2Tr 完了状況②（北から）

５2－８　北嶺山上地区H28-2Tr 完了状況④（西から）
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５３－１　北嶺山上地区H28-2Tr 完了状況⑤（北から）

５３－３　北嶺山上地区H28-2Tr 完了状況⑦（北東から）

５３－５　北嶺山上地区H28-2Tr 北壁土層②（南東から）

５３－７　北嶺山上地区H28-2Tr 北壁土層④（南から）

５３－ 2　北嶺山上地区H28-2Tr 完了状況⑥（南東から）

５３－４　北嶺山上地区H28-2Tr 北壁土層①（南から）

５３－６　北嶺山上地区H28-2Tr 北壁土層③（南から）

５３－８　北嶺山上地区H28-2Tr 北壁土層⑤（南から）
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５４－１　北嶺山上地区H28-2Tr 北壁土層⑥（南から）

５４－３　北嶺山上地区H28-2Tr 土器出土状況②（北から）

５４－５　北嶺山上地区H29-1Tr 完掘状況①（東から） ５４－６　北嶺山上地区H29-1Tr 完掘状況②（北から）

５４－ 2　北嶺山上地区H28-2Tr 土器出土状況①（北から）

５４－４　北嶺山上地区H29-1Tr 調査前状況（西から）

５４－８　北嶺山上地区H29-1Tr 完掘状況④（南から）５４－７　北嶺山上地区H29-1Tr 完掘状況③（南から）
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５４－１　北嶺山上地区H28-2Tr 北壁土層⑥（南から）

５４－３　北嶺山上地区H28-2Tr 土器出土状況②（北から）

５４－５　北嶺山上地区H29-1Tr 完掘状況①（東から） ５４－６　北嶺山上地区H29-1Tr 完掘状況②（北から）

５４－ 2　北嶺山上地区H28-2Tr 土器出土状況①（北から）

５４－４　北嶺山上地区H29-1Tr 調査前状況（西から）

５４－８　北嶺山上地区H29-1Tr 完掘状況④（南から）５４－７　北嶺山上地区H29-1Tr 完掘状況③（南から）
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５５－１　北嶺山上地区H29-1Tr 完掘状況⑤（北から）

５５－３　北嶺山上地区H29-1Tr 北壁土層②（南から）

５５－５　北嶺山上地区H29-2Tr 調査前状況（南から）

５５－７　北嶺山上地区H29-2Tr 検出状況②（南から）

５５－ 2　北嶺山上地区H29-1Tr 北壁土層①（南から）

５５－４　北嶺山上地区H29-1Tr 北壁土層③（南から）

５５－６　北嶺山上地区H29-2Tr 検出状況①（北東から）

５５－８　北嶺山上地区H29-2Tr 炭化材検出状況（東から）
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５８－ 1　北嶺山上地区H29-2Tr ピット検出状況（南から）

５８－５　北嶺山上地区H29-4Tr 完掘状況①（南東から）

５８－７　北嶺山上地区H29-4Tr 完掘状況③（東から）

５８－ 2　北嶺山上地区H29-2Tr ピット完掘状況（南から）

５８－６　北嶺山上地区H29-4Tr 完掘状況②（南西から）

５８－８　北嶺山上地区H29-4Tr 完掘状況④（西から）

５８－３　北嶺山上地区H29-3Tr 完掘状況（南から） ５８－４　北嶺山上地区H29-3Tr 土層状況（南から）
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５８－ 1　北嶺山上地区H29-2Tr ピット検出状況（南から）

５８－５　北嶺山上地区H29-4Tr 完掘状況①（南東から）

５８－７　北嶺山上地区H29-4Tr 完掘状況③（東から）

５８－ 2　北嶺山上地区H29-2Tr ピット完掘状況（南から）

５８－６　北嶺山上地区H29-4Tr 完掘状況②（南西から）

５８－８　北嶺山上地区H29-4Tr 完掘状況④（西から）

５８－３　北嶺山上地区H29-3Tr 完掘状況（南から） ５８－４　北嶺山上地区H29-3Tr 土層状況（南から）
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５９－１　北嶺山上地区H29-4Tr 完掘状況⑤（南から）

５９－３　北嶺山上地区H29-4Tr 完掘状況⑦（西から）

５９－５　北嶺山上地区H29-4Tr 土層①（南から）

５９－７　北嶺山上地区H29-4Tr 土層③（南から）

５９－２　北嶺山上地区H29-4Tr 完掘状況⑥（南西から）

５９－４　北嶺山上地区H29-4Tr 完掘状況⑧（南西から）

５９－６　北嶺山上地区H29-4Tr 土層②（南から）

５９－８　北嶺山上地区H29-4Tr 土層④（南から）
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６０－ 1　屋嶋城跡浦生地区出土平瓶

６０－４　屋嶋城跡浦生地区・北嶺山上地区出土かわら
投げのかわらけ

６０－ 2　屋嶋城跡浦生地区出土石器

６０－３　屋嶋城跡浦生地区・北嶺山上地区出土青磁及
び須恵器
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６０－ 1　屋嶋城跡浦生地区出土平瓶

６０－４　屋嶋城跡浦生地区・北嶺山上地区出土かわら
投げのかわらけ

６０－ 2　屋嶋城跡浦生地区出土石器

６０－３　屋嶋城跡浦生地区・北嶺山上地区出土青磁及
び須恵器
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史跡天然記念物
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200　　　

史跡天然記念物

屋　島

　本書は史跡天然記念物屋島において平成１９年度から２９年度に実施した測
量調査、発掘調査の報告書である。発掘調査は屋嶋城跡浦生地区と北嶺山上地
区の２箇所で重点的に実施した。屋嶋城跡浦生地区では城壁・雉城等に関する
調査を実施し、須恵器平瓶が出土した。北嶺山上地区の調査では千間堂跡周辺
を中心に調査を実施した。また、屋島全体の三次元レーザー測量を実施し、そ
の成果を報告した。
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